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はじめに

ここでは、『Cisco UCS C シリーズ サーバ RAID 設定ガイド』の構成について説明します。また、関連

資料の入手方法やテクニカル サポートの受け方についても説明します。

マニュアルの構成 
このマニュアルは、次の章から構成されています。

章 タイトル 説明

第 1 章 「RAID の概要」 Redundant Array of Independent Disks（RAID）、

RAID の機能と利点、RAID コンポーネント、RAID 
レベル、および設定手順について説明します。また、

RAID の可用性について説明し、設定計画のヒントを

示します。

第 2 章 「RAID のモニタリングおよび

設定用の Cisco Integrated 
Management Controller およ

び Cisco UCS Server 
Configuration Utility の使用」

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）お

よび Cisco UCS Server Configuration Utility
（UCS-SCU）を使用した RAID コントローラのモニタ

リングと設定についてまとめます。

第 3 章 「Cisco UCS Manager を使用

した RAID の設定と監視」

Cisco UCS Manager を使用した RAID コントローラの

モニタリングと設定についてまとめます。

第 4 章 「LSI SAS2 統合 RAID コント

ローラの設定」

LSI SAS2 RAID コントローラに対する LSI 統合 RAID 
ソリューションの機能と利点を紹介します。

第 5 章 「LSI MegaRAID SAS コント

ローラのタスク」

LSI WebBIOS Configuration Utility（CU）について

と、LSI MegaRAID SAS コントローラでの RAID 設
定の作成と管理について説明します。

第 6 章 「組み込み ICH10R SATA コン

トローラの設定」

LSI ソフトウェア RAID セットアップ ユーティリティ

を使用して、オンボードの Intel ICH10R RAID コント

ローラを設定する方法を説明します。
vii
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表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」です。

ヒント 「問題解決に役立つ情報」です。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

ワンポイント アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。

警告 読者に対する警告を意味します。人為ミスを予防するための注意事項が記述されています。

表記法 用途

太字フォント コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキストは、太字フォントで

示しています。

イタリック体フォン

ト

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指定するための引数は、

イタリック体フォントで示しています。

[   ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{x | y | z} 必ずいずれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲

み、縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒で区

切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。string の前後には引用符を使用しません。引用

符を使用すると、その引用符も含めて string とみなされます。

courier フォント システムが表示するターミナル セッションおよび情報は、courier フォントで

示しています。

<   > パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示しています。

[   ] システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで示してい

ます。

!、# コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コメント

行であることを示します。
viii
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はじめに
関連資料 
Cisco Unified Computing System（UCS）C シリーズ ラックマウント サーバのマニュアル セットにつ

いては、次のリンク先にあるロードマップ ドキュメントを参照してください。

『Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap』 

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。
ix
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C H A P T E R 1

RAID の概要

この章では、RAID（Redundant Array of Independent Disks）、RAID の機能と利点、RAID コンポー

ネント、RAID レベル、および設定計画について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「RAID について」（P.1-1）

• 「RAID レベル」（P.1-8）

• 「一般的なドライブ交換手順」（P.1-18）

• 「プラットフォーム固有の RAID およびドライブの手順」（P.1-20）

RAID について
RAID は、高いパフォーマンスと耐障害性を提供する独立した物理ドライブのアレイ、つまりグループ

です。RAID ドライブ グループは、入出力（I/O）パフォーマンスおよび信頼性を向上します。RAID 
ドライブ グループは、単一のストレージ ユニットとして、または複数の仮想ユニットとしてホスト コ
ンピュータに認識されます。複数のドライブに同時にアクセスできるため、I/O が促進されます。

RAID ドライブ グループでは、単一ドライブのストレージ システムに比べてデータ ストレージの信頼

性と耐障害性が高まります。ドライブ障害によるデータ損失は、残りのドライブから不明データを再構

築することによって防止できます。RAID は、I/O パフォーマンスを向上し、ストレージ サブシステム

の信頼性を高めます。

RAID レベルは、大規模なディスク サブシステムに保存されたデータの可用性と冗長性を確保するシ

ステムを表したものです。RAID レベルの詳細については、「RAID レベル」（P.1-8）を参照してくださ

い。RAID ドライブ グループ コンポーネントおよび RAID レベルについては、以降の項で説明します。

ドライブ グループ

ドライブ グループは、物理ドライブのグループです。これらのドライブは、仮想ドライブと呼ばれる

パーティションで管理されます。

仮想ドライブ

仮想ドライブは、ドライブ上の連続するデータ セグメントで構成された、ドライブ グループ内のパー

ティションです。仮想ドライブは、1 つのドライブ グループ全体、複数のドライブ グループ全体、1 つ
のドライブ グループの一部、複数のドライブ グループの一部、またはこれらの条件のいずれか 2 つの

組み合わせで構成することができます。
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ディスク ストライピング

ディスク ストライピング（RAID レベル 0 で使用）は、1 つのドライブだけではなく、複数のドライブ

にまたがったデータの書き込みを可能にします。ディスク ストライピングは、8 ～ 1024 KB のさまざ

まなサイズのストライプへの各ドライブ ストレージ スペースのパーティション化を伴います。これら

のストライプは、順次繰り返す方法でインターリーブされます。結合型のストレージ スペースは、各

ドライブからのストライプで構成されます。ストライプ サイズは RAID ドライブ グループ間で統一す

ることをお勧めします。

たとえば、ディスク ストライピングだけを使用する 4 ディスク システムでは、セグメント 1 はディス

ク 1、セグメント 2 はディスク 2 というように書き込まれます（図 1-1 を参照）。ディスク ストライピ

ングでは複数のドライブに同時にアクセスできるので、パフォーマンスは向上しますが、データの冗長

性は提供されません。

図 1-1 ディスク ストライピングの例（RAID 0）

ストライプの幅は、ストライピングが実装されているドライブ グループに含まれるドライブの数です。

たとえば、ディスク ストライピングが実装された 4 ディスク ドライブ グループのストライプ幅は 4 で
す。

ストライプ サイズは、パリティ ドライブを除く複数のドライブにまたがって RAID コントローラが書

き込む、インターリーブされたデータ セグメントの長さです。たとえば、64 KB のディスク スペース

を持つストライプがあり、ストライプ内の各ディスクに 16 KB のデータが存在するとします。この場

合、ストライプ サイズは 64 KB で、ストリップ サイズは 16 KB になります。

ストリップ サイズとは、1 つのドライブに存在するストライプの部分です。

ディスク ミラーリング（RAID 1 および RAID 10）

ディスク ミラーリング（RAID 1 および RAID 10 で使用）では、あるドライブに書き込まれるデータ

が、同時に別のドライブにも書き込まれます。ディスク ミラーリングの主な利点は、100 % のデータ

冗長性が提供されることにあります。ディスクのコンテンツは 2 番目のディスクに完全に書き込まれる

ので、一方のディスクに障害が発生してもデータは失われません。また、どちらのドライブにも同時に

同じデータが格納されるので、いずれかのディスクは運用ディスクとして機能できます。一方のディス

クに障害が発生した場合、他方のディスクのコンテンツを使用してシステムを実行し、障害の発生した

ディスクを再構築できます。

ディスク ミラーリングは、100 % の冗長性を提供しますが、システム内の各ドライブを複製する必要

があるので高価です（図 1-2 を参照）。

 1
 5
 9

 2
 6
 10

 3
 7
 11

 4
 8
 12 33

20
84
1-2
Cisco UCS サーバ RAID ガイド

OL-26591-01-J



  

第 1 章      RAID の概要

  RAID について
図 1-2 ディスク ミラーリングの例（RAID 1）

パリティ

パリティは、2 つ以上の親データ セットから一組の冗長データを生成します。ドライブ障害が発生した

場合は、冗長データを使用して、いずれかの親データ セットを再構築できます。パリティ データは親

データ セットを完全には複製しませんが、パリティ生成によって書き込みプロセスが遅くなる場合が

あります。RAID では、この方法は、ドライブ全体、またはドライブ グループ内のすべてのドライブ

にまたがるストライプに適用されます。パリティには次の 2 種類があります。

• 専用パリティ：2 つ以上のドライブ上のパリティ データが、追加のディスクに保存されます。

• 分散パリティ：パリティ データはシステム内の複数のドライブに分散されます。

RAID 5 では、分散パリティとディスク ストライピングが組み合わされます（図 1-3 を参照）。1 つの

ドライブに障害が発生した場合、残りのドライブ上のパリティとデータからドライブを再構築できま

す。RAID 5 は、ドライブ全体のコンテンツを複製するのではなく、パリティを使用して、1 つのドラ

イブ障害に対応する冗長性を提供します。RAID 6 も、分散パリティとディスク ストライピングを使用

しますが、最大 2 つのドライブ障害に対処できるように、2 つめのパリティ データ セットを追加しま

す。

（注） パリティは、ドライブ グループ内のすべてのドライブに分散されます。

図 1-3 分散パリティの例（RAID 5）
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ディスク スパニング

ディスク スパニングを使用すると、複数のドライブを 1 つの大きなドライブのように機能させること

ができます。スパニングは、既存のリソースを結合したり、比較的安価なリソースを追加したりするこ

とによってディスク スペースの不足を解消し、ストレージ管理を容易にします。たとえば、4 つの 20 
GB ドライブは、1 つの 80 GB ドライブとしてオペレーティング システムに認識されるように結合でき

ます。

スパニングだけでは、信頼性やパフォーマンスの向上は果たせません。スパンされた仮想ドライブは、

ストライプ サイズが同じで、連続している必要があります。図 1-4 では、RAID 1 ドライブ グループ

が RAID 10 ドライブ グループに変わっています。

（注） 1 つのスパンに障害が発生しても、ドライブ グループ全体を失わないように、スパンが異なるバックプ

レーンに存在するようにしてください。

図 1-4 ディスク スパニングの例

連続する 2 つの RAID 0 仮想ドライブをスパンしても、新しい RAID レベルが作成されることも、耐障

害性が追加されることもありません。物理ディスクの数が倍になることで、仮想ドライブの容量が増

え、パフォーマンスが向上します。

表 1-1 では、スパニングによって RAID 00、RAID 10、RAID 50、および RAID 60 を設定する方法を

説明します。仮想ドライブのストライプ サイズは同一である必要があり、スパンの最大数は 8 になり

ます。仮想ドライブをスパンするときは、全ドライブ容量が使用されます。それより小さいドライブ容

量を指定することはできません。

60 GB 60 GB

1  120 GB 1  120 GB 

33
20
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60 GB 60 GB

表 1-1 RAID 00、RAID 10、RAID 50、および RAID 60 のスパニング

RAID
レベル 説明

00 コントローラに対してサポートされる最大デバイス数まで、連続する 2 つの RAID 0 仮想ドラ

イブをスパンすることによって RAID 00 を設定します。

10 コントローラに対してサポートされる最大デバイス数まで、連続する 2 つの RAID 1 仮想ドラ

イブをスパンすることによって RAID 10 を設定します。

RAID 10 は、最大 8 つのスパンをサポートします。スパンに含まれる各 RAID 仮想ドライブ

には、偶数のドライブを使用する必要があります。

RAID 1 仮想ドライブは、ストライプ サイズが同一である必要があります。
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ホット スペア

ホット スペアは、ディスク サブシステムの一部である未使用の余分なドライブです。通常はスタンバ

イ モードにあり、ドライブに障害が発生した場合のサービスに備えています。RAID 仮想ドライブに

使用されているドライブに障害が発生すると、ホット スペアが自動的にそのドライブに取って代わり、

障害の発生したドライブ上のデータがホット スペア上に再構築されます。ホット スペアは、RAID レ
ベル 1、5、6、10、50、および 60 に使用できます。

ホット スペアは、システムのシャットダウンやユーザの介入なしに、障害が発生したドライブを交換

することを可能にします。MegaRAID SAS RAID コントローラは、ホット スペア ドライブを使用し

て、障害の発生したドライブを自動的かつ透過的に再構築することができ、高度な耐障害性とゼロ ダ
ウンタイムを実現します。

（注） 同じドライブ セット（スライス構成）で RAID 0 および RAID 5 仮想ドライブを実行している場合、

RAID 0 仮想ドライブが削除されるまで、ドライブの障害発生後にホット スペアへの再構築は行われま

せん。

LSI RAID 管理ソフトウェアでは、ドライブをホット スペアとして指定できます。ホット スペアが必

要な場合、RAID コントローラは、障害の発生したドライブの容量に最も近く、それ以上の容量を持つ

ホット スペアをそのドライブの代わりとして割り当てます。ホット スペアへの再構築が始まると、障

害の発生したドライブは仮想ドライブから削除され、取り外し待機中の ready マークが付けられます。

ホット スペアは、RAID 仮想ドライブに含まれないドライブで構成できます。

RAID 管理ソフトウェアを使用すると、エンクロージャ アフィニティを持つようにホット スペアを指

定できます。つまり、ドライブ障害がスプリット バックプレーン構成に存在する場合、ホット スペア

はまず、それ自体が存在するバックプレーン サイドで使用されます。

ホット スペアは、エンクロージャ アフィニティを持つように指定されている場合、他のバックプレー

ン上の他のドライブを再構築する前に、そのホット スペアが存在するバックプレーン上で障害の発生

したドライブの再構築を試みます。

（注） ホット スペアへの再構築がなんらかの理由で失敗した場合、ホット スペア ドライブには failed のマー

クが付けられます。ソース ドライブに障害が発生すると、ソース ドライブとホット スペア ドライブの

両方に failed のマークが付けられます。

ホット スペアには次の 2 種類があります。

• グローバル ホット スペア

• 専用ホット スペア

50 連続する 2 つの RAID 5 仮想ドライブをスパンすることによって、RAID 50 を設定します。

RAID 5 仮想ドライブは、ストライプ サイズが同一である必要があります。

60 連続する 2 つの RAID 6 仮想ドライブをスパンすることによって、RAID 60 を設定します。

RAID 6 仮想ドライブは、ストライプ サイズが同一である必要があります。

表 1-1 RAID 00、RAID 10、RAID 50、および RAID 60 のスパニング （続き）

RAID
レベル 説明
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グローバル ホット スペア

グローバル ホット スペア ドライブは、その容量が障害の発生したドライブの容量以上である限り、冗

長ドライブ グループ内で障害の発生したドライブの交換に使用できます。どのチャンネルに定義され

たグローバル ホット スペアでも、両方のチャネルで障害の発生したドライブの交換に使用できる必要

があります。

専用ホット スペア

専用ホット スペアは、選択したドライブ グループ内で障害の発生したドライブのみの交換に使用でき

ます。1 つまたは複数のドライブをスペア ドライブ プールのメンバーとして指定できます。フェール

オーバーに最も適したドライブが、プールから選択されます。専用ホット スペアは、グローバル ホッ

ト スペア プールのドライブよりも先に使用されます。

ホット スペア ドライブは、任意の RAID チャネルに配置できます。スタンバイ ホット スペア（RAID 
ドライブ グループに使用されていない）は、最低でも 60 秒おきにポーリングされ、そのステータスは

ドライブ グループ管理ソフトウェアで確認できます。RAID コントローラは、システム内にあるもの

の、最初はホット スペアとして設定されていないディスクで再構築する機能を提供します。

ホット スペアを使用する際は、次のガイドラインに従ってください。

• ホット スペアは、RAID レベル 1、5、6、10、50、および 60 など、冗長性のあるドライブ グルー

プでのみ使用されます。

• 特定の RAID コントローラに接続しているホット スペアを使用して、同じコントローラに接続し

ているドライブのみを再構築できます。

• コントローラ BIOS を介して 1 つまたは複数のドライブにホット スペアを割り当てるか、ドライ

ブ グループ管理ソフトウェアを使用してホット スペアをホット スペア プールに入れる必要があり

ます。

• ホット スペアには、交換するドライブ以上の空きスペースが必要です。たとえば、18 GB ドライ

ブを交換するには、ホット スペアが 18 GB 以上でなければなりません。

ディスクの再構築

RAID ドライブ グループ内のドライブに障害が発生した場合、障害発生前にドライブに格納されてい

たデータを再作成することによってドライブを再構築できます。RAID コントローラは、ドライブ グ
ループ内の他のドライブに格納されたデータを使用して、データを再作成します。再構築は、RAID 1、
5、6、10、50、および 60 ドライブ グループなど、データ冗長性を持つドライブ グループでのみ実行

できます。

RAID コントローラは、ホット スペアを使用して、ユーザ定義の再構築レートで、障害の発生したド

ライブを自動的かつ透過的に再構築します。ホット スペアが使用可能である場合、ドライブに障害が

発生すると再構築が自動的に開始されます。ホット スペアが使用できない場合には、障害の発生した

ドライブを新しいドライブと交換して、障害の発生したドライブ上のデータが再構築されるようにする

必要があります。

ホット スペアへの再構築が始まると、障害の発生したドライブは仮想ドライブから削除され、取り外

し待機中の ready マークが付けられます。再構築中にシステムがダウンした場合、システムのリブート

後に、RAID コントローラは自動的に再構築を再開します。
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（注） ホット スペアへの再構築が始まると、障害の発生したドライブは多くの場合、管理アプリケーション

で検出される前に仮想ドライブから削除されます。この状況が発生すると、イベント ログには、ホッ

ト スペアに再構築しているドライブが表示され、障害の発生したドライブは表示されません。ホット 
スペアへの再構築が開始された後は、以前に障害の発生したドライブに ready のマークが付けられま

す。

（注） ホット スペアへの再構築中にソース ドライブに障害が発生すると、そのソース ドライブには offline の
マークが付けられます。また、再構築中のホット スペア ドライブはホット スペアに戻ります。ソース 
ドライブの障害で再構築が失敗した後も、専用ホット スペアは専用として適切なドライブ グループに

割り当てられたままであり、グローバル ホット スペアはグローバルのままです。

RAID レベルの移行中にドライブを交換する場合、ドライブの自動再構築は開始されません。拡張また

は移行手順が完了した後は、再構築を手動で開始する必要があります。（RAID レベルの移行によって、

仮想ドライブの RAID レベルが別の RAID レベルに変わります）。

ホットスワップ

ホットスワップとは、コンピュータの動作中（通常機能の実行中）に欠陥のあるドライブ装置を手動で

交換することです。新しいドライブが設置されると、次のいずれかの場合に自動的に再構築が行われま

す。

• 新しく挿入されたドライブに、障害の発生したドライブ以上の容量がある。

• 新しいドライブが、交換対象の障害発生ドライブと同じドライブ ベイに設置されている。

新しいドライブを検出し、ドライブのコンテンツを自動的に再構築するように、RAID コントローラを

設定できます。機能を有効にするには、バックプレーンおよびエンクロージャでホットスワップがサ

ポートされている必要があります。

ドライブ状態

ドライブ状態とは、ドライブのステータスを示すプロパティです。表 1-2 では、ドライブ状態について

説明します。

表 1-2 ドライブ状態

状態 説明

Online RAID コントローラからアクセスできる、仮想ドライブの一部のドライブ。

Unconfigured 
Good

正常に機能しているものの、仮想ドライブまたはホット スペアの一部として設定

されていないドライブ。

Hot Spare 電源が投入されており、オンライン ドライブに障害が発生した場合にスペアとし

て使用可能なドライブ。

Failed 最初は Online または Hot Spare として設定されていたが、ファームウェアによっ

て修復不可能エラーが検出されたドライブ。

Rebuild 仮想ドライブの完全な冗長性を復元するためにデータが書き込まれているドライ

ブ。
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仮想ドライブ状態

仮想ドライブ状態とは、仮想ドライブのステータスを示すプロパティです。表 1-3 では、仮想ドライブ

状態について説明します。

RAID レベル
MegaRAID コントローラは、RAID レベル 0、00、1、5、6、10、50、および 60 をサポートします。

また、独立したドライブ（RAID 0 および RAID 00 として設定されている）もサポートします。次の

項では、サポートされる RAID レベルの要約を示します。

RAID レベルの要約

• RAID 0 は、ストライピングを使用して、特に耐障害性を必要としない環境にある大規模なファイ

ルに対して、高いデータ スループットを提供します。

• RAID 1 ではミラーリングを使用して、あるドライブに書き込まれたデータが、必要容量は小さい

けれども完全なデータ冗長性を必要とする小規模なデータベースやその他のアプリケーションに適

した別のドライブに、同時に書き込まれるようにします。

• RAID 5 では、すべてのドライブにまたがるディスク ストライピングとパリティ データ（分散パ

リティ）を使用して、特に小規模のランダム アクセスに高いデータ スループットを提供します。

Unconfigured 
Bad 

Unconfigured Good であったか、初期化できずに、ファームウェアによって修復

不可能エラーが検出されたドライブ。

Missing Online であったが、その場所から削除されているドライブ。

Offline 仮想ドライブの一部であるが、RAID 設定に関する限り、無効なデータが存在する

ドライブ。

キャッシュ データを持つ仮想ドライブがオフラインになると、仮想ドライブの

キャッシュは破棄されます。仮想ドライブはオフラインなので、キャッシュを保

存できません。

表 1-2 ドライブ状態 （続き）

状態 説明

表 1-3 仮想ドライブ状態

状態 説明

Optimal 仮想ドライブの動作状態は良好です。設定されているすべてのドライブがオンライ

ンです。

Degraded 仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたドライブのいずれかに

障害が発生したか、オフラインの状態です。

Partial 
Degraded

RAID 6 仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたドライブのい

ずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID 6 は、最大 2 つのドラ

イブ障害を許容できます。

Failed 仮想ドライブに障害が発生しています。

Offline 仮想ドライブが、RAID コントローラで使用できません。
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• RAID 6 では、1 つのストライプに 2 つの独立したパリティ ブロックを使用する分散パリティと、

ディスク ストライピングを使用します。RAID 6 仮想ドライブは、データを失うことなく、2 つの

ドライブの損失に対処できます。最低 3 つのドライブを必要とする RAID 6 ドライブ グループは、

RAID 5 ドライブ グループに似ています。データ ブロックおよびパリティ情報は、すべてのドライ

ブにまたがって書き込まれます。ドライブ グループ内の 1 つまたは 2 つのドライブに障害が発生

すると、パリティ情報を使用してデータが修復されます。

• RAID 00 ドライブ グループは、一連の RAID 0 ドライブ グループからストライピングされたセッ

トを作成する、スパンされたドライブ グループです。

• RAID 0 と RAID 1 の組み合わせである RAID 10 は、ミラーリングされたスパンにまたがってスト

ライピングされたデータで構成されます。RAID 10 ドライブ グループは、ミラーリングされた一

連のドライブからストライピングされたセットを作成する、スパンされたドライブ グループです。

RAID 10 では、最大 8 つのスパンを使用できます。スパンに含まれる各 RAID 仮想ドライブには、

偶数のドライブを使用する必要があります。RAID 1 仮想ドライブは、ストライプ サイズが同一で

ある必要があります。RAID 10 は、高いデータ スループットと完全なデータ冗長性を提供します

が、使用するスパンの数は多くなります。

• RAID 0 と RAID 5 の組み合わせである RAID 50 では、分散パリティとディスク ストライピング

を使用します。RAID 50 ドライブ グループは、スパンされたドライブ グループであり、このグ

ループ内のデータは複数の RAID 5 ドライブ グループにまたがってストライピングされます。

RAID 50 は、高い信頼性、高い要求レート、高いデータ転送、および中規模から大規模の容量を

必要とするデータの使用に最も適しています。

（注） 同じドライブ グループ内に、RAID 0 と RAID 5 などの異なる RAID レベルの仮想ドライブを含めるこ

とはできません。たとえば、既存の RAID 5 仮想ドライブがアレイ内の一部のスペースから作成されて

いる場合、アレイ内の次の仮想ドライブも RAID 5 である必要があります。

• RAID 0 と RAID 6 の組み合わせである RAID 60 では、各 RAID セット内の 1 つのストライプあ

たりに 2 つの独立したパリティ ブロックを持つ分散パリティと、ディスク ストライピングを使用

します。RAID 60 仮想ドライブは、データを失うことなく、各 RAID 6 セットの 2 つのドライブの

損失に対処できます。RAID 60 は、高い信頼性、高い要求レート、高いデータ転送、および中規

模から大規模の容量を必要とするデータの使用に最も適しています。

RAID 0

RAID 0 は、RAID ドライブ グループ内のすべてのドライブにまたがるディスク ストライピングを提

供します。RAID 0 では、データの冗長性は提供されませんが、RAID レベルの中で最良のパフォーマ

ンスを実現します。RAID 0 は、データをさらに小さいセグメントに分割し、ドライブ グループ内の各

ドライブにデータ セグメントをストライピングします。各データ セグメントのサイズは、ストライプ 
サイズによって決定します。RAID 0 は、高帯域幅を提供します。

（注） RAID レベル 0 はフォールト トレラントではありません。RAID 0 ドライブ グループのドライブに障害

が発生すると、仮想ドライブ全体（仮想ドライブに関連付けられたすべてのドライブ）に障害が発生し

ます。

大きいファイルをより小さいセグメントに分割することで、RAID コントローラは SAS ドライブと 
SATA ドライブの両方を使用してファイルの読み取りまたは書き込みを高速化することができます。

RAID 0 は、書き込み動作を複雑にするパリティ計算を伴わないので、高帯域幅を必要とするものの、

耐障害性を必要としないアプリケーションに適しています。表 1-4 に、RAID 0 の概要を示します。

図 1-5 に、RAID 0 ドライブ グループの利点の例を示します。
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図 1-5 RAID 0 ドライブ グループの例

RAID 1

RAID 1 では、RAID コントローラが、ドライブ グループ内のあるドライブから 2 番目のドライブにす

べてのデータを複製します。RAID 1 は、1 つのスパンで 2 ～ 32 までの偶数のドライブをサポートしま

す。RAID 1 は、完全なデータ冗長性を提供しますが、必要なデータ ストレージ容量を倍にするコスト

が掛かります。表 1-5 に、RAID 1 の概要を示します。図 1-6 に、RAID 1 ドライブ グループの例を示

します。

表 1-4 RAID 0 の概要

機能 説明

用途 大きいファイルに対しては特に、高いデータ スループットを提供します。耐障害性

を必要としない環境。

利点 大きいファイルに対するデータ スループットが向上します。

パリティ用の容量損失ペナルティがありません。

制限事項 耐障害性や高帯域幅は提供されません。

いずれかのドライブに障害が発生すると、すべてのデータが失われます。

ドライブ数 1 ～ 32。

 1

 3
 5

 2

 4
 6

 7  8 33
20

88

表 1-5 RAID 1 の概要

機能 説明

用途 RAID 1 は、耐障害性を要するものの、必要容量は小さい小規模のデータベースや

その他の環境に使用します。

利点 完全なデータ冗長性を提供します。RAID 1 は、耐障害性と最小限の容量を必要と

するアプリケーションに適しています。

制限事項 2 倍のドライブを必要とします。ドライブの再構築中は、パフォーマンスが損なわ

れます。

ドライブ数 2 ～ 32（偶数のドライブであることが必要です）。
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図 1-6 RAID 1 ドライブ グループの例

RAID 5

RAID 5 には、ブロック レベルおよびパリティでのディスク ストライピングが含まれます。パリティ

とは、奇数または偶数になるデータのプロパティであり、パリティ チェックを使用してデータ内のエ

ラーが検出されます。RAID 5 では、パリティ情報がすべてのドライブに書き込まれます。RAID 5 は、

多数の小さい入出力（I/O）トランザクションを同時に実行するネットワークに最適です。RAID 5 は、

ほとんどの環境にデータの冗長性、高い読み取りレート、および良好なパフォーマンスを提供します。

また、容量損失の最も低い冗長性を実現します。

さらに、RAID 5 は、読み取り要求レートは高く、書き込み要求レートは低いアプリケーションに適し

ています。

RAID 5 は、ランダムな I/O 動作の輻輳問題に対処します。各ドライブにはデータとパリティの両方が

含まれるので、多数の書き込みが同時に実行される可能性があります。

表 1-6 に、RAID 5 の概要を示します。図 1-7 に、RAID 5 ドライブ グループの例を示します。

（注） パリティは、ドライブ グループ内のすべてのドライブに分散されます。

 1  1  2  3  4 3  4

 5  6  7  8
 5  6  7  8

 2

... ... ... ...

RAID1 RAID1 RAID1 RAID1 33
20

89

表 1-6 RAID 5 の概要

機能 説明

用途 大きいファイルに対しては特に、高いデータ スループットを提供します。ドライブ

ごとに単独の読み取りおよび書き込みが可能なので、トランザクション処理アプリ

ケーションには RAID 5 を使用します。ドライブに障害が発生すると、RAID コン

トローラはパリティ ドライブを使用して、欠落しているすべての情報を再作成しま

す。耐障害性を必要とするオフィス オートメーションおよびオンライン カスタマー 
サービスにも使用します。読み取り要求レートは高く、書き込み要求レートは低い

アプリケーションに使用します。

利点 ほとんどの環境にデータの冗長性、高い読み取りレート、および良好なパフォーマ

ンスを提供します。RAID 5 は、容量損失の最も低い冗長性を実現します。

制限事項 多数の書き込みを必要とするタスクには、あまり適していません。キャッシュが使

用されていない場合（クラスタリング）、RAID 5 には問題があります。ドライブの

再構築中は、ドライブのパフォーマンスが低下します。プロセスがほとんどない環

境では、同時プロセスの処理におけるパフォーマンスの向上によって RAID のオー

バーヘッドが相殺されることがないので、同様の効果はありません。

ドライブ数 3 ～ 32。
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図 1-7 RAID 5 ドライブ グループの例

RAID 6

RAID 6 は、1 つのストライプに 1 つのパリティ ブロックではなく、2 つのパリティ ブロックが存在す

る点を除き、RAID 5 と似ています（ディスク ストライピングおよび分散パリティ）。独立した 2 つの

パリティ ブロックを使用する RAID 6 は、データを失うことなく、仮想ドライブ内の 2 つのドライブ

損失に対処できます。RAID 6 では、各ストライプの 2 番目のパリティ ブロックを使用することで、高

いレベルのデータ保護が実現します。非常に高いレベルの損失保護を必要とするデータには、RAID 6 
を使用します。

RAID 6 は、多数の小さい入出力（I/O）トランザクションを同時に実行するネットワークに最適です。

ほとんどの環境にデータの冗長性、高い読み取りレート、および良好なパフォーマンスを提供します。

仮想ドライブの 1 つまたは 2 つのドライブに障害が発生すると、RAID コントローラはパリティ ブ
ロックを使用して、欠落しているすべての情報を再作成します。RAID 6 仮想ドライブの 2 つのドライ

ブに障害が発生すると、各ドライブに 1 回ずつ、2 回のドライブ再構築が必要になります。これらの再

構築は同時に行われません。コントローラは、障害の発生した 1 つのドライブを再構築してから、障害

の発生したもう 1 つのドライブを再構築します。

表 1-7 に、RAID 6 ドライブ グループの概要を示します。図 1-8 に、RAID 6 データ レイアウトを示し

ます。パリティ ドライブの 2 番目のセットは、Q で表されています。P ドライブは、RAID 5 パリティ 
スキームに従います。

 1
 7

 2
 8

 3
 9

 4
 10

 5
6  10

11  15

1  5
 6

 12 15  11 14 13

 19
 25

 20
 23

 18
 21

 16
 22

 17

21  25

26  30

16  20
 24

 30 29 27 26  28 33
20
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表 1-7 RAID 6 の概要

機能 説明

用途 耐障害性を必要とするオフィス オートメーションおよびオンライン カスタマー 
サービスに使用します。読み取り要求レートは高く、書き込み要求レートは低いア

プリケーションに使用します。

利点 ほとんどの環境にデータの冗長性、高い読み取りレート、および良好なパフォーマ

ンスを提供し、2 つのドライブの損失や、別のドライブの再構築中のドライブ損失

に対処でき、さらに、すべての RAID レベルの中でドライブ障害に対する最も高い

レベルの保護を実現します。読み取りパフォーマンスは、RAID 5 と同様です。
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（注） パリティは、ドライブ グループ内のすべてのドライブに分散されます。

図 1-8 RAID 6 ドライブ グループの例

RAID 00

RAID 00 ドライブ グループは、一連の RAID 0 ドライブ グループからストライピングされたセットを

作成する、スパンされたドライブ グループです。RAID 00 は、データの冗長性を提供しませんが、

RAID 0 とともに、RAID レベルの中で最良のパフォーマンスを実現します。RAID 00 は、データをさ

らに小さいセグメントに分割し、ドライブ グループ内の各ドライブにデータ セグメントをストライピ

ングします。各データ セグメントのサイズは、ストライプ サイズによって決定します。RAID 00 は、

高帯域幅を提供します。

（注） RAID レベル 00 はフォールト トレラントではありません。RAID 0 ドライブ グループのドライブに障

害が発生すると、仮想ドライブ全体（仮想ドライブに関連付けられたすべてのドライブ）に障害が発生

します。

大きいファイルをより小さいセグメントに分割することで、RAID コントローラは SAS ドライブと 
SATA ドライブの両方を使用してファイルの読み取りまたは書き込みを高速化することができます。

RAID 00 は、書き込み動作を複雑にするパリティ計算を伴わないので、高帯域幅を必要とするものの、

耐障害性を必要としないアプリケーションに適しています。表 1-8 に、RAID 00 の概要を示します。

図 1-9 に、RAID 00 ドライブ グループの例を示します。

制限事項 多数の書き込みを必要とするタスクには、あまり適していません。RAID 6 仮想ド

ライブは、書き込み動作ごとに 2 つのパリティ データ セットを生成する必要があ

り、そのため、書き込み中のパフォーマンスは大幅に低下します。ドライブ再構築

中のドライブ パフォーマンスが低下します。プロセスがほとんどない環境では、同

時プロセスの処理におけるパフォーマンスの向上によって RAID のオーバーヘッド

が相殺されることがないので、同様の効果はありません。RAID 6 では、1 つのスト

ライプあたりに 2 つのパリティ ブロックを使用することから、余分な容量を必要と

するため、コストが掛かります。

ドライブ数 3 ～ 32。

表 1-7 RAID 6 の概要 （続き）

機能 説明

 1
 6

 2
 7

 3
 8

 4
P5  P8

P1  P4
Q5  Q8

Q9  Q12

Q1  Q4
 5

 10P9  P12  9 12 11

 16
P17  P20

P13  P16
 19

 15

 17

 13
 18

 14

Q17  Q20
Q13  Q16

 20 33
20
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図 1-9 2 つのドライブを使用する RAID 00 ドライブ グループの例

RAID 10

RAID 10 は、RAID 0 と RAID 1 の組み合わせであり、ミラーリングされたドライブにまたがるストラ

イプで構成されます。RAID は、データをさらに小さいブロックに分割し、そのデータ ブロックを各 
RAID 1 ドライブ グループにミラーリングします。次に、各ドライブ グループの最初の RAID 1 ドライ

ブが、そのデータを 2 番目のドライブに複製します。各ブロックのサイズは、RAID セットの作成時に

設定されるストライプ サイズ パラメータによって決定します。RAID 1 仮想ドライブは、ストライプ 
サイズが同一である必要があります。

複数のドライブ グループ間に 1 つの仮想ドライブが定義されるため、スパニングが使用されます。複

数の RAID 1 レベル ドライブ グループ間に定義された仮想ドライブは、RAID レベル 10、（1+0）と呼

ばれます。データはドライブ グループにまたがってストライピングされ、複数のドライブ グループへ

の同時アクセスが可能になるため、パフォーマンスが向上します。

スパンされた各 RAID 10 仮想ドライブは、各障害が別個のドライブ グループ内である限り、複数のド

ライブ障害に耐えることができます。ドライブ障害が発生した場合は、使用可能なドライブ容量が合計

よりも少なくなります。

コントローラに対してサポートされる最大デバイス数まで、連続する 2 つの RAID 1 仮想ドライブをス

パンすることによって RAID 10 を設定します。RAID 10 は、最大 8 つのスパンと、1 つのスパンあた

りに最大 32 のドライブをサポートします。スパンに含まれる各 RAID 10 仮想ドライブには、偶数のド

ライブを使用する必要があります。

（注） コントローラの種類など、その他の要因によって、RAID 10 仮想ドライブでサポートされるドライブ

の数が制限される場合があります。

表 1-8 RAID 00 の概要

機能 説明

用途 大きいファイルに対しては特に、高いデータ スループットを提供します。耐障害

性を必要としない環境では、RAID 00 を使用します。

利点 大きいファイルに対するデータ スループットが向上します。RAID 00 には、パリ

ティのための容量損失ペナルティがありません。

制限事項 耐障害性や高帯域幅は提供されません。いずれかのドライブに障害が発生すると、

すべてのデータが失われます。

ドライブ数 2 ～ 256。

 1  2  3  6  8 5  7 

 9  11  13  15  10  12  14  16

 4

... ... ... ...

RAID  0 RAID  0 RAID  0 RAID  0

RAID 00

RAID 0

 17  18  19  20  21  22  23  24

33
20
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表 1-9 に、RAID 10 の概要を示します。図 1-10 では、4 つの RAID 1 ドライブ グループにデータを分

散させることによって（ドライブ グループ 0 ～ 3）、仮想ドライブ 0 が作成されています。

図 1-10 RAID 10 仮想ドライブの例

RAID 50

RAID 50 は、RAID 0 と RAID 5 の両方の機能を備えています。RAID 50 には、複数のドライブ グ
ループにまたがるパリティおよびディスク ストライピングの両方が含まれます。RAID 50 は、2 つの 
RAID 5 ドライブ グループで最適に実装され、データは両方のドライブ グループにストライピングさ

れます。

RAID 50 は、データをさらに小さいブロックに分割し、そのデータ ブロックを各 RAID 5 ディスク 
セットにストライピングします。RAID 5 は、データをさらに小さいブロックに分割し、パリティを計

算し、ドライブ グループ内の各ドライブにデータ ブロックとパリティを書き込みます。各ブロックの

サイズは、RAID セットの作成時に設定されるストライプ サイズ パラメータによって決定します。

RAID レベル 50 は、使用可能な容量が合計よりも少なくなりますが、最大 8 つのスパンをサポートし、

最大 8 つのドライブ障害に耐えることができます。複数のドライブ障害に耐えることができますが、各 
RAID 5 レベル ドライブ グループで耐えることのできるドライブ障害は 1 つだけです。

表 1-10 に、RAID 50 の概要を示します。図 1-11 では、2 つの RAID 5 ドライブ グループにデータを

分散させることによって、仮想ドライブ 0 が作成されています。

表 1-9 RAID 10 の概要

利点 説明

用途 ミラーリングされたドライブ グループの 100 % の冗長性を必要とし、RAID 0（ス

トライピングされたドライブ グループ）の拡張 I/O パフォーマンスも必要とする

データ ストレージとの使用に適しています。RAID 10 は、中規模のデータベース

や、より高度な耐障害性と中規模の容量を必要とする環境に効果的です。

利点 高いデータ転送レートと完全なデータ冗長性の両方を実現します。

制限事項 RAID 1 を除く、その他すべての RAID レベルの 2 倍のドライブを必要とします。

ドライブ数 4：コントローラでサポートされる最大ドライブ数 
（スパンに含まれる各 RAID 10 仮想ドライブ内の偶数のドライブを使用）。

 1  1  2  3  4 3  4

 5  6  7  8 5  6  7  8

 2

... ... ... ...

RAID1 RAID1 RAID1 RAID1

RAID 10

RAID 0 33
21

43
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  RAID レベル
図 1-11 RAID 50 仮想ドライブの例

RAID 60

RAID 60 は、RAID 0 と RAID 6 の両方の機能を備えています。RAID 60 には、複数のドライブ グ
ループにまたがるパリティとディスク ストライピングの両方が含まれます。RAID 6 は、1 つのストラ

イプごとに独立した 2 つのパリティ ブロックをサポートします。RAID 60 仮想ドライブは、データを

失うことなく、各 RAID 6 セットの 2 つのドライブの損失に対処できます。RAID 60 は、2 つの RAID 
6 ドライブ グループで最適に実装され、データは両方のドライブ グループにストライピングされます。

RAID 60 は、データをさらに小さいブロックに分割し、そのデータ ブロックを各 RAID 6 ディスク 
セットにストライピングします。RAID 6 は、データをさらに小さいブロックに分割し、パリティを計

算し、ドライブ グループ内の各ドライブにデータ ブロックとパリティを書き込みます。各ブロックの

サイズは、RAID セットの作成時に設定されるストライプ サイズ パラメータによって決定します。

RAID 60 は、使用可能な容量が合計よりも少なくなりますが、最大 8 つのスパンをサポートし、最大 
16 のドライブ障害に耐えることができます。RAID 6 レベルのドライブ グループではそれぞれ、2 つの

ドライブ障害に耐えることができます。

表 1-10 RAID 50 の概要

機能 説明

用途 高い信頼性、高い要求レート、高いデータ転送、および中規模から大規模の容量を

必要とするデータでの使用に適しています。

利点 高いデータ スループット、データの冗長性、および非常に良好なパフォーマンスを

提供します。

制限事項 RAID 5 の 2 ～ 8 倍のパリティ ドライブを必要とします。

ドライブ数 それぞれ 3 ～ 32 のドライブを含む、RAID 5 ドライブ グループからなる 8 つのス

パン（コントローラでサポートされるデバイスの最大数によって制限されます）。

 1  2

 5 6

RAID 0

RAID 50  1 2  3  4

 8  7

 9  10  11  12

 5 6

 9 10  11 12

 7 8

 3 4

RAID 5 RAID 5

33
20

97
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  RAID レベル
表 1-11 に、RAID 60 の概要を示します。図 1-12 に、RAID 6 データ レイアウトを示します。パリ

ティ ドライブの 2 番目のセットは、Q で表されています。P ドライブは、RAID 5 パリティ スキームに

従います。

（注） パリティは、ドライブ グループ内のすべてのドライブに分散されます。

図 1-12 RAID 60 仮想ドライブの例

表 1-11 RAID 60 の概要

機能 説明

用途 各ストライプの 2 番目のパリティ ブロックを使用することで、高いレベルのデータ

保護を提供します。非常に高いレベルの損失保護を必要とするデータには、RAID 
60 を使用します。

仮想ドライブに含まれる RAID セットの 1 つまたは 2 つのドライブに障害が発生す

ると、RAID コントローラはパリティ ブロックを使用して、欠落しているすべての

情報を再作成します。RAID 60 仮想ドライブに含まれる RAID 6 セットの 2 つのド

ライブに障害が発生すると、各ドライブに 1 回ずつ、2 回のドライブ再構築が必要

になります。これらの再構築は同時に実行できます。

耐障害性を必要とするオフィス オートメーションおよびオンライン カスタマー 
サービスに使用します。読み取り要求レートは高く、書き込み要求レートは低いア

プリケーションに使用します。

利点 ほとんどの環境にデータの冗長性、高い読み取りレート、および良好なパフォーマ

ンスを提供します。各 RAID 6 セットは、2 つのドライブが損失したり、ドライブ

の再構築中にもう一方のドライブが損失したりしても対処できます。RAID 60 は、

すべての RAID レベルのドライブ障害に対して、最も高いレベルの保護を提供しま

す。各 RAID 6 セットにおいて、少なくとももう 1 つのディスクにデータが分散さ

れるので、RAID 60 でのランダムな読み取りのほうがわずかに速い場合があります

が、読み取りパフォーマンスは RAID 50 と同様です。

制限事項 多数の書き込みを使用するタスクには適していません。RAID 60 仮想ドライブは、

書き込み動作ごとに 2 つのパリティ データ セットを生成する必要があり、そのた

め、書き込み中のパフォーマンスは大幅に低下します。ドライブ再構築中はドライ

ブ パフォーマンスが低下します。プロセスがほとんどない環境では、同時プロセス

の処理におけるパフォーマンスの向上によって RAID のオーバーヘッドが相殺され

ることがないので、同様の効果はありません。RAID 6 では、1 つのストライプあた

りに 2 つのパリティ ブロックを使用することから、余分な容量を必要とするため、

コストが掛かります。

ドライブ数 8 つ以上。

 1

 8
 2

 7
 10

 5

P1  P2

Q11  Q12

Q1  Q2

 11  12

P15  P16  15  16 Q15  Q16

 3

 6

 4

P9  P10Q9  Q10P11  P12  9
P13  P14  14 13 Q13  Q14

RAID 6 RAID 6
RAID 0

Q3  Q4 P3  P4

Q5  Q6 P5  P6P3  P4Q3  Q4

RAID
60

33
20

98
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  一般的なドライブ交換手順
耐障害性

耐障害性とは、データ整合性や処理能力を損なうことなく、ドライブ障害に耐えることのできる、サブ

システムの能力です。RAID コントローラは、RAID レベル 1、5、6、10、50、および 60 の冗長ドラ

イブ グループを通じて、このサポートを提供します。システムは、ドライブ グループにドライブ障害

が発生しても正常に動作しますが、パフォーマンスはある程度低下する場合があります。

• RAID 1 ドライブ グループには 2 つのドライブが含まれ、1 つのドライブ障害に耐えることができ

ます。

• RAID 5 ドライブ グループは、各 RAID 5 ドライブ グループ内の 1 つのドライブ障害に耐えること

ができます。

• RAID 6 ドライブ グループは、最大 2 つのドライブ障害に耐えることができます。

• スパニングされた各 RAID 10 仮想ドライブは、各障害が別個のドライブ グループ内である限り、

複数のドライブ障害に耐えることができます。

• RAID 50 仮想ドライブは、各障害が別個のドライブ グループ内である限り、2 つのドライブ障害

に耐えることができます。

• RAID 60 ドライブ グループは、各ドライブ グループ内の最大 2 つのドライブ障害に耐えることが

できます。

（注） RAID レベル 0 はフォールト トレラントではありません。RAID 0 ドライブ グループのドライブに障害

が発生すると、仮想ドライブ全体（仮想ドライブに関連付けられたすべてのドライブ）に障害が発生し

ます。

耐障害性は、それによって障害発生時にもシステムを使用可能にできることから、多くの場合はシステ

ムの可用性に関連付けられます。ただし、問題の修復時にシステムを使用できることも重要です。

ホット スペアは、耐障害性において重要です。詳細については、「ホット スペア」（P.1-5）を参照して

ください。

自動再構築では、同じドライブ ベイ内でドライブをホットスワップすることによって、障害の発生し

たドライブが交換され、データが自動的に再構築されます。詳細については、「ホットスワップ」

（P.1-7）を参照してください。RAID ドライブ グループは、再構築中も要求の処理を継続します。

一般的なドライブ交換手順

（注） B シリーズのブレード サーバが示されていますが、機械的な機能（リリース ボタン、イジェクト レ
バー）はほとんどの B シリーズおよび C シリーズ サーバで同じです。

サーバからのドライブの取り外し

ステップ 1 ボタンを押してイジェクタを解除し、イジェクト レバーをいっぱいに広げて、ハード ドライブをス

ロットから引き出します。図 1-13 を参照してください。
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  一般的なドライブ交換手順
図 1-13 ドライブの取り外し 

ステップ 2 取り外したハード ドライブをすぐに別のブレード サーバに取り付け直さない場合は、静電気防止用

マットまたは静電気防止用フォームの上にハード ドライブを置きます。

ステップ 3 スロットを空のままにする場合は、サーバにほこりが入らないようにブランクの前面プレート

（N20-BBLKD）を取り付けます。

サーバへのドライブの取り付け

ステップ 1 ハード ドライブ レバーの解除ボタンを押してレバーを開きます（図 1-14 を参照）。

図 1-14 ブレード サーバへのハード ドライブの取り付け 

ステップ 2 ブレード サーバの開口部にハード ドライブを差し込んでゆっくりと押し込み、ハード ドライブを装着

します。
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  プラットフォーム固有の RAID およびドライブの手順
ステップ 3 ハード ドライブ レバーを押して閉じます。

RAID クラスタを移動する必要があるときは、『Cisco UCS Troubleshooting Guide』にある

「Troubleshooting Server Hardware」の「Moving a RAID Cluster」の項を参照してください。

プラットフォーム固有の RAID およびドライブの手順
ソフトウェア設定ガイド、ハードウェアの取り付けおよびサービス ガイド、ならびにトラブルシュー

ティング ガイドに以前記載されていた B シリーズの RAID およびサポートされているドライブ情報が、

このガイドでも繰り返されています。すべての B シリーズ サーバがオンボードの RAID コントローラ

を搭載しており、取り外したり、アップグレードしたりすることはできません。サーバのコントローラ

に適したソフトウェア設定およびドライブ操作のみが可能です。

すべてのモデルにサポートされている RAID コントローラは、「UCS サーバ内の RAID コントローラ」

（P.3-10）に記載されています。

C シリーズの各ハードウェア取り付けガイドには付録「RAID Considerations」があり、サポートされ

ている RAID コントローラおよびケーブルの情報と、各サーバ モデルに固有のケーブル接続手順が記

載されています。必要に応じて、次の URL にあるドキュメンテーションを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/prod_installation_guides_list.html 
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C H A P T E R 2

RAID のモニタリングおよび設定用の Cisco 
Integrated Management Controller および 
Cisco UCS Server Configuration Utility の
使用

この章では、Cisco Integrated Management Controller（CIMC）および Cisco UCS Server 
Configuration Utility での RAID コントローラのモニタリングと設定について説明します。Cisco C シ
リーズ サーバには、RAID を含むストレージ用の組み込み型モニタリングおよび設定ツールが装備さ

れています。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「Cisco Integrated Management Controller：ストレージ プロパティの表示」（P.2-1）

• 「Cisco UCS Server Configuration Utility：RAID 設定」（P.2-2）

（注） この章に記載されているツールおよびソフトウェアは、Cisco UCS Manager に統合されていない C シ
リーズ ラックマウント サーバでのみ使用されます。

Cisco Integrated Management Controller：ストレージ 
プロパティの表示

CIMC は、C シリーズ サーバ用の管理サービスであり、サーバ内で実行されます。

Web ベースの GUI またはセキュア シェルベースの CLI を使用して、サーバにアクセスし、サーバを設

定、管理、モニタできます。ほとんどすべてのタスクは、これらのインターフェイスのいずれでも実行

できます。また、一方のインターフェイスで実行されたタスクの結果は、もう一方のインターフェイス

にも表示されます。

CIMC の設定情報は、『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Servers Configuration Guide』および『Cisco 
UCS C-Series Rack-Mount Servers CLI Configuration Guide』にあります。詳細については、使用して

いるリリースに適用されるガイドを参照してください。

GUI および CLI 設定ガイドの完全なリストについては、『Cisco UCS C-Series Configuration Guides』
を参照してください。

次の情報が表示されます。

• ストレージ アダプタ：すべての MegaRAID および Cisco Flexible Flash コントローラが含まれま

す。
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• コントローラ情報：次の情報が含まれます。

– PCI 情報 

– 製造情報 

– 実行およびスタートアップ ファームウェア イメージ情報 

– 仮想および物理ドライブ数 

– 全般設定 

– 機能 

– ハードウェア構成 

– エラー カウンタ 

• 物理ドライブ情報：一般的なドライブ情報、識別情報、およびドライブ ステータスが含まれます。

• 仮想ドライブ情報：一般的なドライブ情報、RAID 情報、および物理ドライブ情報が含まれます。

• バッテリ バックアップ ユニット情報（Cisco Flexible Flash には適用されません）。

Cisco UCS Server Configuration Utility：RAID 設定

Cisco UCS Server Configuration Utility のドキュメントにある「RAID Configuration」の項を使用し

て、システムの RAID コントローラを設定できます。

SCU でサポートされる RAID レベルは、RAID 0、1、5、および 6 です。

最新のドキュメンテーションは、『Cisco UCS Server Configuration Utility, Release 3.0 User Guide』で

参照できます。

システムに複数の RAID コントローラがある場合、Cisco UCS Server Configuration Utility は使用可能

なすべての RAID デバイスのリストを表示します。この機能については、サーバの設定の項で説明し

ています。

Cisco UCS Server Configuration Utility を使用して、3 つのタイプの RAID 設定を行うことができま

す。この機能については、RAID 設定の項で説明しています。

• 冗長性を伴う自動セットアップ

• 冗長性を伴わない自動セットアップ

• カスタムまたは複数の RAID アレイの作成
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Cisco UCS Manager を使用した RAID の設
定と監視 

この章では、Cisco UCS Manager を使用して RAID コントローラを監視および設定する方法について

説明します。Cisco B シリーズ サーバには、ストレージ（RAID を含む）用の監視ツールと設定ツール

が組み込まれています。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「Cisco UCS Manager の設定」（P.3-1）

• 「サーバ ディスク ドライブ モニタリング」（P.3-7）

• 「UCS サーバ内の RAID コントローラ」（P.3-10）

（注） Cisco UCS Manager は、B シリーズ ブレード サーバ、および統合されている C シリーズ ラック サー

バの両方で使用されます。

Cisco UCS Manager の設定
Cisco UCS Manager は、LSI コントローラおよびソフトウェアに対するインターフェイスを備えてお

り、ローカル ディスク設定ポリシーを作成する際に RAID 設定を作成します。したがって、多数の

サーバに対して同じ設定手順を一度に適用することができます。

ローカル ディスク設定ポリシー

このポリシーは、ローカル ドライブのオンボード RAID コントローラを通じて、サーバ上にインス

トールされているオプションの SAS ローカル ドライブを設定します。このポリシーでは、ローカル 
ディスク設定ポリシーをインクルードしているサービス プロファイルに関連付けられたすべてのサー

バに対してローカル ディスク モードを設定できます。

ローカル ディスク モードには次のものがあります。

• No Local Storage：ディスクレス サーバまたは SAN 専用の設定で使用します。このオプションを

選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービス プロファイルを、ローカル ディスクを持

つサーバに関連付けることができません。

• RAID 0 Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループットを提

供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべてのデータが失

われます。
3-1
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• RAID 1 Mirrored：データが 2 つのディスクに書き込まれ、1 つのディスクで障害が発生した場合

に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイ サイズは、2 つのドライブの小さい方の空き容量

に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカル ディスク設定を転送するサーバ設定で使用します。

• No RAID：RAID を削除し、ディスク MBR およびペイロードを変更しない状態のままにするサー

バ設定で使用します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディスク

の容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が格納されま

す。RAID 5 は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ スループットを提

供します。

• RAID 6 Striped Dual Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2 つのパリ

ティ ディスクを使用して、最大 2 つの物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データ ブ
ロックの各行に、2 セットのパリティ データが格納されます。

• RAID10 Mirrored and Striped：RAID 10 はミラー化されたディスクのペアを使用して、完全な

データ冗長性と高いスループット レートを提供します。

このポリシーはサービス プロファイルにインクルードする必要があります。また。このポリシーを有

効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

すべてのローカル ディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカル ディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

• HDD と SSD を混合しない

単一のサーバまたは RAID 設定内に HDD と SSD を混在させることはサポートされていません。

• デフォルトのローカル ディスク設定ポリシーが含まれるサービス プロファイルを B200 M1 または 
M2 から B200 M3 に割り当てない

B200 M1 と M2 サーバのストレージ コントローラと B200 M3 サーバのストレージ コントローラ

には、提供される RAID/JBOD サポートに違いがあるため、デフォルトのローカル ディスク設定

ポリシーが含まれるサービス プロファイルを B200 M1 または M2 サーバから B200 M3 サーバに

割り当てまたは再割り当てすることはできません。デフォルトのローカル ディスク設定ポリシー

には、Any Configuration モードまたは JBOD モードが含まれます。

• Release 1.3(1i) 以降へのアップグレードの影響

古い Cisco UCS ファームウェア リリースを Release 1.3(1i) 以降にアップグレードすると、アップ

グレード後にサーバが初めてサーバ プロファイルに関連付けられるとき、ローカル ディスク設定

ポリシーの Protect Configuration プロパティに次の影響が生じます。

• 関連付けられていないサーバ 

Cisco UCS ドメインをアップグレードした後、ローカル ディスク設定ポリシーがサーバ ハード

ウェアと一致してもしなくても、最初のサーバ アソシエーションは設定エラーなしで進行します。

Protect Configuration プロパティをイネーブルにしていても、前のサービス プロファイルと新しい

サービス プロファイルの間でローカル ディスク設定ポリシーの設定に不一致がある場合、Cisco 
UCS はサーバ上のユーザ データを保護しません。

（注） Protect Configuration プロパティをイネーブルにした場合、前のサービス プロファイルと新し

いサービス プロファイルの間でローカル ディスク設定ポリシーに不一致があると、サーバに対

する後続のサービス プロファイル アソシエーションはすべてブロックされます。

• 関連付けられているサーバ 
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サービス プロファイルにすでに関連付けられているサーバは、アップグレード後にリブートしま

せん。Cisco UCS Manager は、ローカル ディスク設定ポリシーとサーバ ハードウェアの間に不一

致が存在しても、設定エラーを報告しません。

サービス プロファイルがサーバとの関連付けを解除され、新しいサービス プロファイルが関連付

けられた場合、新しいサービス プロファイル内の Protect Configuration プロパティの設定が優先

され、前のサービス プロファイル内の設定は上書きされます。

RAID 用に設定されているローカル ディスク設定ポリシーに関するガイドライン

• HDD と SSD を混合しない

HDD と SSD を単一の RAID 設定に含めないでください。

• MegaRAID ストレージ コントローラを搭載したサーバ上で Any Configuration モードを使用しな

い

Cisco UCS ドメイン内のブレード サーバまたはラックマウント サーバに MegaRAID ストレージ 
コントローラが搭載されている場合は、そのサーバ用のサービス プロファイル内のローカル ディ

スク設定ポリシーに Any Configuration モードを設定しないでください。MegaRAID ストレージ 
コントローラを搭載したサーバにこのモードを使用すると、オペレーティング システムのインス

トーラは、サーバ上のローカル ストレージを検出できなくなります。

MegaRAID ストレージ コントローラを搭載したサーバ上のローカル ストレージにオペレーティン

グ システムをインストールする場合は、サーバ上のそのボリュームに対して RAID LUN（論理ユ

ニット番号）を作成するモードをローカル ディスク設定ポリシーに設定する必要があります。

• サーバ プロファイルで Any Configuration モードが指定されている場合、RAID 1 クラスタ移行後

にサーバが起動しない

RAID 1 クラスタの移行後、サービス プロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サービ

ス プロファイル内のローカル ディスク設定ポリシーに RAID 1 ではなく Any Configuration モード

が設定されていると、RAID LUN は、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態のままに

なります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービス プロファイルに、移行前の元のサービス 
プロファイルとまったく同じローカル ディスク設定ポリシーが含まれるようにし、Any 
Configuration モードは含まれないようにします。

• MegaRAID ストレージ コントローラを搭載したサーバ用のローカル ディスク設定ポリシーに 
RAID 設定を設定する

ブレード サーバまたは統合されたラックマウント サーバに MegaRAID コントローラが搭載されて

いる場合、そのサーバのサービス プロファイルに含まれるローカル ディスク設定ポリシーでドラ

イブの RAID 設定を設定する必要があります。

OS をインストールする前に RAID LUN を設定していないと、インストール時にディスク検出エ

ラーが発生し、「No Device Found」といったエラー メッセージが表示される可能性があります。

• MegaRAID ストレージ コントローラを搭載したサーバ上で JBOD モードを使用しない

MegaRAID ストレージ コントローラが搭載されたブレード サーバまたは統合ラックマウント サー

バ上で JBOD モードまたは JBOD 操作を設定または使用しないでください。JBOD モードおよび 
JBOD 操作は、これらのサーバ上でサポートされていません。

• 統合されたラックマウント サーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つま

で

Cisco UCS Manager と統合されているラックマウント サーバは、サーバ上に存在するハード ドラ

イブの数とは関係なく、RAID ボリュームを 1 つまでしか設定できません。
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統合されたラックマウント サーバ内のローカル ハード ドライブは、1 つの RAID コントローラの

みにすべて接続される必要があります。Cisco UCS Manager との統合では、ローカル ハード ドラ

イブが単一のラックマウント サーバ内の複数の RAID コントローラに接続することはサポートさ

れていません。そのため、Cisco UCS Manager と統合されるラックマウント サーバを発注する際

は、単一の RAID コントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ラックマウント サーバ上に複数の RAID LUN を作

成しないでください。Cisco UCS Manager では、そのような設定はサポートされていません。

• ブレード サーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

ブレード サーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAID ボリュームを 1 つまで

しか設定できません。ローカル ハード ドライブは、1 つの RAID コントローラのみにすべて接続

される必要があります。たとえば、B200 M3 に LSI コントローラと Intel Patsburg コントローラが

搭載されていても、LSI コントローラだけが RAID コントローラして使用できます。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ブレード サーバ上に複数の RAID LUN を作成しな

いでください。Cisco UCS Manager では、そのような設定はサポートされていません。

• ミラー RAID で選択されるディスクの数は 2 つまでにする

ミラー RAID で選択されたディスクの数が 2 つを超えると、RAID 1 は RAID 10 LUN として作成

されます。この問題は、Cisco UCS B440 M1 サーバと B440 M2 サーバで発生する可能性がありま

す。

ローカル ディスク設定ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation] ペインで、[Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Policies] の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies] を右クリックし、[Create Local Disk Configuration Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Local Disk Configuration Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

名前 説明

[Name] フィールド ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。スペースは使用でき

ません。また、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .
（ピリオド）以外の特殊文字も使用できません。オブジェクトの保存後は、

この名前を変更できません。

[Description] フィール

ド 
ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含める

ことを推奨します。

256 文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッシュ）、>
（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用符）、"（二重引用符）、`（ア

クセント記号）、=（等号）を除いた任意の文字またはスペースを使用できま

す。
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[Mode] ドロップダウ

ン リスト 
次のローカル ディスク ポリシー モードのいずれかを選択できます。

• No Local Storage：ディスクレス サーバまたは SAN 専用の設定で使用

します。このオプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意

のサービス プロファイルを、ローカル ディスクを持つサーバに関連付

けることができません。

• RAID 0 Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化さ

れ、高速スループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれか

のディスクで障害が発生すると、すべてのデータが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2 つのディスクに書き込まれ、1 つのディ

スクで障害が発生した場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大ア

レイ サイズは、2 つのドライブの小さい方の空き容量に等しくなりま

す。

• Any Configuration：変更なしのローカル ディスク設定を転送するサー

バ設定で使用します。

• No RAID：RAID を削除し、ディスク MBR およびペイロードを変更し

ない状態のままにするサーバ設定で使用します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライ

プ化されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時に

データの再構築に使用できるパリティ情報が格納されます。RAID 5 は、

高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ スルー

プットを提供します。

• RAID 6 Striped Dual Parity：データはアレイのすべてのディスクにスト

ライプ化され、2 つのパリティ ディスクを使用して、最大 2 つの物理

ディスクの障害に対する保護を提供します。データ ブロックの各行に、

2 セットのパリティ データが格納されます。

• RAID10 Mirrored and Striped：RAID 10 はミラー化されたディスクの

ペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いスループット レートを提供

します。

（注） No RAID を選択し、このポリシーをすでに RAID ストレージが設定

されているオペレーティング システムを使用するサーバに適用した

場合、システムによってディスクの内容が削除されません。そのた

め、No RAID モードの適用後に違いがわからないことがあります。

以前のすべての RAID 設定情報をディスクから削除させるには、No RAID 
コンフィギュレーション モードの適用後にすべてのディスク情報を削除す

るスクラブ ポリシーを適用します。

名前 説明
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ステップ 6 [OK] をクリックします。

ローカル ディスク設定ポリシーの変更

この手順は、関連付けられたサービス プロファイルからローカル ディスク設定ポリシーを変更する方

法について説明します。[Servers] タブの [Policies] ノードからローカル ディスク設定ポリシーを変更

することもできます。

ステップ 1 [Navigation] ペインで、[Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Service Profiles] の順に展開します。

ステップ 3 変更するローカル ディスク設定ポリシーを持つサービス プロファイルを含む組織を展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 変更するローカル ディスク設定ポリシーを含むサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[Policies] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Change Local Disk Configuration Policy] をクリックします。

ステップ 7 [Change Local Disk Configuration Policy] ダイアログボックスで、[Select the Local Disk Configuration 
Policy] ドロップダウン リストから次のいずれかのオプションを選択します。

[Protect Configuration] 
チェックボックス 

オンにすると、サーバは、サービス プロファイルとの関連付けが解除され

ても、ローカル ディスク設定ポリシー内の設定を保持します。

注意 サーバ内の 1 つ以上のディスクに障害が発生すると、Protect 
Configuration は機能しなくなります。

このプロパティは、デフォルトでオンになっています。

サービス プロファイルがサーバとの関連付けを解除され、新しいサービス 
プロファイルが関連付けられた場合、新しいサービス プロファイル内の 
Protect Configuration プロパティの設定が優先され、前のサービス プロファ

イル内の設定は上書きされます。

（注） このオプションがイネーブルの状態でサーバとサービス プロファイ

ルの関連付けを解除した後、そのサーバに新しいサービス プロファ

イルを関連付け、そのサービス プロファイル内のローカル ディスク

設定ポリシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、サーバ

から設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

名前 説明

オプション 説明

Use a Disk Policy このオプションのリストから既存のローカル ディスク設定ポリ

シーを選択します。Cisco UCS Manager は、このポリシーをサー

ビス プロファイルに割り当てます。
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ステップ 8 [OK] をクリックします。

ステップ 9 （オプション）[Local Disk Configuration Policy] 領域を展開し、変更が行われたことを確認します。

ローカル ディスク設定ポリシーの削除

ステップ 1 [Navigation] ペインで、[Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name] の順に展開します。

ステップ 3 [Local Disk Config Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバ ディスク ドライブ モニタリング
Cisco UCS のディスク ドライブ モニタリングにより、Cisco UCS ドメイン内のサポート対象ブレード 
サーバについて、ブレードに搭載されているディスク ドライブのステータスが Cisco UCS Manager に
提供されます。ディスク ドライブ モニタリングは、LSI ファームウェアから Cisco UCS Manager への

単方向の障害信号により、ステータス情報を提供します。

次のサーバ コンポーネントおよびファームウェア コンポーネントが、サーバ内のディスク ドライブ ス
テータスに関する情報の収集、送信、および集約を行います。

• 物理的なプレゼンス センサー：ディスク ドライブがサーバ ドライブ ベイに挿入されているかどう

かを調べます。

• 物理的な障害センサー：ディスク ドライブの LSI ストレージ コントローラ ファームウェアからレ

ポートされる操作可能性のステータスを調べます。

• IPMI ディスク ドライブの障害センサーおよびプレゼンス センサー：センサーの結果を Cisco UCS 
Manager に送信します。

• ディスク ドライブの障害 LED 制御および関連する IPMI センサー：ディスク ドライブの障害 LED 
の状態（オン /オフ）を制御し、それらの状態を Cisco UCS Manager に伝えます。

ディスク ドライブ モニタリングのサポート

ディスク ドライブ モニタリングは、一部のブレード サーバと特定の LSI ストレージ コントローラ 
ファームウェア レベルのみをサポートします。

Create a Local Disk Policy 選択されたサービス プロファイルだけがアクセスできるローカル 
ディスク設定ポリシーを作成できます。

No Disk Policy 選択したサービス プロファイルにはローカル ディスク設定ポリ

シーを使用しません。

オプション 説明
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Cisco UCS Manager では、次のサーバのディスク ドライブを監視できます。

• B200 ブレード サーバ 

• B230 ブレード サーバ 

• B250 ブレード サーバ 

• B440 ブレード サーバ 

その他のブレード サーバやラックマウント サーバのディスク ドライブは、Cisco UCS Manager で監視

することはできません。

サポートされているサーバ上のストレージ コントローラには、LSI ファームウェアがインストールさ

れている必要があります。

Cisco UCS Manager は、ストレージ コントローラ ファームウェアのバージョンが異なるサーバ内の

ディスク ドライブを監視することはできません。

ディスク ドライブ モニタリングで有用なステータス情報を得るには、サーバとストレージ コントロー

ラ ファームウェア バージョンがサポートされていることに加えて、次の前提条件が満たされているこ

とを確認する必要があります。

• ドライブがサーバ ドライブ ベイに挿入されている。

• サーバの電源が投入されている。

• サーバが検出を完了している。

• BIOS POST の完了結果が正常である。

ディスク ドライブのステータスの表示

ステップ 1 [Navigation] ペインで、[Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] の順に展開します。

ステップ 3 ディスク ドライブのステータスを表示するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage] サブタブをクリックします。

ステップ 6 下矢印をクリックして [Disks] バーを展開し、各ディスク ドライブの [States] セクション内のフィール

ドを確認します。
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監視対象ディスク ドライブのステータスの解釈

Cisco UCS Manager は、監視対象のディスク ドライブごとに次のプロパティを表示します。

• [Operability]：ディスク ドライブの動作状態。

• [Presence]：ディスク ドライブの存在（サーバ ドライブ ベイ内で検出されるかどうかであり、動

作状態は関係ない）。

監視対象のディスク ドライブのステータスを判断するには、両方のプロパティを確認する必要があり

ます。次の表に、これらのプロパティ値の一般的な解釈を示します。

名前 説明

[Operability] フィールド ディスク ドライブの動作状態。次のいずれかに

なります。

• [Operable]：ディスク ドライブは操作可能で

す。

• [Inoperable]：ディスク ドライブは操作不可

能です。不良ブロックなどのハードウェアの

問題が原因である可能性があります。

• [N/A]：ディスク ドライブの操作可能性を調

べることができません。サーバまたはファー

ムウェアがディスク ドライブ モニタリング

でサポートされていないか、サーバの電源が

オフになっている可能性があります。

（注） [Operability] フィールドには、破損した 
RAID セットにディスクが含まれている

場合や BIOS POST（電源投入時自己診断

テスト）が完了していない場合などの理

由により、誤ったステータスが表示され

ることがあります。

[Presence] フィールド ディスク ドライブの存在（サーバ ドライブ ベイ

内で検出されるかどうかであり、動作状態は関係

ない）。次のいずれかになります。

[Equipped]：サーバ ドライブ ベイ内でディスク 
ドライブが検出されています。

[Missing]：サーバ ドライブ ベイ内でディスク ド
ライブが検出されません。
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（注） [Operability] フィールドには、破損した RAID セットにディスクが含まれている場合や BIOS POST
（電源投入時自己診断テスト）が完了していない場合などの理由により、誤ったステータスが表示され

ることがあります。

UCS サーバ内の RAID コントローラ

表 3-1 ディスクの状態

[Operability] 
のステータス 

[Presence] のス

テータス 解釈

Operable Equipped 障害が発生していない状態。ディスク ドライブは、サーバ内に

存在し、使用できます。

Inoperable Equipped 障害が発生している状態。ディスク ドライブはサーバ内に存在

していますが、次のいずれかが原因で操作可能性の問題が発生

している可能性があります。

• 不良ブロックなどのハードウェアの問題が原因でディスク 
ドライブを使用できません。

• ストレージ コントローラへの IPMI リンクに問題が発生し

ています。

N/A Missing 障害が発生している状態。サーバ ドライブ ベイにディスク ドラ

イブが搭載されていません。

N/A Equipped 障害が発生している状態。ディスク ドライブはサーバ内に存在

していますが、次のいずれかが原因で操作可能性の問題が発生

している可能性があります。

• サーバの電源がオフになっています。

• ストレージ コントローラ ファームウェアは、バージョンが

不適切なため、ディスク ドライブ モニタリングをサポート

していません。

• サーバでディスク ドライブ モニタリングがサポートされて

いません。

表 3-2 C シリーズの RAID コントローラ

サーバ モデ

ル

オンボード コント

ローラ 統合コントローラ MegaRAID コントローラ

C200 LFF Intel ICH10R LSI 1064E LSI MR 9260-4i 
LSI MR 9280-4i4e

C200 SFF Intel ICH10R LSI 1068E LSI MR 9260-8i 
LSI MR 9280-4i4e

C210 Intel ICH10R LSI 1064E LSI MR 9280-4i4e 
LSI MR 9261-8i

C250 — LSI SAS 3081E-R LSI MR 9261-8i

C260 —  — LSI MR 9261-8i
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B シリーズ サーバでは、現場交換不能な固定されたオンボード コントローラが使用されます。このコ

ントローラでは、C シリーズ サーバと同じ統合 SAS または MegaRAID ファームウェアが使用されま

す。注意書きがある場合を除き、設定やその他のソフトウェア タスクは、Cisco UCS Manager を使用

して行われます。表 3-3 に、B シリーズの RAID コントローラを示します。

サーバに搭載されているコントローラの確認 
Cisco UCS Manager GUI の [Inventory] タブを使用して、どのコントローラがサーバに搭載されている

か確認できます。CIMC にも同様の機能があります。

サーバで使用されているデバイスについての記録がない場合は、システムのブートアップ時に画面上に

表示されるメッセージから読み取ることができます。これらのメッセージには、サーバに搭載されてい

るデバイスに関する情報が表示されます。

• 冗長ブートの一部として、搭載されているカードのモデル情報が表示されます。また、それらの

カードの構成ユーティリティを起動するため、Ctrl を押した状態で H を押すように求めるプロン

プトが表示されます。リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアを実行しているサーバの

場合は、「リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアでの Quiet Boot のディセーブル化」

（P.4-25）も参照してください。

C460 —  — LSI MR 9240-8i 
LSI MR 9260-8i

C220 組み込み 
MegaRAID

Cisco SAS 2008M-8i LSI MR 9266-8i 
LSI MR SAS 9266CV-8i 
LSI MR 9285CV-8e

C240 組み込み 
MegaRAID

Cisco SAS 2008M-8i LSI MR 9266-8i
LSI MR SAS 9266CV-8i 
LSI MR 9285CV-8e

表 3-2 C シリーズの RAID コントローラ

サーバ モデ

ル

オンボード コント

ローラ 統合コントローラ MegaRAID コントローラ

表 3-3 B シリーズの RAID コントローラ 

サーバ モデ

ル SAS コントローラ MegaRAID コントローラ

B200 
（M1 および 
M2）

LSI 1064E —

B200 M3 LSI SAS 2004 —

B230 — LSI SAS 2008（LSI MegaRAID 9240 のオンボード バージョ

ン） 

（注） このサーバ モデルのディスクは 2 台のみ

B250 
（M1 および 
M2）

LSI 1064E —

B440 — LSI SAS 2108（LSI MegaRAID 9260 のオンボード バージョ

ン）

B22 LSI SAS 2002 —
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• メザニン型のカードがイネーブルになっている場合、それらのカードの設定を起動するため、Ctrl 
を押した状態で C を押すように求めるプロンプトが表示されます。

• カードのモデルは表示されていないが RAID 設定が存在する場合は、サーバでオンボード ICH10R 
コントローラが使用されています。また、このコントローラの構成ユーティリティを起動する 
Ctrl+M キーを押すプロンプトも表示されます。

図 3-1 ICH10R 起動ウィンドウ

RAID コントローラ

次の RAID コントローラ オプション付きの B シリーズ サーバを発注または設定できます。

• Cisco UCS B200 および B250 サーバでは、LSI 1064E コントローラがマザーボードに搭載されて

います。このコントローラは、最大 2 台の SAS ドライブまたは SATA ドライブに対して RAID 0 
および 1 をサポートします。このコントローラは、RAID を設定する前に Cisco UCS Manager で
イネーブルにしておく必要があります。すべての RAID オプションを Cisco UCS Manager から設

定できます。

• Cisco UCS B440 サーバには、LSI MegaRAID コントローラ（サーバによってモデルは異なる）が

搭載されています。インストールされたライセンス キーに応じて、これらのコントローラは、最

大 4 台の SAS ドライブまたは SATA ドライブに対する RAID 0、1、5、6、および 10 のサポート

を提供します。

• Cisco B200 M3 サーバでは、LSI SAS 2004 RAID コントローラがマザーボードに搭載されていま

す。このコントローラは、最大 2 台の SAS ドライブまたは SATA ドライブに対して RAID 0 およ

び 1 をサポートします。

（注） RAID クラスタをサーバ間で移動させる必要がある場合は、そのクラスタの新旧両方のサーバで同じ 
LSI コントローラが使用されている必要があります。たとえば、LSI 1064E を搭載したサーバから LSI 
MegaRAID を搭載したサーバへの移行はサポートされていません。

サーバで使用されているオプションについての記録がない場合は、Quiet Boot 機能をディセーブルに

し、システムのブート時に表示されるメッセージから読み取ります。搭載されている RAID コント

ローラのモデルに関する情報は、冗長ブート機能の一部として表示されます。それらのコントローラの

構成ユーティリティを起動するため、Ctrl を押した状態で H を押すように求めるプロンプトが表示さ

れます。
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Quiet Boot のディセーブル化

Quiet Boot 機能がディセーブルになっている場合、ブートアップ時にコントローラの情報と、オプショ

ンの ROM ベースの LSI ユーティリティのプロンプトが表示されます。

ステップ 1 サーバをブートし、ブート プロセス中に F2 キーの押下を求めるプロンプトが表示されるのを待ちま

す。

ステップ 2 BIOS セットアップ ユーティリティを起動するために、プロンプトが表示されたら F2 を押します。

ステップ 3 BIOS セットアップ ユーティリティのメイン ページで、[Quiet Boot] を [disabled] に設定します。

この操作により、ブートアップ時にシスコのロゴ ウィンドウではなく、デフォルトではないメッセー

ジ、プロンプト、および POST メッセージが表示されるようになります。

ステップ 4 F10 を押して変更内容を保存し、ユーティリティを終了します。

ROM ベースのコントローラ ユーティリティへのアクセス

ハード ドライブの RAID 設定を変更するには、ホスト OS の上にインストールされたホストベースの

ユーティリティを使用します。また、サーバ上にインストールされている LSI オプションの ROM ベー

スのユーティリティを使用することもできます。

ステップ 1 Quiet モードをディセーブルにしてサーバを起動します。

コントローラに関する情報が、コントローラの LSI オプションの ROM ベースのユーティリティを起動

するためのキーの組み合わせのプロンプトとともに表示されます。

ステップ 2 冗長ブート プロセス中に、目的のコントローラのプロンプトが表示されたら、次のいずれかの制御コ

マンドを入力します。

• Ctrl+H のプロンプトが表示された場合、Ctrl+H を押して LSI コントローラ カード ユーティリ

ティを起動します。

• Ctrl+M のプロンプトが表示された場合、Ctrl+M を押してオンボード Intel ICH10R コントローラ 
ユーティリティを起動します。

RAID コントローラと LSI ユーティリティのマニュアル

LSI ユーティリティにはメーカーのマニュアルが用意されています。Cisco UCS 固有の情報以外の 
RAID に関する情報、および LSI ユーティリティの使用方法については、次のマニュアルを参照してく

ださい。

• 『LSI MegaRAID SAS Software User's Guide』（LSI MegaRAID 用）

• 『LSI Fusion-MPT Device Management User's Guide』（LSI 3081E 用）

• 『LSI SAS2 Integrated RAID Solution User Guide』（LSI SAS1064E 用）
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UCS ソフトウェア バージョン 1.4(1) を使用した RAID クラスタの移動

別のサーバ上で作成された RAID クラスタを認識するようにサーバを設定できます。この手順は、M1 
バージョンのサーバを M2 バージョンのサーバにアップグレードする際に役立ちます。また、RAID ク
ラスタ上のデータをサーバ間で移動させなければならなくなったときにも使用できます。

（注） クラスタの新旧両方のサーバで同じ LSI コントローラが使用されている必要があります。たとえば、

LSI 1064E を搭載したサーバから LSI MegaRAID を搭載したサーバへの移行はサポートされていませ

ん。

はじめる前に

移動元と移動先の両方のサーバのサービス プロファイルが、まったく同じローカル ディスク設定ポリ

シーを持ち、正常に起動できることを確認します。

ステップ 1 RAID クラスタの移動元と移動先の両方のサーバを関連付けられている状態にします。

ステップ 2 両方のサーバをシャットダウンします。

（注） M1 から M2 へのアップグレード時またはスロット内の直接交換時にこの手順を使用した場合、プロセ

スのこの時点では、移動先サーバの関連付けはまだ行われてなく、ディスク ポリシーもありません。

移動元サーバが搭載されていたスロットに移動先サーバが装着されたときに、移動元サーバのポリシー

が移動先サーバに継承されます。RAID コントローラと PnuOS は、後続のアソシエーション時

（PnuOS の起動時）にディスクと RAID ボリュームの詳細情報を読み込みます。

ステップ 3 サーバの電源がオフになったら、アレイ内のドライブを移動先のサーバに物理的に移します。サーバを

変更しても、ドライブは同じスロットのままにする場合は、元のサーバのスロットに新しいサーバを挿

入します。

ステップ 4 KVM ドングルを接続します。

ステップ 5 モニタ、キーボード、およびマウスを移動先サーバに接続します。

ステップ 6 サーバの前面にある電源スイッチを使用して、移動先サーバを起動します。必要ならば、Quiet Boot 機
能をディセーブルにし、再起動します。

ステップ 7 LSI Configuration Utility のバナーが表示されるまで待ちます。

ステップ 8 LSI Configuration Utility を起動するために、Ctrl+C を押します。

ステップ 9 [SAS Adapter List] ウィンドウから、サーバ内で使用される SAS アダプタを選択します。

ステップ 10 [RAID Properties] を選択します。[View Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 [Manage Array] を選択します。[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [Activate Array] を選択します。アクティベーションが完了すると、RAID ステータスが [Optimal] に
変化します。

ステップ 13 [Manage Array] ウィンドウで、[Synchronize Array] を選択します。

ステップ 14 ミラー同期化が完了するまで待ちます（表示されている経過表示バーを監視します）。

（注） 同期化が完了するまでの時間は、RAID アレイ内のディスクのサイズによって異なります。

ステップ 15 ミラー同期化が完了したら、Esc キーを数回押してウィンドウを順番に戻り（一度に 1 つ）、LSI 
Configuration Utility を終了します。
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ステップ 16 [reboot] オプションを選択して、変更を完了します。

UCS ソフトウェア バージョン 1.4(2) 以降のリリースを使用した RAID ク
ラスタの移動

別のサーバ上で作成された RAID アレイを認識するようにサーバを設定できます。この手順は、M1 
バージョンのサーバを M2 バージョンのサーバにアップグレードする際に役立ちます。また、RAID ア
レイ上のデータをサーバ間で移動させなければならなくなったときにも使用できます。

（注） クラスタの新旧両方のサーバで同じ LSI コントローラ ファミリが使用されている必要があります。た

とえば、LSI 1064 を搭載したサーバから LSI MegaRAID を搭載したサーバへの移行はサポートされて

いません。

はじめる前に

移動元と移動先の両方のサーバのサービス プロファイルが、まったく同じローカル ディスク設定ポリ

シーを持ち、正常に起動できることを確認します。

ステップ 1 Cisco UCS Manager から移動元と移動先の両方のサーバの稼働を中止します。

ステップ 2 サーバがシャットダウンするのを待ちます（サーバの稼働中止では、サーバをシャットダウンするよう

に求められます）。

（注） M1 から M2 へのアップグレード時またはスロット内の直接交換時にこの手順を使用した場合、プロセ

スのこの時点では、移動先サーバの関連付けはまだ行われてなく、ディスク ポリシーもありません。

移動元サーバが搭載されていたスロットに移動先サーバが装着されたときに、移動元サーバのポリシー

が移動先サーバに継承されます。RAID コントローラと PnuOS は、後続のアソシエーション時

（PnuOS の起動時）にディスクと RAID ボリュームの詳細情報を読み込みます。

ステップ 3 サーバの電源がオフになったら、アレイ内のドライブを移動先のサーバに物理的に移します。

サーバを変更しても、ドライブは同じスロットのままにする場合は、元のサーバのスロットに新しい

サーバを挿入します。

ステップ 4 各サーバの前面にある電源スイッチを押して、サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 各スロット（移動元と移動先）の [Reacknowledge Slot] を選択します。Cisco UCS Manager からス

ロットの問題を解決するように求められた場合は、[Resolve Slot] ウィンドウ内の [here] リンクを選択

し、スロットの問題を解決してから、サーバ ディスカバリを開始します。

ステップ 6 各サーバのサーバ ディスカバリとアソシエーションが完了するのを待ちます。

前述のステップがそれぞれ問題なく実行されれば、RAID クラスタの移行前に RAID ボリュームにイン

ストールされていた OS で各サーバが起動します。
3-15
Cisco UCS サーバ RAID ガイド

OL-26591-01-J



  

第 3 章      Cisco UCS Manager を使用した RAID の設定と監視

  UCS サーバ内の RAID コントローラ
B200 M3 サーバ間での RAID クラスタの移動

別のサーバ上で作成された RAID クラスタを認識するようにサーバを設定できます。また、RAID クラ

スタ上のデータをサーバ間で移動させなければならなくなったときにも使用できます。

はじめる前に

移動元と移動先の両方のサーバのサービス プロファイルが、まったく同じローカル ディスク設定ポリ

シーを持ち、正常に起動できることを確認します。

ステップ 1 移動元サーバのオペレーティング システムをそのオペレーティング システム内からシャットダウンし

ます。

先に進む前に、OS が完全にシャットダウンし、自動で再起動していないことを確認します。

ステップ 2 B200M3 サーバに現在適用されているサービス プロファイルの関連付けを解除します。

ステップ 3 アレイ内のドライブを移動先のサーバに物理的に移します。

サーバを変更する場合は、新しいサーバでも元のサーバと同じスロットにドライブを装着する必要があ

ります。

ステップ 4 前に使用していたのと同じ論理ドライブ設定ポリシーが維持されるように、サービス プロファイルを

新しいブレードに再関連付けします。

ステップ 5 各サーバの前面にある電源スイッチを押して、サーバの電源をオンにします。

ステップ 6 新しいサーバへの KVM 接続を開き、Storage Web BIOS Utility が起動するのを待ちます。

ステップ 7 この Web BIOS ユーティリティのプロンプトに従って、RAID LUN を移行します。

RAID クラスタ内の障害の発生したドライブの交換

RAID ボリュームを作成する際は、業界の標準的なプラクティスに従って、容量が同じドライブを使用

することを推奨します。容量の異なるドライブを使用すると、最も容量の小さいドライブで使用可能な

容量が、RAID ボリュームを編成するすべてのドライブで使用されることになります。

はじめる前に

障害の発生した HDD または SSD を、同じサイズ、モデル、メーカーのドライブと交換します。稼働

中のシステムで HDD を交換する前に、Cisco UCS Manager でサービス プロファイルを確認し、新し

いハードウェア設定が、サービス プロファイルで設定されているパラメータの範囲内になることを確

認します。

ステップ 1 KVM ドングルを、障害の発生したドライブを搭載しているサーバに接続します。

ステップ 2 モニタ、キーボード、およびマウスを移動先サーバに接続します。

ステップ 3 障害の発生したドライブを物理的に交換します。

必要に応じて、お使いのサーバ モデルのサービス ノートを参照します。通常、ほとんどのモデルで同

様の手順になります。

ステップ 4 サーバの前面にある電源スイッチを使用して、サーバを起動します。
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必要ならば、Quiet Boot 機能をディセーブルにし、再起動します。（「Quiet Boot のディセーブル化」

（P.3-13）を参照）。

ステップ 5 LSI Configuration Utility のバナーが表示されるまで待ちます。

ステップ 6 LSI Configuration Utility を起動するために、Ctrl+C を押します。

ステップ 7 [SAS Adapter List] ウィンドウから、サーバ内で使用される SAS アダプタを選択します。

使用されている RAID コントローラを確認するには、「RAID コントローラ」（P.3-12）を参照してくだ

さい。

ステップ 8 [RAID Properties] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [Activate Array] を選択します。

アクティベーションが完了すると、RAID ステータスが [Optimal] に変化します。

ステップ 11 [Manage Array] 画面で、[Synchronize Array] を選択します。

ステップ 12 ミラー同期化が完了するまで待ちます（表示されている経過表示バーを監視します）。

（注） 同期化が完了するまでの時間は、RAID アレイ内のディスクのサイズによって異なります。

ステップ 13 ミラー同期化が完了したら、Esc キーを数回押してウィンドウを順番に戻り（一度に 1 つ）、LSI 
Configuration Utility を終了します。

ステップ 14 [reboot] オプションを選択して、変更を完了します。
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LSI SAS2 統合 RAID コントローラの設定

この章では、LSI SAS2 RAID コントローラの LSI 統合 RAID ソリューションについて説明します。

サーバに統合 RAID コントローラが搭載されている場合は、この章をお読みください。サポートされ

る統合 RAID コントローラは LSI 1064E ベースのコントローラ、LSI 1068 ベースのコントローラ、お

よび LSI 2008 ベースのコントローラです。

サーバに LSI MegaRAID SAS コントローラが搭載されている場合は、第 5 章「LSI MegaRAID SAS 
コントローラのタスク」を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「LSI 統合 RAID に関する情報」（P.4-1）

• 「ミラーリング ボリューム」（P.4-2）

• 「統合ストライピング」（P.4-8）

• 「ミラーリング ボリュームの作成」（P.4-10）

• 「統合ストライピング ボリュームの作成」（P.4-20）

LSI 統合 RAID に関する情報
LSI 統合 RAID ソリューションには次の RAID 機能が含まれます。

• 統合ミラーリング。RAID 1 機能を提供します。

• 統合ミラーリングおよびストライピング。RAID 10 機能を提供します。

• 統合ミラーリング拡張。RAID 1 拡張（RAID 1E）機能を提供します。

• 統合ストライピング。RAID 0 機能を提供します。

詳細については、「RAID レベル」（P.1-8）を参照してください。

LSI Fusion-MPT ファームウェアは、統合ミラーリング ボリューム、統合ミラーリングおよびストライ

ピング ボリューム、統合ミラーリング拡張ボリューム、統合ストライピング ボリュームをサポートし

ます。各 LSI SAS2 コントローラでは、最大 2 つの統合 RAID ボリュームを作成できます。

LSI 統合 RAID ファームウェアは、標準的な LSI Fusion-MPT ベースのコントローラと同じデバイス ド
ライバを使用します。したがって、複雑なバックアップ ソフトウェアや高価な RAID ハードウェアは

必要ありません。システム リソースを節約するために、統合 RAID ファームウェアは、オペレーティ

ング システムとは独立して動作します。

LSI SAS2 BIOS Configuration Utility を使用すると、ミラーリングおよびストライピング ボリューム

を簡単に設定できます。統合 RAID ソリューションは、現在、LSI SAS2 コントローラで Fusion-MPT 
アーキテクチャのオプション コンポーネントとして利用可能です。
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LSI 統合 RAID ソリューションには次の機能が含まれます。

• 1 つの統合 RAID ボリュームあたり最大 10 個のディスクのサポート（各 SAS2 コントローラに 1 
つまたは 2 つのボリューム）。各コントローラは、1 つまたは 2 つのホット スペア ディスクを含む 
14 個のボリューム ドライブをサポートできます。

• 2 ディスク統合ミラーリング ボリューム（RAID 1）のサポート。

• RAID 1 ボリューム用オンライン容量拡張（OCE）のサポート。OCE を使用すると、ディスク ド
ライブをさらに大きな容量のドライブと交換することにより RAID 1 ボリュームのサイズを増加さ

せることができます。

• RAID ボリューム作成（ほとんどの内部 RAID 取り付けのニーズを満たします）。

• 簡単な取り付けと設定。

• 任意の種類の統合 RAID ボリュームからのブート サポート。

• 特別なオペレーティング システム固有ソフトウェアなしでの動作。

• 次のような高い信頼性とデータ整合性。

– 不揮発性書き込みジャーナリング。

– ボリュームの物理ディスクは、オペレーティング システム（OS）またはアプリケーション ソ
フトウェアから不可視になっています。

• ホスト CPU および PCI バスの低い使用率。

• 次の Fusion-MPT アーキテクチャにより提供された処理能力。

– 外部メモリ要求を最小限に抑える共有メモリ アーキテクチャ。

– Fusion-MPT アーキテクチャ機能を含むデバイス ハードウェアおよびファームウェア。

統合 RAID ホスト インターフェイスは、RAID ボリュームと追加の非 RAID 物理ディスクへのアクセ

ス権をホスト OS に与えるメッセージ受け渡しインターフェイスを使用します。

統合 RAID ファームウェアは、ボリュームの各メンバ ディスクに保存される論理ドライブ設定を定義

するメタデータをサポートします。初期化後に、ファームウェアは各メンバ ディスクがメタデータを

読み取るよう要求し、設定を確認します。ファームウェアにより、ボリューム作成時に各メンバ ディ

スクの使用可能なディスク容量が減少し、メタデータの領域が確保されます。

Self-Monitoring Analysis, and Reporting Technology（SMART）はディスク ドライブで将来のディス

ク障害の兆候を監視し、このような兆候を検出した場合にアラートを生成します。統合 RAID ファー

ムウェアは、ボリューム内の各物理ディスクを定期的にポーリングします。ファームウェアがボリュー

ム内の物理ディスクで SMART コードを検出すると、SMART データは処理されログに記録されます。

ボリュームは、ボリューム内の物理ディスクの論理的な表現にすぎないため、SMART を直接サポート

しません。

統合 RAID BIOS は、LSI Fusion-MPT インターフェイスを使用して SAS2 コントローラおよびファー

ムウェアと通信します。この通信には、SAS2 コントローラと SAS2 コントローラに接続するデバイス

間の動作を定義するパラメータにアクセスするために Fusion-MPT 設定を読み取ることが含まれます。

サポートされたすべてのオペレーティング システムの Fusion-MPT ドライバでは、コントローラおよ

びファームウェアと通信するために Fusion-MPT インターフェイスが実装されます。

ミラーリング ボリューム
LSI 統合 RAID のミラーリング機能は、システム ブート ボリュームのデータ保護を提供します。これ

により、サーバと高パフォーマンス ワークステーションでオペレーティング システムと他の重要な情

報が保護されます。
4-2
Cisco UCS サーバ RAID ガイド

OL-26591-01-J



  

第 4 章      LSI SAS2 統合 RAID コントローラの設定

  ミラーリング ボリューム
統合 RAID ソリューションは、次の種類のミラーリング アレイをサポートします。

• 統合ミラーリング。RAID 1 機能を提供します。

• 統合ミラーリングおよびストライピング。RAID 10 機能を提供します。

• 統合ミラーリング拡張。RAID 1 拡張（RAID 1E）機能を提供します。

これら 3 つのミラーリング ソリューションは、データ ストレージのニーズに対して、堅牢かつ高パ

フォーマンスなフォールトトレラント ソリューションを専用 RAID コントローラよりも低価格で提供

します。

ミラーリング ボリュームは、重要なデータにフォールトトレラントな保護を提供するために 2 ～ 10 個
のディスクで構成できます。また、ミラーリング ボリュームは、1 つまたは 2 つのグローバル ホット 
スペア ドライブをサポートします（各 LSI SAS2 コントローラには最大 14 個のドライブを接続できま

す）。

（注） 14 個のドライブが 1 つの LSI SAS2 コントローラに対する上限になります。ただし、コントローラは 
14 個未満のドライブをサポートできます。また、同じ LSI SAS コントローラで 1 つのミラーリング ボ
リュームと 1 つの統合ストライピング ボリュームを設定することもできます。

各 SAS2 コントローラには、コントローラで設定された 1 つまたは 2 つのミラーリング ボリュームで

障害が発生したディスクを自動的に交換する場合に利用できる 2 つのグローバル ホット スペア ディス

クを接続できます。ホット スペアにより、ミラーリング ボリュームがよりフォールト トレラントにな

ります。

ミラーリング ボリュームの動作

LSI 統合 RAID は、各 LSI SAS2 コントローラで 1 つまたは 2 つのミラーリング ボリューム（または、

1 つのミラーリング ボリュームと 1 つの統合ストライピング ボリューム）をサポートします。通常は、

これらのボリュームのいずれかがブート ボリュームになります。ブート サポートは、標準的な 
Fusion-MPT インターフェイスをサポートする LSI SAS2 コントローラのファームウェアを介して提供

されます。ブート ディスクの実行時ミラーリングは、BIOS、ドライバ、およびオペレーティング シス

テムに対して透過的になります。
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ホストベース ステータス ソフトウェアは、ミラーリング ディスクの状態を監視し、すべてのエラー状

況を報告します。図 4-1 に、2 番目のディスクが、最初（プライマリ）のディスク上にあるデータのミ

ラーリング コピーである統合ミラーリング ボリュームを示します。

図 4-1 通常の統合ミラーリング実装

図 4-2 に、統合ミラーリング ボリュームの論理的な構成と物理的な構成を示します。各論理ブロック 
アドレス（LBA）は 2 番目のディスクでミラーリングされます。

図 4-2 統合ミラーリング ボリューム
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最大 10 個のミラーリング ディスクで構成される統合ミラーリング拡張ボリュームを設定できます。

図 4-3 に、3 つのミラーリング ディスクで構成される統合ミラーリング拡張ボリュームの論理的な構成

と物理的な構成を示します。ファームウェアは、各ミラーリング ストライプをディスクに書き込み、

隣接するディスクにミラーリングします。RAID 1E は、このような種類のミラーリング設定を表す別

の用語です。

図 4-3 3 つのミラーリング ディスクで構成される統合ミラーリングおよびストライピング

4 ～ 10 個の偶数の数のディスクで構成される統合ミラーリングおよびストライピング ボリュームを設

定できます。図 4-4 に、4 つのミラーリング ディスクで構成される統合ミラーリングおよびストライピ

ング ボリュームの論理的な構成と物理的な構成を示します。ファームウェアは、各ミラーリング スト

ライプをディスクに書き込み、隣接するディスクにミラーリングします。RAID 10 は、このような種

類のミラーリングおよびストライピング設定を表す別の用語です。

図 4-4 4 つのミラーリング ディスクで構成される統合ミラーリングおよびストライピング

LSI SAS2 BIOS Configuration Utility を使用すると、初期セットアップ中にミラーリング ボリューム

を作成し、ハードウェア障害や環境の変化に応じてミラーリング ボリュームを再設定できます。

注意 LSI SAS2 BIOS Configuration Utility では、ミラーリング ボリュームのドライバを使用することを

選択したときに、ディスク ドライブから既存のすべてのデータが削除されます。

 1

 2

 3

 4

 N

 1

 2'

 4

 5'

 N-1'

+

 1'

 3

 4'

 6

 N

+

 2

 3'

 5

 6'

 N'

33
21

01
 1

 2

 3

 4

 N

 1

 3

 5

 7

 N-1

+

 1'

 3'

 5'

 7'

 N-1'

+

 2

 4

 6

 8

 N

+

 2'

 4'

 6'

 8'

 N'

33
21

02
4-5
Cisco UCS サーバ RAID ガイド

OL-26591-01-J



  

第 4 章      LSI SAS2 統合 RAID コントローラの設定

  ミラーリング ボリューム
ミラーリング ボリューム機能

この項では、統合ミラーリング、統合ミラーリングおよびストライピング、統合ミラーリング拡張ボ

リュームの機能について説明します。各 LSI SAS2 コントローラでは、1 つまたは 2 つのミラーリング 
ボリュームを設定できます。

• 再同期と同時ホスト I/O 操作

統合 RAID ファームウェアでは、バックグラウンドでミラーリング ボリュームを再同期し、同時

にミラーリング ボリュームでホスト I/O トランザクションを続行できます。ファームウェアは、

ディスク障害によりホット スペアがアクティブ化された後、またはミラーリング ボリュームの

ディスクがホットスワップされた後にデータの再同期を自動的に開始します。

• ホットスワップ

統合 RAID ファームウェアはホットスワップをサポートし、ホストまたはユーザの介入なしでホッ

トスワップ ディスクをバックグラウンドで自動的に再同期します。ファームウェアはホットス

ワップの削除とディスク挿入を検出します。

ホットスワップ イベントが発生したら、ファームウェアは新しい物理ディスクにミラーリング ボ
リューム用の容量があることを確認します。ファームウェアは、交換されたすべてのホットスワッ

プ ディスクを再同期します（同じディスクが再挿入された場合であっても同様です）。偶数の数の

ディスクで構成されるミラーリング ボリュームでは、ファームウェアはホットスワップ ディスク

をセカンダリ ディスクとマークし、データがある他のディスクをプライマリ ディスクとマークし

ます。ファームウェアは、プライマリ ディスクのすべてのデータを新しいセカンダリ ディスクと

再同期します。奇数の数のディスクで構成されるミラーリング ボリュームでは、プライマリ セッ

トとセカンダリ セットに 2 つではなく 3 つのディスクが含まれます。

• ホット スペア ディスク

SAS2 コントローラで設定されたミラーリング ボリューム上のデータを保護するために、2 つの

ディスクをグローバル ホット スペア ディスクとして設定できます。統合 RAID ファームウェアで

いずれかのミラーリング ディスクの障害が発生した場合、障害が発生したディスクはホット スペ

ア ディスクと自動的に交換され、ミラーリング データが再同期されます。ファームウェアは、障

害が発生したディスクがホット スペアと交換されたときに自動的に通知を受け取り、そのディス

クを新しいホット スペアとして指定します。

• オンライン容量拡張

オンライン容量拡張（OCE）機能を使用すると、元のディスク ドライブを、同じプロトコル

（SAS または SATA）を使用するさらに大きな容量のドライブと交換することにより、既存の 2 
ディスク統合ミラーリング（RAID 1）ボリュームの容量を拡張できます。

（注） 新しいドライブの容量は、ボリュームの元のドライブよりも 50 GB 以上大きい必要があります。

ディスク ドライブを交換し、OCE コマンドを実行した後に、オペレーティング システムに固有な

商用ツールを使用してボリュームのパーティションのサイズを変更または増加する必要がありま

す。

• メディア検証

統合 RAID ファームウェアは、ミラーリング ボリュームが最適な状態にある場合に定期的に実行

されるバックグラウンドのメディア検証機能をサポートします。検証コマンドが何らかの理由で失

敗した場合、ファームウェアはこのセグメントに対する他のディスクのデータを読み取り、障害が

発生したディスクにそのデータを書き込んでデータを更新しようとします。ファームウェアは、メ

ディア検証を電源投入前に処理が停止された状態から続行できるよう、現在のメディア検証論理ブ

ロック アドレスを不揮発性メモリに定期的に書き込みます。

• ディスク書き込みキャッシュ
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統合 RAID ファームウェアでは、不揮発性静的 RAM（NVSRAM）に保存された書き込みジャー

ナル エントリが常に有効になるよう、デフォルトでミラーリング ボリュームに対するディスク書

き込みキャッシュがディセーブルになります。ディスク書き込みキャッシュをイネーブルにすると

（非推奨）、ディスク書き込みログが無効になることがあります。

• NVSRAM の使用

統合 RAID ファームウェアでは、LSI SAS2 コントローラでミラーリング ボリュームの書き込み

ジャーナリングを実行するために少なくとも 32 KB の NVSRAM が必要です。また、NVSRAM 
にはリブート後も設定情報が保持されます。ファームウェアは書き込みジャーナリングを使用し

て、ミラーリング ボリューム内のディスクがお互いに同期されることを検証します。

• バックグラウンド初期化

バックグラウンド初期化（BGI）は、ミラーリング ボリュームでプライマリ ディスクからセカン

ダリ ディスクにデータをコピーするプロセスです。統合 RAID ファームウェアは、ボリュームの

作成時に BGI をバックグラウンド タスクとして自動的に開始します。ボリュームは、BGI の処理

中に最適な状態に保たれます。

• 整合性検査

整合性検査は、ミラーリング ボリュームでプライマリ ディスクとセカンダリ ディスクからデータ

を読み取り、そのデータを比較して両方のディスクのデータが同一であることを確認するバックグ

ラウンド プロセスです。ミラーリング ボリュームで整合性検査を実行するには、LSI SAS2 BIOS 
Configuration Utility を使用します。

• Make Data Consistent プロセス

統合 RAID ファームウェアでイネーブルな場合、Make Data Consistent（MDC）プロセスは、冗

長なボリュームをある SAS コントローラから別の SAS コントローラに移動するときに自動的に開

始され、バックグラウンドで実行されます。MDC は、プライマリ ディスクとセカンダリ ディスク

のデータを比較します。MDC は、不整合を検出した場合に、データをプライマリ ディスクからセ

カンダリ ディスクにコピーします。

ミラーリング機能とミラーリング拡張機能

統合ミラーリング、統合ミラーリングおよびストライピング、統合ミラーリング拡張ボリュームは、次

の機能をサポートします。

• 各 LSI SAS2 コントローラでの 1 つまたは 2 つのミラーリング ボリュームの設定。各ボリューム

は、統合ミラーリング ボリュームの場合に 2 つのミラーリング ディスクで構成でき、統合ミラー

リング拡張ボリュームの場合に 3 ～ 10 個のミラーリング ディスクで構成でき、統合ミラーリング

およびストライピング ボリュームの場合に 4、6、8、または 10 個のミラーリング ディスクで構成

できます。

• ミラーリング ボリューム内の障害が発生したディスクを自動的に交換する場合の、各 LSI SAS2 コ
ントローラあたり 2 つのオプション グローバル ホット スペア ディスク。

• 統合ミラーリング ボリューム内の 1 つのミラーリング ディスクで障害が発生した場合、または統

合ミラーリングおよびストライピング ボリュームあるいは統合ミラーリング拡張ボリューム内の 1 
つまたは複数のミラーリング ディスクで障害が発生した場合に、ミラーリング ボリュームを最適

モードまたは低下モードで稼働する機能。

• ホットスワップのサポート。

• RAID 1 ボリューム用オンライン容量拡張（OCE）のサポート。OCE を使用すると、既存のディ

スク ドライブをさらに大きな容量のディスク ドライブと交換することにより、RAID1 ボリューム

のサイズを増加させることができます。データは拡張プロセス中に保護され、RAID1 ボリューム

はオンラインのままになります。
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• 各ミラーリング ボリュームに対して単一の仮想ドライブをオペレーティング システムに提供する

こと。

• SAS ディスクと SATA ディスク両方のサポート（同じボリューム内でこの 2 つの種類のディスク

を組み合わせることはできません）。ただし、LSI SAS2 コントローラは、SATA ディスクで構成さ

れるボリュームと SAS ディスクで構成される別のボリュームをサポートできます。

• ボリューム作成後の自動バックグラウンド初期化。

• 整合性検査。

• Fusion-MPT アーキテクチャ。

• メニュー方式の、BIOS ベースの設定ユーティリティ。

• エラー通知（ドライバは OS- 固有のイベント ログを更新します）。

• SCSI Enclosure Service（SES）ステータス LED のサポート。

• 書き込みジャーナリング（予期しない電源オフの状況で、潜在的に不整合なデータを自動的に同期

します）。

• ミラーリング ボリューム内のディスクにボリューム設定を保存するためのメタデータの使用。

• ホスト I/O の続行中の自動バックグラウンド再同期。

• バックグラウンド メディア検証（ミラーリング ボリューム上のデータに常にアクセスできるよう

にします）。

統合ストライピング
この項では、ストライピング アレイの作成をサポートする LSI 統合 RAID 機能の概要を示します。

LSI 統合 RAID ソリューションを使用すると、ストライピングの高速なパフォーマンスと大きいスト

レージ容量が必要なアプリケーションに対して統合ストライピング ボリュームを作成できます。低価

格な統合ストライピング機能には、高価格な RAID ストライピング ソリューションの多くの利点があ

ります。統合ストライピング ボリュームは、ブート ディスクまたはデータ ディスクとして設定できま

す。

統合ストライピング ソリューションは、ホスト CPU に負荷をかけずに、個別ディスクよりも優れたパ

フォーマンスと大きな容量を提供します。ファームウェアは、ホスト I/O トランザクションを複数の

ディスクに分散し、複数のディスクを単一の論理ドライブとして表します。ストライピングは、BIOS、
ドライバ、およびオペレーティング システムに対して透過的です。

統合ストライピング ボリュームを設定するには、LSI SAS2 BIOS CU を使用します。これらのボ

リュームは 2 ～ 10 個のディスクで構成できます。

統合ストライピング ボリュームでは、ファームウェアは各ディスクのストレージ領域を 64 KB のスト

ライプに分割することにより、1 つのディスクではなく複数のディスクにデータを書き込みます。

ファームウェアはストライプをラウンドロビン方式でインターリーブするため、結合されたストレージ

領域は各ディスクから順番に提供されるストライプから構成されます。

図 4-5 に、統合ストライピングの例を示します。ファームウェアはセグメント 1 をディスク 1、セグメ

ント 2 をディスク 2、セグメント 3 をディスク 3 というように書き込みます。ファームウェアは、ディ

スク リストの最後に到達すると、ディスク 1 の次に利用可能なセグメントにデータを書き込みます。
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図 4-5 統合ストライピングの例

図 4-6 に、3 つのディスクで構成される統合ストライピング ボリュームの論理的な構成と物理的な構成

を示します。

図 4-6 統合ストライピング：論理的な構成と物理的な構成

統合ストライピング ソリューションでは、複数のディスクに対してデータが同時に転送されるため、

速度が第一の利点になります。ただし、データの冗長性はありません。あるディスクで障害が発生した

ときに未保存のデータを失わないように、他のメディアにデータをバックアップする必要があります。

統合ストライピング機能

統合ストライピングは次の機能をサポートします。
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• 2 ～ 10 個のディスクで構成されるボリュームのサポート。

• SAS2 コントローラで最大 14 個のドライブから構成される 2 つの統合ストライピング ボリューム

のサポート。

• 1 つのコントローラにおける、1 つの統合ストライピング ボリュームおよび 1 つの統合ミラーリン

グ、統合ミラーリングおよびストライピング、または統合ミラーリング拡張ボリュームの組み合わ

せのサポート。

• SAS ドライブと SATA ドライブ両方のサポート（1 つのボリューム内でこの 2 つの種類のドライブ

を組み合わせることはできません）。

• Fusion-MPT アーキテクチャ。

• 使いやすい SAS BIOS Configuration Utility。

• エラー通知。

• ディスク書き込みキャッシュ（すべての統合ストライピング ボリュームにおいてデフォルトでイ

ネーブルになります）。

• ディスクにボリューム設定を保存するためのメタデータの使用。

• OS 固有のイベント ログ。

• Fusion-MPT BIOS 内部でのエラー表示。

• 統合ストライピング ボリュームで使用されるドライブの SCSI Enclosure Service（SES）ステータ

ス LED サポート。

ミラーリング ボリュームの作成
LSI SAS2 BIOS Configuration Utility は、統合 RAID ボリュームを簡単に設定および管理できる、メ

ニュー操作のユーティリティ プログラムです。LSI SAS2 BIOS Configuration Utility を使用すると、

各 LSI SAS2 コントローラで、最大 2 つのオプション グローバル ホット スペア ディスクで構成される 
1 つまたは 2 つのミラーリング ボリュームを作成できます。ミラーリング ボリューム内のすべての

ディスクを同じ LSI SAS2 コントローラに接続する必要があります。

ミラーリング ボリュームでは異なるサイズのディスクを使用できますが、ボリューム内の最小のディ

スクによって、ボリューム内のすべてのディスクの論理的なサイズが決まります。ボリュームでは、よ

り大きな容量のメンバ ディスクの余分な領域は使用されません。たとえば、2 つの 100 GB ディスクと 
2 つの 120 GB ディスクで構成される統合ミラーリング拡張ボリュームを作成する場合、ボリュームは 
120 GB の各ディスクで 100 GB しか使用しません。

統合ミラーリング、統合ミラーリングおよびストライピング、統合ミラーリング拡張ボリュームの機能

の詳細については、「ミラーリング ボリューム」（P.4-2）を参照してください。

LSI SAS2 BIOS Configuration Utility の起動

LSI SAS2 BIOS Configuration Utility は、Fusion-MPT BIOS に含まれます。

ステップ 1 BIOS は起動シーケンス中にロードされます。LSI Configuration Utility に関するメッセージが表示さ

れた後に、Ctrl を押した状態で C を押し LSI SAS2 BIOS Configuration Utility を起動します。

• 次に、メッセージが以下のように変わります。

「Please wait, invoking SAS Configuration Utility...」

• しばらくすると、LSI SAS2 BIOS Configuration Utility の [Adapter List] ウィンドウ（メイン メ
ニュー）が表示されます。
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ただし、一部のシステムでは、次のメッセージが表示されます。

「LSI Corp Configuration Utility will load following initialization!」

この場合は、システムで電源投入時自己診断テスト（POST）が完了した後に、LSI SAS2 BIOS 
Configuration Utility がロードされます。

LSI SAS2 BIOS Configuration Utility を起動したら、次のいずれかのタスクを実行できます。

• 「統合ミラーリング ボリュームの作成」（P.4-11）

• 「統合ミラーリング拡張または統合ミラーリングおよびストライピング ボリュームの作成」

（P.4-13）

• 「ホット スペア ディスクの作成」（P.4-15）

• 「ホット スペア ディスクの削除」（P.4-16）

ミラーリング ボリュームの作成

各 LSI SAS2 コントローラで、1 つまたは 2 つの統合ミラーリング ボリューム、統合ミラーリングおよ

びストライピング ボリューム、統合ミラーリング拡張ボリュームを設定できます。また、同じコント

ローラで 1 つのミラーリング ボリュームと 1 つの統合ストライピング ボリュームを設定することもで

きます。つまり、この 2 つのボリュームに対して最大 14 個のディスク ドライブを設定できます。この

数には、ミラーリング ボリュームに対する 1 つまたは 2 つのオプション ホット スペア ディスクが含ま

れます。

• ボリューム内のすべての物理ディスクは、SATA（拡張コマンド セット サポートあり）または 
SAS（SMART サポートあり）のいずれかである必要があります。

（注） 同じボリューム内で SAS ディスクと SATA ディスクを組み合わせることはできません。ただ

し、同じコントローラで SAS ディスクから構成されるボリュームと SATA ディスクから構成

される別のボリュームを作成できます。

• ディスクは 512 バイト ブロックで構成し、リムーバブル メディアを使用しない必要があります。

• 統合ミラーリング ボリュームは 2 つのディスクで構成する必要があり、統合ミラーリング拡張ボ

リュームは 3 ～ 10 個のディスクで構成でき、統合ミラーリングおよびストライピング ボリューム

は 4 ～ 10 個の偶数の数のディスクで構成できます。

（注） データ保護のレベルを上げるために、すべてのミラーリング ボリュームに対してグローバル ホット ス
ペア ディスクを作成することを強く推奨します。ミラーリング ボリューム内のディスクで障害が発生

すると、統合 RAID ファームウェアはいずれかのグローバル ホット スペアを使用することによりボ

リュームを再構築します。この場合、データは安全です。LSI SAS2 コントローラで 2 つのミラーリン

グ ボリュームを作成する場合、2 つのミラーリング ボリュームのいずれかはディスクで障害が発生し

たときにグローバル ホット スペアを使用できます。

統合ミラーリング ボリュームの作成

ステップ 1 「LSI SAS2 BIOS Configuration Utility の起動」（P.4-10）で説明されているように SAS2 BIOS CU を
起動します。

ステップ 2 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択し、Enter を押します。
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図 4-7 で示されたように、[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

図 4-7 [Adapter Properties] ウィンドウ

ステップ 3 矢印キーを使用して [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Create Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Create RAID 1 Volume] を選択します。

[Create New Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 カーソルを [RAID Disk] カラムに移動し、このカラムで [No entry] （ディスクが、作成するボリュー

ムの一部でないことを示します）と示された行を選択します。ディスクを新しいアレイに追加するに

は、Space を押し、[No] を [Yes] に変更します。

これが、アレイのプライマリ ディスクになります。

注意 ミラーリング ボリュームで使用するディスク ドライブを選択したときに、SAS2 BIOS CU により、

ディスク ドライブから既存のすべてのデータが削除されます。

ステップ 6 2 番目のディスクをアレイに追加するには、カーソルを別の行に移動し、Space を押します。

これが、アレイのセカンダリ ディスクになります。

ステップ 7 アレイを作成するには、C を押します。

メニュー ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 メニュー オプションで、[Save changes then exit this menu] を選択します。

しばらくすると、「processing」メッセージが表示され、SAS2 BIOS CU が [Adapter Properties] ウィ

ンドウに戻ります。新しいアレイの初期化がバックグラウンドで続行されます。

（注） 別の統合ミラーリング ボリュームを作成するには、ステップ 3 以降の手順を繰り返します。

統合ミラーリング拡張または統合ミラーリングおよびストライピング ボリュームを作成するには、「統

合ミラーリング拡張または統合ミラーリングおよびストライピング ボリュームの作成」（P.4-13）で説

明されている手順を実行します。
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（注） 1 つまたは 2 つのグローバル ホット スペアを作成するには、「ホット スペア ディスクの管理」（P.4-15）
で説明されている手順を実行します。

統合ミラーリング拡張または統合ミラーリングおよびストライピング ボリュームの作成

統合ミラーリング拡張ボリュームは、3 ～ 10 個の物理ディスクで構成できます。データはディスクに

書き込まれ、隣接するディスクでミラーリングされます。統合ミラーリングおよびストライピング ボ
リュームは、4 ～ 10 個の偶数の数の物理ディスクで構成できます。統合ミラーリング拡張または統合

ミラーリングおよびストライピング ボリュームでは、データがミラーリングおよびストライピングさ

れます。

ステップ 1 「LSI SAS2 BIOS Configuration Utility の起動」（P.4-10）で説明されているように SAS2 BIOS CU を
起動します。

ステップ 2 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択し、Enter を押します。

図 4-7 で示されたように、[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 矢印キーを使用して [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Create Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Create RAID 1E Volume] を選択します。

[Create New Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 カーソルを [RAID Disk] カラムに移動し、このカラムで [No entry] （ディスクが、作成するボリュー

ムの一部でないことを示します）と示された行を選択します。ディスクを新しいアレイに追加するに

は、Space を押し、[No] を [Yes] に変更します。

注意 ミラーリング ボリュームで使用するディスク ドライブを選択したときに、SAS2 BIOS CU により、

ディスク ドライブから既存のすべてのデータが削除されます。

ステップ 6 カーソルを別の行に移動し、Space を押して別のディスクをアレイに追加します。

• 奇数の数のディスクを選択した場合は、SAS2 BIOS CU によって統合ミラーリング拡張アレイが

作成されます。

• 偶数の数のディスクを選択した場合は、統合ミラーリングおよびストライピング アレイが作成さ

れます。ディスクを追加すると、新しいアレイのサイズを反映するよう [Array Size] フィールドの

値が変わります。

ステップ 7 アレイを作成するには、C を押します。

メニュー ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 メニュー オプションで、[Save changes then exit this menu] を選択します。

しばらくすると、「processing」メッセージが表示され、SAS2 BIOS CU が [Adapter Properties] ウィン

ドウに戻ります。新しいアレイの初期化がバックグラウンドで続行されます。

（注） 別の統合ミラーリング拡張または統合ミラーリングおよびストライピング ボリュームを作成するには、

上記のステップ 3 以降の手順を繰り返します。
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（注） 1 つまたは 2 つのグローバル ホット スペアを作成するには、「ホット スペア ディスクの管理」（P.4-15）
で説明されている手順を実行します。

OCE による統合ミラーリング ボリュームの拡張

オンライン容量拡張（OCE）機能を使用して、ボリュームをオンライン状態に保ったまま元のディス

クを 2 つのさらに大きな容量のディスク ドライブと交換することにより、2 ディスク統合ミラーリング

（RAID1）ボリュームの容量を拡張できます。このプロセスでは、交換作業中にいずれかのディスクで

障害が発生した場合でも、データの整合性が常に保持されます。新しいディスクの容量は、交換する

ディスクよりも 50 GB 以上大きい必要があり、新しいディスクでは交換するディスクと同じプロトコ

ル（SAS または SATA）を使用する必要があります。

ステップ 1 2 つのボリューム ディスク ドライブのいずれかを、それよりも 50 GB 以上大きい容量があるドライブ

と物理的に交換します。

必要な場合は、「ボリューム内のディスク ドライブの特定」（P.4-22）に記載されている手順を実行して

ボリューム内のディスクを指定できます。

ステップ 2 新しいディスクの同期が完了し、[Adapter Properties] ウィンドウで示されるように、ボリュームが 
[Optimal] の状態に戻るまで待機します。

ステップ 3 他のボリューム ディスク ドライブを、それよりも 50 GB 以上大きい容量があるドライブと物理的に交

換します。

ステップ 4 新しいディスクの同期が完了し、ボリュームが [Optimal] の状態に戻るまで待機します。

ステップ 5 SAS2 BIOS CU の [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して RAID 1 ボリュームを使用する 
[LSI SAS adapter] を選択し、Enter を押します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 矢印キーを使用して [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。必要な場合は、Alt を押した状態で N を押し、新しい大きな

容量のディスク ドライブで構成された RAID 1 ボリュームに切り替えます。

ステップ 8 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [Online Capacity Expansion] を選択します。

メニュー ウィンドウが表示され、警告メッセージと、拡張プロセスを開始するか、終了するオプショ

ンが示されます。

ステップ 10 拡張を開始するには、Y を押します。

拡張プロセスが完了したら、[RAID Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 オペレーティング システム固有の商用ツールを実行して、新しく拡張された RAID 1 ボリュームの

パーティション サイズを変更または増加します。
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LSI SAS2 コントローラでミラーリング ボリューム上のデータを保護するために、1 つまたは 2 つのグ

ローバル ホット スペア ディスクを作成できます。また、ホット スペア ディスクを削除することもで

きます。

ホット スペア ディスクの作成

ステップ 1 「LSI SAS2 BIOS Configuration Utility の起動」（P.4-10）で説明されているように LSI SAS2 BIOS 
Configuration Utility を起動します。

ステップ 2 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択し、Enter を押します。

図 4-7 で示されたように、[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 矢印キーを使用して [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。必要な場合は、Alt を押した状態で N を押し、このアダプタ

の別のアレイに切り替えます。

ステップ 5 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 最初のオプションである [Manage Hot Spares] を選択します。

[Manage Hot Spares] ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 RAID ボリュームの一部ではなく（つまり、[Drive Status] カラム内の値が RAID でない）、まだホット 
スペア ディスクとして指定されていないディスクを指定します。

グローバル ホット スペア ディスクは 512 バイト ブロックで構成し、リムーバブル メディアを使用し

ない必要があります。ディスク タイプは、拡張コマンド セットがサポートされた SATA または 
SMART がサポートされた SAS のいずれかである必要があります。

ステップ 8 このディスクの [Hot Spr] （ホット スペア）フィールドを選択し、Space を押します。

[Hot Spare] ステータスが [Yes] に変わります。

ステップ 9 （オプション）ステップ 8 を繰り返して別のグローバル ホット スペア ディスクを選択します。

ステップ 10 ホット スペア ディスクを作成するには、C を押します。

メニュー ウィンドウが表示されます。選択されたディスクが、既存のボリュームで使用された最小の

ディスクよりも小さい場合は、エラー メッセージが表示されます。また、SAS ディスクを使用するボ

リュームに対して SATA ディスクをホット スペアとして追加しようとした場合や、SATA ディスクを

使用するボリュームに対して SAS ディスクをホット スペアとして追加しようとした場合も、エラー 
メッセージが表示されます。

ステップ 11 [Save changes then exit this menu] を選択してホット スペア ディスクを作成します。

グローバル ホット スペアの設定中は、SAS2 BIOS CU が停止します。
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ステップ 1 「OCE による統合ミラーリング ボリュームの拡張」（P.4-14）のステップ 1 ～ステップ 6 を実行して、

[Manage Hot Spares] ウィンドウにアクセスします。

ステップ 2 削除するホット スペア ディスクを選択し、C を押します。

ステップ 3 [Save changes then exit this menu] を選択して変更を反映します。

グローバル ホット スペアの削除中は、SAS2 BIOS CU が停止します。

その他の設定作業

この項では、ミラーリング ボリュームの他の設定およびメンテナンス作業を実行する方法について説

明します。

ボリューム プロパティの表示

ステップ 1 SAS2 BIOS CU で、[Adapter List] から [LSI SAS2 adapter] を選択します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [RAID Properties] を選択します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示され、アレイとアレイ内の各ディスクに関する情報が示されます。こ

のウィンドウには、グローバル ホット スペアの情報が含まれます（存在する場合）。

（注） 複数の SAS ディスクを使用して 1 つのボリュームを作成し、複数の SATA ディスクを使用して別のボ

リュームを作成して、1 つまたは 2 つのグローバル ホット スペア ディスクを作成する場合、ホット ス
ペア ディスクは、ホット スペア ディスクと同じ種類のディスクを使用するミラーリング ボリュームを

表示する場合のみ表示されます。

ステップ 4 現在表示されているアレイが必要なものでない場合は、Alt を押した状態で N を押し、アダプタの別の

アレイを表示します。

整合性検査の実行

データがボリューム内のミラーリング ディスクで同期されたことを検証するには、[Consistency 
Check] コマンドを使用します。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 矢印キーを使用して [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。必要な場合は、Alt を押した状態で N を押し、このアダプタ

の別のアレイに切り替えます。

ステップ 4 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Manage Array] ウィンドウで [Consistency Check] を選択します。

メニュー ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 Y を押して整合性検査を開始します。

整合性検査では、バックグラウンドで read-read-compare アルゴリズムが実行されます。データの不整

合が検出されると、不良ブロック テーブルにその情報が格納されます。

アレイのアクティブ化

ボリューム（アレイ）は、あるコントローラまたはコンピュータからそのボリュームを削除し、別のコ

ントローラまたはコンピュータにインストールした場合などに、非アクティブになることがあります。

[Activate Array] オプションを使用すると、非アクティブなボリュームを再びアクティブにすることが

できます。このオプションは、選択されたボリュームが現在非アクティブな場合にのみ利用可能です。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択し、Enter を押します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。必要な場合は、Alt を押した状態で N を押し、このアダプタ

の別のアレイに切り替えます。

ステップ 4 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Manage Array] ウィンドウで [Activate Array] を選択します。

メニュー ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 Y を押してアレイをアクティブにします。

しばらくすると、アレイがアクティブになります。

アレイの削除

注意 アレイを削除する前に、保持するアレイ上のすべてのデータをバックアップします。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 矢印キーを使用して [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。必要な場合は、Alt を押した状態で N を押し、このアダプタ

の別のアレイに切り替えます。

ステップ 4 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Delete Array] を選択します。

メニュー ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 アレイを削除する場合は Y を押し、削除プロセスを中止する場合は N を押します。

しばらくすると、ユーティリティによりアレイが削除されます。別のアレイと 1 つまたは 2 つのホット 
スペア ディスクが存在する場合、BIOS はホット スペア ディスクが残りのボリュームと互換性がある

かどうかを調べます。互換性がない場合（ディスクが小さすぎる、またはディスク タイプが異なる）、

BIOS はこれらのホット スペア ディスクも削除します。

ボリューム内のディスク ドライブの特定

SAS2 BIOS CU を使用して、ドライブの LED を点滅させることにより、物理ディスク ドライブを特定

し、識別できます。また、RAID ボリューム内のすべてのディスク ドライブの LED を点滅させること

もできます（これらのディスク ドライブがディスク ラックに格納されている場合）。

新しいミラーリング ボリュームにディスク ドライブを追加すると、ディスク ドライブの LED が点滅

します。ボリュームの作成が完了すると、LED の点滅が止まります。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで必要な [SAS2 controller] を選択し、Enter  を押します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [SAS Topology] を強調表示し、Enter を押します。

[SAS Topology] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Device Identifier] カラムでディスクを選択し、Enter を押します。

ディスクの LED が、キーを押してディスクを停止するまで点滅します。

ステップ 4 [SAS Topology] ウィンドウの左側のカラムでボリュームを選択し、Enter を押してボリューム内のすべ

てのディスク ドライブを指定します。

ボリューム内のすべてのディスク ドライブ上の LED が、キーを押してこれらのディスク ドライブを停

止するまで点滅します。

（注） 以前に説明したように、ファームウェア設定が正しく、ドライブがディスク ラックに格納されている

場合は、ディスク ドライブの LED が点滅します。
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ブート ディスクの選択

ブート ディスクは [SAS Topology] ウィンドウで選択できます。コンピュータの次回起動時に、ファー

ムウェアは ID 0 をスキャンするためにこのディスクを移動します。これによって、ディスクは新しい

ブート ディスクとなり、BIOS ブート デバイス オプションを設定したり、デバイスの追加および取り

外しのときにブート デバイスを固定したりすることが容易になります。また、代替ブート デバイスを

選択することもできます。BIOS がロード時に優先ブート デバイスを見つけることができない場合は、

代替デバイスから起動が試行されます。

ステップ 1 SAS2 BIOS CU で、[Adapter List] からアダプタを選択します。

ステップ 2 [SAS Topology] オプションを選択します。デバイスが現在ブート デバイスとして指定されている場合

は、図 4-8 で示されているように、[SAS Topology] ウィンドウの [Device Info] カラムに Boot という

単語が表示されます。

図 4-8 [SAS Topology] ウィンドウのブート デバイス

デバイスが現在代替ブート デバイスとして指定されている場合は、[Device Info] カラムに Alt という

単語が表示されます。

ステップ 3 ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で B を押し、優先ブート ディスクを選択します。

ステップ 4 現在のブート ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で B を押し、ブート指定子を削除しま

す。

このコントローラでは、ブートとして指定されたディスクが存在しなくなります。

ステップ 5 新しいブート ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で B を押し、ブート ディスクを変更し

ます。

Boot 指定子がこのディスクに移動します。

ステップ 6 ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で A を押し、代替ブート ディスクを選択します。
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（注） ステップ 4 とステップ 5 を実行して、代替ブート デバイスをあるディスクから別のディスクに変更し

ます。ただし、Alt を押した状態で B を押す代わりに、Alt を押した状態で A を押します。

統合ストライピング ボリュームの作成
この項では、LSI SAS2 BIOS Configuration Utility（SAS2 BIOS CU）を使用して統合ストライピング 
ボリュームを作成する方法について説明します。

LSI SAS2 BIOS CU は、統合 RAID ボリュームを簡単に設定および管理できる、メニュー操作のユー

ティリティ プログラムです。SAS2 BIOS CU を使用して、各 LSI SAS2 コントローラで 1 つまたは 2 
つの統合ストライピング ボリュームを作成できます。各ボリュームは、2 ～ 10 個のドライブで構成で

きます。統合ストライピング ボリューム内のすべてのディスクは、同じ LSI SAS2 コントローラに接

続されている必要があります。

統合ストライピング ボリュームでは異なるサイズのディスクを使用できますが、ボリューム内の最小

のディスクによって、ボリューム内のすべてのディスクの論理的なサイズが決まります。ファームウェ

アは、より大きな容量のメンバ ディスクの余分な領域を使用しません。たとえば、2 つの 100 GB ディ

スクと 2 つの 120 GB ディスクで構成される統合ストライピング ボリュームを作成する場合、ファーム

ウェアはボリュームの 120 GB の各ディスクで 100 GB しか使用しません。サポートされるストライプ 
サイズは 64 KB です。

統合ストライピング ボリュームの詳細については、「統合ストライピング」（P.4-8）を参照してくださ

い。

各 LSI SAS2 コントローラでは、1 つまたは 2 つの統合 RAID ボリュームを設定できます。2 ボリュー

ム設定の場合は、2 つの統合ストライピング（RAID 0）ボリューム、2 つのミラーリング ボリューム、

または各タイプの 1 つのボリュームを使用できます。2 つのボリュームは、最大 14 個のディスク ドラ

イブ（ミラーリング ボリューム用の 1 つまたは 2 つのホット スペア ディスクを含む）で構成できま

す。

統合ストライピング ボリュームを作成する場合は、次のガイドラインが適用されます。

• 統合ストライピング ボリューム内のすべての物理ディスクは、SATA（拡張コマンド セット サ
ポートあり）または SAS（SMART サポートあり）のいずれかである必要があります。同じボ

リューム内で SAS ディスクと SATA ディスクを組み合わせることはできません。ただし、同じコ

ントローラで SAS ディスクから構成されるボリュームと SATA ディスクから構成される別のボ

リュームを作成できます。

• ディスクは 512 バイト ブロックで構成し、リムーバブル メディアを使用しない必要があります。

• 統合ストライピング ボリュームは 2 ～ 10 個のディスクで構成する必要があります。統合ストライ

ピング ボリュームはホット スペア ディスクをサポートしません。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで、[LSI SAS] アダプタを選択し、Enter を押します。

図 4-7 で示されたような [Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [RAID Properties] を選択し、Enter  を押します。

[Create Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Create RAID 0 Volume] を選択します。

[Create New Array] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 カーソルを [RAID Disk] カラムに移動し、このカラムで [No entry]（ディスクが、作成するボリューム

の一部でないことを示します）と示された行を選択します。

ディスクを新しいアレイに追加するには、Space を押し、[No] を [Yes] に変更します。

ステップ 5 カーソルを別の行に移動し、Space を押して別のディスクをアレイに追加します。

ステップ 6 同様にディスクを追加し続け、必要な数のディスクを追加します。

ステップ 7 C を押してアレイを作成します。

メニューが表示されます。

ステップ 8 メニュー オプションで、[Save changes then exit this menu] を選択します。

しばらくすると、「processing」メッセージが表示され、SAS2 BIOS CU が [Adapter Properties] ウィ

ンドウに戻ります。新しいアレイの初期化がバックグラウンドで続行されます。

（注） 上記の手順を繰り返して別の統合ストライピング ボリュームを作成します（追加ディスクが必要であ

り、十分な追加ディスクが利用可能な場合）。

その他の設定作業

この項では、統合ストライピング ボリュームの他の設定およびメンテナンス作業を実行する方法につ

いて説明します。

ボリューム プロパティの表示

ステップ 1 SAS2 BIOS CU で、[Adapter List] から [LSI SAS2 adapter] を選択します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [RAID Properties] を選択します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示され、アレイとアレイ内の各ディスクに関する情報が示されます。

ステップ 4 現在表示されているアレイが必要なものでない場合は、Alt を押した状態で N を押し、アダプタの別の

アレイを表示します。

アレイのアクティブ化

ボリューム（アレイ）は、あるコントローラまたはコンピュータからそのボリュームを削除し、別のコ

ントローラまたはコンピュータにインストールした場合などに、非アクティブになることがあります。

[Activate Array] オプションを使用すると、非アクティブなボリュームを再びアクティブにすることが

できます。このオプションは、選択されたボリュームが現在非アクティブな場合にのみ利用可能です。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択し、Enter を押します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。必要な場合は、Alt を押した状態で N を押し、このアダプタ

の別のアレイに切り替えます。

ステップ 4 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Manage Array] ウィンドウで [Activate Array] を選択します。

メニュー ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 Y を押してアレイをアクティブにします。

しばらくすると、アレイがアクティブになります。

アレイの削除

注意 アレイを削除する前に、データをバックアップします。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで、矢印キーを使用して [LSI SAS adapter] を選択します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

矢印キーを使用して [RAID Properties] を選択し、Enter を押します。

[Select New Array Type] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [View Existing Array] を選択します。

[View Array] ウィンドウが表示されます。必要な場合は、Alt を押した状態で N を押し、このアダプタ

の別のアレイに切り替えます。

ステップ 3 [Manage Array] を選択します。

[Manage Array] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Delete Array] を選択します。

メニュー ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 アレイを削除する場合は Y を押し、削除プロセスを中止する場合は N を押します。

しばらくすると、ユーティリティによりアレイが削除されます。

ボリューム内のディスク ドライブの特定

LSI SAS2 BIOS Configuration Utility を使用して、ドライブの LED を点滅させることにより、物理

ディスク ドライブを特定し、識別できます。また、RAID ボリューム内のすべてのディスク ドライブ

の LED を点滅させることもできます（これらのディスク ドライブがディスク ラックに格納されている

場合）。
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新しいミラーリング ボリュームにディスク ドライブを追加すると、ディスク ドライブの LED が点滅

します。ボリュームの作成が完了すると、LED の点滅が止まります。

ステップ 1 [Adapter List] ウィンドウで必要な [SAS2 controller] を選択し、Enter  を押します。

[Adapter Properties] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [SAS Topology] を強調表示し、Enter を押します。

[SAS Topology] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Device Identifier] カラムでディスクを選択し、Enter を押します。

ディスクの LED が、キーを押してディスクを停止するまで点滅します。

ステップ 4 [SAS Topology] ウィンドウの左側のカラムでボリュームを選択し、Enter を押してボリューム内のすべ

てのディスク ドライブを指定します。

ボリューム内のすべてのディスク ドライブ上の LED が、キーを押してこれらのディスク ドライブを停

止するまで点滅します。

（注） 以前に説明したように、ファームウェア設定が正しく、ドライブがディスク ラックに格納されている

場合は、ディスク ドライブの LED が点滅します。

ブート ディスクの選択

ブート ディスクは [SAS Topology] ウィンドウで選択できます。コンピュータの次回起動時に、ファー

ムウェアは ID 0 をスキャンするためにこのディスクを移動します。これによって、ディスクは新しい

ブート ディスクとなり、BIOS ブート デバイス オプションを設定したり、デバイスの追加および取り

外しのときにブート デバイスを固定したりすることが容易になります。また、代替ブート デバイスを

選択することもできます。BIOS がロード時に優先ブート デバイスを見つけることができない場合は、

代替デバイスから起動が試行されます。

ステップ 1 LSI SAS2 BIOS Configuration Utility で、[Adapter List] からアダプタを選択します。

ステップ 2 [SAS Topology] オプションを選択します。デバイスが現在ブート デバイスとして指定されている場合

は、[SAS Topology] ウィンドウの [Device Info] カラムに Boot という単語が表示されます（図 4-8
（P.4-19） を参照）。

デバイスが現在代替ブート デバイスとして指定されている場合は、[Device Info] カラムに Alt という

単語が表示されます。

ステップ 3 ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で B を押し、優先ブート ディスクを選択します。

ステップ 4 現在のブート ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で B を押し、ブート指定子を削除しま

す。

このコントローラでは、ブートとして指定されたディスクが存在しなくなります。

ステップ 5 新しいブート ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で B を押し、ブート ディスクを変更し

ます。

Boot 指定子がこのディスクに移動します。

ステップ 6 ディスクにカーソルを移動し、Alt を押した状態で A を押し、代替ブート ディスクを選択します。
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代替ブート デバイスをあるディスクから別のディスクに変更するには、ステップ 4 とステップ 5 を実

行します。ただし、Alt を押した状態で B を押す代わりに、Alt を押した状態で A を押します。

サーバに搭載されているコントローラの確認 
すべてのモデルにサポートされている RAID コントローラは、「UCS サーバ内の RAID コントローラ」

（P.3-10）に記載されています。

サーバで使用されているデバイスについての記録がない場合は、システムのブートアップ時に画面上に

表示されるメッセージから読み取ることができます。これらのメッセージには、サーバに搭載されてい

るデバイスに関する情報が表示されます。

• 冗長ブートの一部として、搭載されているカードのモデル情報が表示されます。また、それらの

カードの構成ユーティリティを起動するため、Ctrl を押した状態で H を押すように求めるプロン

プトが表示されます。リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアを実行しているサーバの

場合は、「リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアでの Quiet Boot のディセーブル化」

（P.4-25）も参照してください。

• メザニン型のカードがイネーブルになっている場合、それらのカードの設定を起動するため、Ctrl 
を押した状態で C を押すように求めるプロンプトが表示されます。

• カードのモデルは表示されていないが RAID 設定が存在する場合は、サーバでオンボード ICH10R 
コントローラが使用されています。また、このコントローラの構成ユーティリティを起動する 
Ctrl+M キーを押すプロンプトも表示されます。

図 4-9 ICH10R 起動ウィンドウ
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リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアでの 
Quiet Boot のディセーブル化

CIMC ファームウェアおよび BIOS リリース 1.2（1）以降のリリースでは、Quiet Boot は削除され、

必要ありません。リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアおよび BIOS を実行している場合、

次の手順で Quiet Boot をディセーブルにすることができます。

ステップ 1 サーバをブートし、ブートアップ時に F2 キーの押下を求めるプロンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら F2 キーを押し、BIOS Setup ユーティリティを起動します。

ステップ 3 BIOS セットアップ ユーティリティのメイン ページで、Quiet Boot を [Disabled]  に設定します。これ

により、起動時にシスコ ロゴ ウィンドウの代わりにデフォルト以外のメッセージ、プロンプト、およ

び POST メッセージを表示できます。

ステップ 4 F10 を押して変更内容を保存し、ユーティリティを終了します。

オプションの ROM ベース コントローラ ユーティリティの
起動 

ハード ドライブの RAID 設定を変更するには、ホスト OS 上にインストールしたホストベースのユー

ティリティを使用するか、サーバにインストールされている LSI オプションの ROM ベース ユーティ

リティを使用します。

サーバを起動し、Quiet Boot がディセーブルな場合（「リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェ

アでの Quiet Boot のディセーブル化」（P.4-25）を参照）、コントローラに関する情報と一緒にコント

ローラのオプション ROM ベース ユーティリティを起動するキーの組み合わせのプロンプトも表示さ

れます。

冗長ブート時にコントローラに関するプロンプトが表示されるのを待ちます。

• LSI コントローラ カード ユーティリティのプロンプトは Ctrl+H キーです。

• メザニン型のコントローラ カードのプロンプトは Ctrl+C キーです。

• オンボード ICH10R コントローラ ユーティリティのプロンプトは Ctrl+M キーです。

（注） また、シスコでは C シリーズ サーバ用の Cisco Server Configuration Utility を開発しています。これ

はドライブの一部の RAID 設定のセットアップに役立ちます。このユーティリティは、新しいサーバ

とともに CD で出荷されます。Cisco.com から ISO をダウンロードすることもできます。このユー

ティリティのユーザ マニュアルについては、次の URL を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/ucsscu/user/guide/20/SCUUG20.html 

RAID コントローラ交換後の RAID 設定の復元
RAID コントローラを交換すると、コントローラに保存されている RAID 設定が失われます。次の手順

を使用して、新しい RAID コントローラに RAID 設定を復元します。
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ステップ 1 RAID コントローラを交換します。Replacing a PCIe Card (Mass Storage Controllers), page 3-38 を参

照してください。

ステップ 2 シャーシ全体を交換する場合は、すべてのドライブを前のシャーシと同じ順序で新しいドライブ ベイ

に取り付けます。

ステップ 3 Quiet Boot がイネーブルになっている場合は、システム BIOS でディセーブルにします。「リリース 
1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアでの Quiet Boot のディセーブル化」（P.4-25） を参照してくだ

さい。

ステップ 4 サーバをリブートし、F を押すように求めるプロンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 5 次のプロンプトが画面に表示されたら、F を押します。

Foreign configuration(s) found on adapter.
Press any key to continue or ‘C’ load the configuration utility,
or ‘F’ to import foreign configuration(s) and continue.

ステップ 6 次のメッセージが画面に表示されたら、（C 以外の）任意のキーを押して続行します。

All of the disks from your previous configuration are gone. If this is 
an unexpected message, then please power of your system and check your cables
to ensure all disks are present.
Press any key to continue, or ‘C’ to load the configuration utility.

ステップ 7 後続するウィンドウで、RAID 設定が正常にインポートされたことを確認します。

• 次のメッセージが表示されたら、設定は正常にインポートされています。ストレージ デバイスに 
LSI 仮想ドライブも表示されます。

N Virtual Drive(s) found on host adapter.

• 次のメッセージが表示されたら、設定はインポートされていません。プロンプトが表示されたとき

に F を押すのが遅かった場合、この状態になることがあります。この場合、サーバをリブートし

て、F を押すように求めるプロンプトが表示されたらインポート操作を再実行します。

0 Virtual Drive(s) found on host adapter.
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LSI MegaRAID SAS コントローラのタスク

この章では、オペレーティング システムとは独立して動作し、LSI MegaRAID SAS コントローラ上で

の RAID 設定を作成および管理できるようにする、LSI WebBIOS Configuration Utility（CU）につい

て説明します。

サーバに統合 RAID SAS コントローラがある場合は、第 4 章「LSI SAS2 統合 RAID コントローラの

設定」を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「LSI MegaRAID コントローラ管理ユーティリティ」（P.5-1）

• 「LSI WebBIOS CU」（P.5-2）

• 「RAID の管理」（P.5-16）

• 「サーバに搭載されているコントローラの確認」（P.5-22）

LSI MegaRAID コントローラ管理ユーティリティ
LSI では、以下の 3 種類のメイン MegaRAID コントローラ管理ユーティリティを提供しています。

• LSI WebBIOS Configuration Utility

• MegaRAID Command Tool

• MegaRAID Storage Manager ソフトウェア

LSI ユーティリティには、詳細な使用法に関するヘルプ マニュアルが用意されています。

RAID の基本情報と LSI ユーティリティの使用法については、次のマニュアルを参照してください。

• 『LSI MegaRAID SAS Software User Guide』（LSI MegaRAID 用）

LSI WebBIOS Configuration Utility

LSI WebBIOS Configuration Utility（CU）はオペレーティング システムとは独立して動作し、LSI 
MegaRAID SAS コントローラ上で RAID 設定を作成および管理できるようにします。

MegaRAID Command Tool

LSI MegaRAID Command Tool（CT）はコマンドライン インターフェイス（CLI）ユーティリティで、

LSI MegaRAID SAS コントローラおよび接続されたデバイスの設定、モニタ、メンテナンスを行える

ようにします。
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MegaRAID Storage Manager

LSI MegaRAID Storage Manager（MSM）はグラフィカル ユーザ インターフェイスを備えたソフト

ウェア アプリケーションで、LSI MegaRAID SAS コントローラでのストレージ設定の設定、モニタ、

メンテナンスを行えるようにします。

LSI WebBIOS CU 
LSI WebBIOS CU は LSI MegaRAID Storage Manager ソフトウェアとは異なり、SAS コントローラ 
BIOS に存在し、オペレーティング システムとは独立して動作します。

WebBIOS CU を使用すると、次のタスクを実行できます。

• ストレージ設定用のドライブ グループおよび仮想ドライブを作成する。

• コントローラ、仮想ドライブ、物理ドライブ、およびバッテリ バックアップ ユニット（BBU）の

プロパティを表示し、パラメータを変更する。

• 仮想ドライブを削除する。

• ストレージ設定を異なる RAID レベルに移行する。

• 設定の不一致を検出する。

• 外部設定をインポートする。

• コントローラに接続されているデバイスをスキャンする。

• 仮想ドライブを初期化する。

WebBIOS CU は、仮想ドライブおよびドライブ グループの設定を誘導する設定ウィザードを提供して

います。

WebBIOS CU の起動

ステップ 1 ホスト コンピュータの起動中に、次のメッセージが表示されます。

「Copyright© LSI Corporation
Press <Ctrl><H> for WebBIOS」

Ctrl+H を押します。  

[Controller Selection] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 システムに複数の SAS コントローラがある場合は、コントローラを選択します。

ステップ 3 [Start] をクリックして続行します。

WebBIOS CU のメイン ウィンドウが表示されます。図 5-1 を参照してください。
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WebBIOS CU メイン メニュー ウィンドウ オプション

図 5-1 に、WebBIOS CU を起動し、コントローラを選択したときに表示されるウィンドウを示します。

図 5-1 WebBIOS CU のメイン ウィンドウ

右側のペインに一覧表示されるものは次のとおりです。

• コントローラで設定されている仮想ドライブ

• コントローラに接続されているドライブ

• 外部または欠落しているドライブ

（注） 仮想ドライブのリストで、ドライブ ノードは物理ツリーに表示される物理スロットの順序ではなく、

ドライブをドライブ グループに追加した順序に基づいてソートされます。

（注） WebBIOS の最小画面解像度は 640 x 480 です。

左側のペインで、[Physical View] または [Logical View] をクリックし、コントローラに接続されてい

るストレージ デバイスの物理構成図と論理構成図を切り替えます。右側のペインに [Physical View] が
表示されている場合、このコントローラ上で設定されているドライブ グループが表示されます。

格納ラック内のドライブの場合は、ウィンドウに次の情報が表示されます。

• 格納ラック

• スロット

• インターフェイス タイプ（SAS または SATA など）

• ドライブ タイプ（HDD または SSD）

• ドライブ サイズ
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• ドライブ ステータス（[Online] または [Unconfigured Good] など）

ツールバー

WebBIOS CU の上部にあるツールバーには、次のツールが左から右に並んでいます（図 3-1 を参照）。

• [Main window]：クリックすると他の WebBIOS CU ウィンドウからメイン ウィンドウに戻りま

す。

• [Previous]：クリックすると、前に表示していたウィンドウに戻ります。

• [Exit]：クリックすると WebBIOS CU プログラムを終了します。

• [Turn off alarm]：クリックするとオンボード コントローラ アラームの音声をオフにします。

• [About]：クリックすると、WebBIOS CU バージョン、ブラウザ バージョン、および HTML イン

ターフェイス エンジンの情報を表示します。

メニュー オプション

これらのオプションは、WebBIOS CU のメイン ウィンドウの左側のペインにあります（各オプション

のホットキー ショートカットはオプション名の横のカッコ内に表示されています）。

• [Controller Selection]（Alt+C）：[Controller Selection] ウィンドウを表示します。このウィンドウ

で、異なる SAS コントローラを選択できます。次に、コントローラおよびコントローラに接続さ

れているデバイスの情報を表示する、またはコントローラ上に新しい設定を作成することができま

す。

• [Controller Properties]（Alt+P）：現在選択されている SAS コントローラのプロパティを表示しま

す。詳細については、表 5-1を参照してください。

• [Scan Devices]（Alt+S）：WebBIOS CU がドライブ ステータスや物理構成に変更があるかどうか

物理および仮想ドライブを再スキャンできるようにします。WebBIOS CU には物理および仮想ド

ライブの説明をスキャンした結果が表示されます。

• [Virtual Drives]（Alt+V）：[Virtual Drives] ウィンドウを表示します。このウィンドウでは、仮想

ドライブのプロパティの変更および表示、仮想ドライブの削除、ドライブの初期化、および他のタ

スクの実行を行うことができます。詳細については、「仮想ドライブ プロパティ、ポリシー、およ

び操作の表示」（P.5-13）を参照してください。

• [Drives]（Alt+D）：[Drives] ウィンドウを表示します。このウィンドウでは、ドライブのプロパ

ティの表示、ホット スペアの作成、および他のタスクの実行を行うことができます。詳細につい

ては、「物理ドライブのプロパティおよび操作の表示」（P.5-14）を参照してください。

• [Configuration Wizard]（Alt+O）：設定ウィザードを開始し、新しいストレージ設定の作成、設定

のクリア、または設定の追加を行います。詳細については、「RAID ドライブ グループおよび仮想

ドライブの設定」（P.5-5）を参照してください。

• [Logical View]（Alt+L）：[Physical View] ウィンドウと [Logical View] ウィンドウを切り替えま

す。

• [Physical View]（Alt+H）：[Physical View] ウィンドウと [Logical View] ウィンドウを切り替えま

す。

• [Events]（Alt+E）：[Event Information] ウィンドウにシステム イベントを表示します。詳細につ

いては、「RAID の管理」（P.5-16）を参照してください。

• [Exit]（Alt+X）：WebBIOS CU を終了し、システム ブートに進みます。
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RAID ドライブ グループおよび仮想ドライブの設定

ここでは、WebBIOS CU 設定ウィザードを使用して RAID ドライブ グループおよび仮想ドライブを設

定し、ストレージ設定を作成する方法について説明します。

設定ウィザードを使用した設定の選択

ステップ 1 WebBIOS メイン ウィンドウの左側のペインで、[Configuration Wizard] をクリックします。

最初の [Configuration Wizard] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 設定タイプを選択します。

注意 [Clear Configuration] または [New Configuration] を選択すると、設定のすべての既存のデータが削

除されます。設定タイプを選択する前に、保持するデータをバックアップします。

• [Clear Configuration]：既存の設定をクリアします。

• [New Configuration]：既存の設定をクリアし、新規設定を作成できます。

• [Add Configuration]：既存のストレージ設定を保持し、新しいドライブを追加します（このオプ

ションによりデータの損失は発生しません）。

ステップ 3 [Next] をクリックします。

[WebBIOS Configuration Method] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 設定方法を選択します。

• [Manual Configuration]：ドライブ グループおよび仮想ドライブを作成し、パラメータを設定する

際、新しいストレージ設定のすべての属性を制御できます。

• [Automatic Configuration]：最適な RAID 設定を自動的に作成します。

[Automatic Configuration] を選択した場合は、冗長 RAID ドライブ グループを作成するか、非冗

長 RAID 0 ドライブ グループを作成するかを選択できます。[Redundancy] ドロップダウン リスト

から、次のいずれかのオプションを選択します。

Redundancy when possible 

No redundancy 

ステップ 5 [Next] をクリックして続行します。

• 自動設定の場合は、「自動設定の使用」（P.5-5）に進みます。

• 手動設定の場合は、「手動設定の使用」（P.5-6）に進みます。

自動設定の使用

ステップ 1 WebBIOS に推奨される新しい設定が表示されたら、ウィンドウの情報を確認して、[Accept] をクリッ

クするか、または [Back] をクリックして設定を変更します。

次のいずれかの設定が表示されます。

• [RAID 0]：[Automatic Configuration] および [No Redundancy] を選択した場合、WebBIOS は 
RAID 0 設定を作成します。
5-5
Cisco UCS サーバ RAID ガイド

OL-26591-01-J



  

第 5 章      LSI MegaRAID SAS コントローラのタスク

  LSI WebBIOS CU
• [RAID 1]：[Automatic Configuration] および [Redundancy when possible] を選択し、2 つのドラ

イブのみが使用可能な場合、WebBIOS は RAID 1 設定を作成します。

• [RAID 5]：[Automatic Configuration] および [Redundancy when possible] を選択し、3 つ以上の

ドライブが使用可能な場合、WebBIOS は RAID 5 設定を作成します。

• [RAID 6]：[Automatic Configuration] および [Redundancy when possible] を選択し、RAID 6 オ
プションがイネーブルになっており、3 つ以上のドライブが使用可能な場合、WebBIOS は 
RAID 6 設定を作成します。

ステップ 2 設定の保存を求めるプロンプトが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 3 新しい仮想ドライブの初期化を求めるプロンプトが表示されたら、[Yes] をクリックします。

WebBIOS CU が仮想ドライブのバックグラウンド初期化を開始します。

新しい RAID 5 仮想ドライブおよび新しい RAID 6 仮想ドライブには、バックグラウンド初期化を開始

するための最低数のドライブが必要です。ドライブ数が少ない場合、バックグラウンド初期化は開始さ

れません。以下のドライブ数が必要です。

• 新しい RAID 5 仮想ドライブでバックグラウンド初期化を開始するには、少なくとも 5 つのドライ

ブが必要です。

• 新しい RAID 6 仮想ドライブでバックグラウンド初期化を開始するには、少なくとも 7 つのドライ

ブが必要です。

手動設定の使用

ここでは、RAID レベル 0、1、5、6、00、10、50、および 60 の RAID ドライブ グループを作成する

手順について説明します。

手動設定の使用（RAID 0、1、5、6）

RAID レベルの詳細については、「RAID レベル」（P.1-8）を参照してください。

（注） RAID レベル 0 はフォールト トレラントではありません。RAID 0 ドライブ グループ内のドライブで障

害が発生すると、仮想ドライブ全体（仮想ドライブに関連付けられたすべてのドライブ）で障害が発生

します。

ステップ 1 [Manual Configuration] を選択し、[Next] をクリックします。

[Drive Group Definition] ウィンドウが表示されます。このウィンドウを使用して、ドライブ グループ

を作成するドライブを選択します。

ステップ 2 Ctrl を押した状態で、[Drives] ペインで 2 つ以上の準備が完了しているドライブを選択します。

ドライブ グループのすべてのドライブを選択します。

ステップ 3 [Add To Array] をクリックし、[Drive Groups] ペインで推奨されたドライブ グループ設定にドライブ

を移動します。

変更を取り消す場合は、[Reclaim] をクリックします。

ステップ 4 [Encryption] ドロップダウン リストで、暗号化オプションを選択します。

ステップ 5 必要に応じて、[Drive Groups] ペインにドライブを追加し、[Accept DG] をクリックします。

ステップ 6 [Next] をクリックします。
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[Virtual Drive Definition] ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、ドライブ グループで考え

られる RAID レベルが一覧表示されます。このウィンドウを使用して、新しい仮想ドライブの RAID 
レベル、ストリップ サイズ、読み取りポリシーおよびその他の属性を選択します。

ステップ 7 左側のペインのドロップダウン リストを使用して、仮想ドライブ オプションを選択します（デフォル

ト値が表示されています）。

• [RAID Level] ドロップダウン リストで、目的の RAID オプション（RAID 0、1、5、または 6）を

選択します。

仮想ドライブで考えられるすべての RAID レベルが一覧表示されます。

• [Strip Size] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

[8]、[16]、[32]、[64]、[128]、[256]、[512]、[1024] KB。デフォルトは、64 KB です。

ストリップ サイズは、ドライブ グループの単一のドライブに存在するストライプの部分です。ス
トライプは、RAID コントローラが複数のドライブにわたって書き込むデータ セグメントで構成さ
れます。パリティ ドライブは含まれません。

たとえば、64 KB のドライブ スペースを含むストライプで、ストライプ内の各ドライブに 16 KB 
のデータが存在する場合を考えます。この場合、ストライプ サイズは 64 KB、ストリップ サイズ
は 16 KB です。ストリップ サイズが大きくなると、読み取りパフォーマンスが高くなります。
サーバが定期的にランダムな読み取り要求を実行する場合は、より小さいストリップ サイズを選
択します。

• [Access Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [RW]：読み取り / 書き込みアクセスを許可します。  これはデフォルトです。

– [Read Only]：読み取り専用アクセスを許可します。

– [Blocked]：アクセスを許可しません。 

• [Read Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [Normal]：先行読み出し機能をディセーブルにします。  これはデフォルトです。

– [Ahead]：先行読み出し機能をイネーブルにします。これにより、データがすぐに必要になる

ことを予期して、コントローラは要求されたデータを順次先行して読み出し、追加データを

キャッシュ メモリに格納することができます。このオプションにより、連続したデータの読

み取り時間は短縮されますが、ランダム データへのアクセス時は改善がほとんどありません。

• [Write Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [WBack]：Writeback モードでは、コントローラ キャッシュがトランザクション内のすべての

データを受信すると、コントローラがデータ転送完了信号をホストに送信します。この設定は 
Standard モードにすることを推奨します。

– [WThru]：Writethrough モードでは、ドライブ サブシステムがトランザクション内のすべて

のデータを受信すると、コントローラがデータ転送完了信号をホストに送信します。これはデ

フォルトです。

– [Bad BBU]：コントローラを Writeback モードで使用したいがコントローラに BBU がない、

または BBU が不良の場合にこのモードを選択します。このオプションを選択せずに、BBU の
不良または欠落が検出されると、コントローラ ファームウェアにより自動的に Writethrough 
モードに切り替わります。

注意 LSI WebBIOS CU ではバッテリ有りまたは無しで Writeback モードを使用できます。コントローラ 
キャッシュを保護するためにバッテリ、またはシステム全体を保護するために無停電電源装置

（UPS）のいずれかを使用することをお勧めします。バッテリまたは UPS を使用せずに電源障害が

発生した場合、コントローラ キャッシュ内のデータを失うリスクがあります。

• [IO Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。
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– [Direct]：Direct I/O モードでは読み取りがキャッシュ メモリにバッファされません。データ

はキャッシュおよびホストに同時に転送されます。同じデータ ブロックが再び読み取られる

と、キャッシュから取得されます。これはデフォルトです。

– [Cached]：Cached I/O モードでは、すべての読み取りがキャッシュ メモリにバッファされま

す。

IO ポリシーは特定の仮想ドライブでの読み取りに適用されます。先行読み出しキャッシュに影響
はありません。

• [Drive Cache] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [Enable]：ドライブ キャッシュをイネーブルにします。

– [Disable]：ドライブ キャッシュをディセーブルにします。

– [NoChange]：現在のドライブ キャッシュ ポリシーをそのまま残します。これはデフォルトで

す。

• [Disable BGI] ドロップダウン リストで、次のいずれかのバックグラウンド初期化ステータスを選

択します。

– [No]：バックグラウンド初期化をイネーブルのままにします。これは、WebBIOS を使用して

他の設定タスクを行っている間に、新しい設定をバックグラウンドで初期化できることを意味

します。これはデフォルトです。

– [Yes]：このコントローラで設定のバックグラウンド初期化を許可しません。 

• [Select Size] ドロップダウン リストから、仮想ドライブのサイズを MB 単位で選択します。

通常、これは [Configuration] ペインに表示された RAID 0 のフル サイズになります。同じドライ
ブ グループに他の仮想ドライブを作成する場合は、より小さいサイズを指定できます。

ステップ 8 [Accept] をクリックし、仮想ドライブ定義への変更を承認します。

変更を取り消す場合は、[Reclaim] をクリックします。

ステップ 9 仮想ドライブの定義が完了したら、[Next] をクリックします。

[Configuration Preview] ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [Configuration Preview] ウィンドウで仮想ドライブ設定を確認し、次のいずれかを選択します。

• 仮想ドライブ設定が受け入れ可能な場合は、[Accept] をクリックして設定を保存します。

• [Back] をクリックして前のウィンドウに戻り、設定を変更します。

ステップ 11 プロンプトで [Yes] をクリックして設定を保存します。

WebBIOS CU のメイン ウィンドウが表示されます。

手動設定の使用（RAID 00、10、50、60）

RAID レベルの詳細については、「RAID レベル」（P.1-8）を参照してください。

ステップ 1 [Manual Configuration] を選択し、[Next] をクリックします。

[Drive Group Definition] ウィンドウが表示されます。このウィンドウを使用して、ドライブ グループ

を作成するドライブを選択します。

ステップ 2 Ctrl を押した状態で、[Drives] ペインで準備が完了しているドライブを選択します。

ドライブ グループのすべてのドライブを選択します。
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ステップ 3 [Add To Array] をクリックし、[Drive Groups] ペインで推奨されたドライブ グループ設定にドライブ

を移動します。

変更を取り消す場合は、[Reclaim] をクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、[Drive Groups] ペインへのドライブの追加を完了し、[Accept DG] をクリックして 
RAID ドライブ グループを作成します。

次のドライブ グループのアイコンが [Drive Groups] ペインに表示されます。

ステップ 5 ステップ 4 で作成したドライブ グループを選択し、Ctrl を押した状態で、[Drives] ペインで準備が完

了しているドライブをさらに選択し、2 番目の RAID ドライブ グループを作成します。

ステップ 6 [Add To Array] をクリックし、[Drive Groups] ペインの 2 番目のドライブ グループ設定にドライブを

移動します。

変更を取り消す場合は、[Reclaim] をクリックします。

（注） RAID 00 は、最大 8 個のスパンと、スパンにつき最大 32 個のドライブをサポートしています。

（注） RAID 10 は最大 8 個のスパンと、スパンにつき最大 32 個のドライブをサポートしています。スパンの

各 RAID 10 のドライブ グループには偶数を使用する必要があります。

ステップ 7 [Encryption] ドロップダウン リストで、暗号化オプションを選択します。

ステップ 8 必要に応じて、[Drive Groups] ペインへのドライブの追加を完了し、[Accept DG] をクリックして 
RAID 0 ドライブ グループを作成します。

ステップ 9 ドライブ グループのすべてのドライブを選択するまで、ステップ 4 ～ステップ 6 を繰り返します。

ステップ 10 [Drive Groups] ペインへのドライブの追加が完了したら、各ドライブ グループを選択し、各ドライブ 
グループを選択してから [Accept DG] をクリックします。

ステップ 11 [Next] をクリックします。

[Span Definition] ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、[Span] ペインに追加するように

選択可能なドライブ グループ ホールが表示されます。

ステップ 12 Ctrl を押した状態で、[Array With Free Space] ペインでドライブ グループを選択し、[Add to SPAN] 
をクリックします。

選択したドライブ グループが [Span] ペインに表示されます。

ステップ 13 Ctrl を押した状態で 2 番目のドライブ グループを選択し、[Add to SPAN] をクリックします。

ステップ 14 必要なすべてのドライブ グループを選択するまで、ステップ 12 ～ステップ 13 を繰り返します。

ステップ 15 [Next] をクリックします。

[Virtual Drive Definition] ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、ドライブ グループで考え

られる RAID レベルが一覧表示されます。このウィンドウを使用して、新しい仮想ドライブの RAID 
レベル、ストリップ サイズ、読み取りポリシーおよびその他の属性を選択します。

ステップ 16 Ctrl を押した状態で、[Configuration] ペインでドライブ グループを選択し、左側のペインのドロップ

ダウン リストを使用して仮想ドライブ オプションを選択します（デフォルト値が表示されています）。

• [RAID Level] ドロップダウン リストで、目的の RAID レベル（RAID 00、10、50、または 60）
を選択します。

仮想ドライブで考えられるすべての RAID レベルが一覧表示されます。

• [Strip Size] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

[8]、[16]、[32]、[64]、[128]、[256]、[512]、[1024] KB。デフォルトは、64 KB です。
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ストリップ サイズは、ドライブ グループの単一のドライブに存在するストライプの部分です。ス
トライプは、RAID コントローラが複数のドライブにわたって書き込むデータ セグメントで構成さ
れます。パリティ ドライブは含まれません。

たとえば、64 KB のドライブ スペースを含むストライプで、ストライプ内の各ドライブに 16 KB 
のデータが存在する場合を考えます。この場合、ストライプ サイズは 64 KB、ストリップ サイズ
は 16 KB です。ストリップ サイズが大きくなると、読み取りパフォーマンスが高くなります。
サーバが定期的にランダムな読み取り要求を実行する場合は、より小さいストリップ サイズを選
択します。

• [Access Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [RW]：読み取り /書き込みアクセスを許可します。  これはデフォルトです。

– [Read Only]：読み取り専用アクセスを許可します。

– [Blocked]：アクセスを許可しません。 

• [Read Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [Normal]：先行読み出し機能をディセーブルにします。  これはデフォルトです。

– [Ahead]：先行読み出し機能をイネーブルにします。これにより、データがすぐに必要になる

ことを予期して、コントローラは要求されたデータを順次先行して読み出し、追加データを

キャッシュ メモリに格納することができます。これにより、連続したデータの読み取り時間

は短縮されますが、ランダム データへのアクセス時は改善がほとんどありません。

• [Write Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [WBack]：Writeback モードでは、コントローラ キャッシュがトランザクション内のすべての

データを受信すると、コントローラがデータ転送完了信号をホストに送信します。この設定は 
Standard モードにすることを推奨します。

– [WThru]：Writethrough モードでは、ドライブ サブシステムがトランザクション内のすべて

のデータを受信すると、コントローラがデータ転送完了信号をホストに送信します。これはデ

フォルトです。

– [Bad BBU]：コントローラを Writeback モードで使用したいがコントローラに BBU がない、

または BBU が不良の場合にこのモードを選択します。このオプションを選択せずに、BBU の
不良または欠落が検出されると、コントローラ ファームウェアにより自動的に Writethrough 
モードに切り替わります。

注意 Writeback モードはバッテリ有りまたは無しで使用できます。コントローラ キャッシュを保護する

ためにバッテリ、またはシステム全体を保護するために無停電電源装置（UPS）のいずれかを使用

することお勧めします。バッテリまたは UPS を使用せずに電源障害が発生した場合、コントローラ 
キャッシュ内のデータを失うリスクがあります。

• [IO Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [Direct]：Direct I/O モードでは読み取りがキャッシュ メモリにバッファされません。データ

はキャッシュおよびホストに同時に転送されます。同じデータ ブロックが再び読み取られる

と、キャッシュから取得されます。これはデフォルトです。

– [Cached]：Cached I/O モードでは、すべての読み取りがキャッシュ メモリにバッファされま

す。

IO ポリシーは特定の仮想ドライブでの読み取りに適用されます。先行読み出しキャッシュに影響
はありません。

• [Drive Cache] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

– [Enable]：ドライブ キャッシュをイネーブルにします。
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– [Disable]：ドライブ キャッシュをディセーブルにします。

– [NoChange]：現在のドライブ キャッシュ ポリシーをそのまま残します。これはデフォルトで

す。

• [Disable BGI] ドロップダウン リストで、次のいずれかのバックグラウンド初期化ステータスを選

択します。

– [No]：バックグラウンド初期化をイネーブルのままにします。これは、WebBIOS を使用して

他の設定タスクを行っている間に、新しい設定をバックグラウンドで初期化できることを意味

します。これはデフォルトです。

– [Yes]：このコントローラで設定のバックグラウンド初期化を許可しません。 

• [Select Size] ドロップダウン リストから、仮想ドライブのサイズを MB 単位で選択します。

通常、これは [Configuration] ペインに表示された RAID 00 のフル サイズになります。同じドライ
ブ グループに他の仮想ドライブを作成する場合は、より小さいサイズを指定できます。

ステップ 17 [Accept] をクリックし、仮想ドライブ定義への変更を承認します。

変更を取り消す場合は、[Reclaim] をクリックします。

ステップ 18 仮想ドライブの定義が完了したら、[Next] をクリックします。

[Configuration Preview] ウィンドウが表示されます。

ステップ 19 [Configuration Preview] ウィンドウで仮想ドライブ設定を確認し、次のいずれかを選択します。

• 仮想ドライブ設定が受け入れ可能な場合は、[Accept] をクリックして設定を保存します。

• [Back] をクリックして前のウィンドウに戻り、設定を変更します。

ステップ 20 プロンプトで [Yes] をクリックして設定を保存します。

WebBIOS CU のメイン ウィンドウが表示されます。

デバイス プロパティの表示および変更

ここでは、WebBIOS CU を使用して、コントローラ、仮想ドライブ、物理ドライブ、および BBU の
プロパティを表示および変更する方法について説明します。

コントローラ プロパティの表示

WebBIOS は一度に 1 つの LSI SAS コントローラの情報を表示します。コンピュータ システムに複数

の LSI SAS コントローラがある場合は、メイン ウィンドウで [Controller Selection] をクリックして異

なるコントローラの情報を表示することができます。[Controller Selection] ウィンドウが表示された

ら、リストから目的のコントローラを選択します。

現在のコントローラのプロパティを表示する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 WebBIOS CU のメイン ウィンドウで、[Controller Properties] をクリックします。

[Controller Properties] ウィンドウは 3 つあります。最初のウィンドウの情報は読み取り専用で、直接

変更できません。ウィンドウにはこのコントローラ上にすでに定義されている仮想ドライブの数、およ

びコントローラに接続されているドライブの数が一覧表示されます。

ステップ 2 [Next] をクリックして 2 番目の [Controller Properties] ウィンドウを表示します。

ステップ 3 [Next] をクリックして 3 番目の [Controller Properties] ウィンドウを表示します。
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表 5-1 に、2 番目および 3 番目の [Controller Properties] ウィンドウに一覧表示されるエントリおよび

オプションを示します。変更する特定の理由がない限り、これらのオプションは最高のパフォーマンス

を実現するためにデフォルト設定のままにすることをお勧めします。

ステップ 4 これらのウィンドウのオプションに変更を加えた場合は、[Submit] をクリックして登録します。取り

消したい場合は、[Reset] をクリックしてオプションをデフォルト値に戻します。

表 5-1 [Controller Properties] のメニューのオプション

オプション 説明

Battery 
Backup

選択したコントローラに BBU があるかどうかを示します。ある場合は、[Present] 
をクリックし、BBU の情報を表示できます。詳細については、「デバイス プロパ

ティの表示および変更」（P.5-11）を参照してください。

Set Factory
Defaults

デフォルト MegaRAID WebBIOS CU 設定をロードします。

デフォルトは [No] です。

Rebuild
Rate

選択したコントローラに接続されているドライブの再ビルド レートを選択します。

デフォルトは 30 % です。再ビルド レートは、障害の発生したドライブ専用のシス

テム リソースのパーセンテージです。この数値が大きくなると、より多くのシステ

ム リソースが再ビルド専用になります。

BGI Rate 選択したコントローラに接続されている仮想ドライブのバックグラウンド初期化専

用のシステム リソース量を選択します。デフォルトは 30 % です。

CC Rate 選択したコントローラに接続されている仮想ドライブのコントローラ専用のシステ

ム リソース量を選択します。デフォルトは 30 % です。

Reconstruction
Rate

選択したコントローラに接続されているドライブの再構築専用のシステム リソース

量を選択します。デフォルトは 30 % です。

Controller 
BIOS

選択したコントローラの BIOS をイネーブルまたはディセーブルにします。

デフォルトは [Enabled] です。選択したコントローラ上にブート ドライブがある場

合は、BIOS をイネーブルにする必要があります。そうでない場合、BIOS はディ

セーブルにする必要があります。また、他の場所にあるブート デバイスを使用でき

ないことがあります。

NCQ Native Command Queuing（NCQ）により、個々のドライブが読み取りおよび書き

込みコマンドを実行する順序を最適化できるようになります。デフォルトは 
[Enabled] です。

Coercion 
Mode

ドライブ強制は、異なる容量のドライブをドライブ グループで使用できるよう同じ

サイズに強制するツールです。[Correction Mode] のオプションは、[None]、
[128MB-way]、[1GB-way] です。デフォルトは [None] です。

選択する数は、さまざまなベンダーのドライブの実際のサイズが異なる程度によっ

て異なります。Coercion Mode オプションには 1 GB を使用することをお勧めしま

す。

SMART
Polling

ドライブにコントローラをポーリングし、予測可能なドライブ障害

（SMART:Self-Monitoring, Analysis and Reporting Technology エラー）をレポート

する頻度を決定します。デフォルトは 300 秒（5 分）です。

Alarm
Control

コントローラ上でオンボード アラーム トーン ジェネレータをイネーブル、ディセー

ブルまたはサイレントにします。デフォルトは [Disabled] です。
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仮想ドライブ プロパティ、ポリシー、および操作の表示

ステップ 1 WebBIOS CU のメイン ウィンドウの右側のペインで、[Virtual Drives] アイコンをクリックします。

[Virtual Drive] ウィンドウには、次の情報が表示されます。

• [Properties] 領域：仮想ドライブの RAID レベル、状態、容量、およびストリップ サイズ情報を表

示します。

• [Policies] 領域：ストレージ設定が作成されたときに定義された仮想ドライブ ポリシーが一覧表示

されます。これらのポリシーの詳細については、「手動設定の使用」（P.5-6）を参照してください。

– 任意のドロップダウン リストからオプションを選択し、[Change] をクリックしてこれらのポ

リシーを変更します。

• [Operations] 領域：仮想ドライブで実行できる操作を一覧表示します。

次のオプションを選択し、[Go] をクリックして操作を実行します。

– [Delete]：この仮想ドライブを削除します。  詳細については、「仮想ドライブの削除」（P.5-18）
を参照してください。

– [Fast Init]：この仮想ドライブを初期化します。Fast Initialization では、0 が新しい仮想ドライ

ブの最初および最後の 10 MB にすぐに書き込まれ、バックグラウンドで初期化が完了します。

Patrol Read 
Rate

選択したコントローラに接続されているドライブのパトロール リードのレートを選

択します。デフォルトは 30 % です。パトロール リードのレートは、パトロール 
リード実行専用のシステム リソースのパーセンテージです。

パトロール リードの詳細については、『LSI MegaRAID Software User Guide』の第 5 
章「Patrol Read-Related Controller Properties」を参照してください。

Cache Flush 
Interval

オンボード データ キャッシュの内容がフラッシュされる間隔（秒）を制御します。

デフォルトは 4 秒です。

Spinup Drive 
Count

同時にスピン アップするドライブの数を制御します。

デフォルトは 2 ドライブです。

Spinup Delay このコントローラに接続されているドライブのスピン アップ間の間隔（秒）を制御

します。遅延により、すべてのドライブが同時にスピン アップした場合にシステム

電源のドレインを防止します。

デフォルトは 12 秒です。

StopOnError このオプションをイネーブルにすると、コントローラ BIOS のブートアップ中にエ

ラーが発生した場合、ブート プロセスが停止します。デフォルトは [Disabled] で
す。

Spin Down 
Delay Time

このコントローラに接続されているドライブのスピン ダウン間の間隔（秒）を制御

します。遅延により、すべてのドライブが同時にスピン ダウンした場合のシステム

の電源のドレインを防止します。

デフォルトは 30 分です。

Stop CC on 
Error

このオプションをイネーブルにすると、コントローラ BIOS でエラーが発生した場

合、整合性検査が停止します。デフォルトは [No] です。

Maintain PD 
Fail History

すべてのドライブ障害の履歴を保持します。デフォルトは [Disabled] です。

Schedule CC 整合性検査の日時をスケジュール設定するオプションがサポートされているかどう

かを示します。

表 5-1 [Controller Properties] のメニューのオプション （続き）

オプション 説明
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– [Slow Init]：この仮想ドライブを初期化します。Slow Initialization は、仮想ドライブ全体が 0 
で初期化されるまで完了しません。仮想ドライブは作成時にすでに初期化されているため、こ

のオプションを使用する必要はほとんどありません。

注意 初期化を実行する前に、保存する仮想ドライブのデータをバックアップします。ドライブを初期化

すると、仮想ドライブ上のすべてのデータが失われます。

– [CC]：この仮想ドライブ上で整合性検査を実行します。  詳細については、「手動設定の使用」

（P.5-6）を参照してください。（このオプションは RAID 0 仮想ドライブには使用できません）。

– [AdvOpers]：ウィンドウにアクセスし、ドライブを削除し、RAID レベルを移行します（つま

り、ドライブを追加して RAID レベルを変更することにより仮想ドライブ設定を変更します）。

仮想ドライブへのドライブの追加およびその RAID レベルの移行の詳細については、「仮想ド

ライブの RAID レベルの移行」（P.5-20）を参照してください。

– [Expand]：仮想ドライブのサイズを向上し、ドライブ グループ内の残存容量を占有します。

また、仮想ドライブにドライブを追加し、容量を増やすことができます。

仮想ドライブの拡張に使用できる手順については、「仮想ドライブの拡張」（P.5-16）を参照し

てください。

注意 仮想ドライブ設定を変更する前に、保存する仮想ドライブのデータをバックアップしてください。

物理ドライブのプロパティおよび操作の表示

[Physical Drive] ウィンドウは、選択したドライブのプロパティを表示し、ドライブ上で操作を実行で

きるようにします。

ドライブ プロパティを表示し、その次の操作を実行する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 [Physical Drive] ウィンドウにアクセスするには、次のいずれかのオプションを選択します。

• WebBIOS CU のメイン ウィンドウの [Physical Drives] 領域（右側）で、ドライブをクリックしま

す。

[Physical Drive] ウィンドウが表示されます。

• WebBIOS CU のメイン ウィンドウの左側のペインで [Physical Drives] をクリックします。次に、

右側のペインで、ドライブをクリックします。[Physical Drive] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Properties] をクリックして、[Go] をクリックします。選択したドライブのドライブ プロパティ ウィ

ンドウが表示されます。

ドライブ プロパティは表示専用で、ドライブの状態が含まれています。

ステップ 3 ドライブの状態が [Online] の場合は、次のいずれかのオプションを選択し、[Go] をクリックします。

• [MakeDriveOffline]：ドライブを強制的にオフラインにします。 

（注） ホット スペアを持つ冗長ドライブ グループの一部の良好なドライブを強制的にオフラインにす

ると、ドライブはそのホット スペア ドライブに再構築されます。強制的にオフラインにしたド

ライブは Unconfigured Bad 状態になります。Unconfigured Good 状態にドライブを設定する

には、BIOS ユーティリティにアクセスします。
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• [Locate]：ドライブの LED を消去します。これは、ドライブがドライブ格納ラックに取り付けら

れている場合のみ動作します。

ステップ 4 ドライブの状態が [Unconfigured Good] の場合は、次の 4 つのいずれかの操作を選択し、[Go] をク

リックします。

• [Make Global HSP]：グローバル ホット スペアをすべての仮想ドライブで使用できるようにしま

す。

• [Make Dedicated HSP]：ホットスペアを特定の仮想ドライブ専用にします。

WebBIOS はグローバル ホット スペアを [Global]、専用ホット スペアを [Ded] と表示します。専
用ホット スペアのアイコンは関連付けられた仮想ドライブの下に表示されます。ドライブ番号、
ドライブ状態、ドライブ容量、およびドライブ製造業者が表示されます。

• [Enclosure Affinity]：ホット スペアが最初に使用された場所を指定します。

スプリット バックプレーン構成にドライブ障害がある場合は、まずそのドライブが存在するバッ
クプレーン側のホット スペアが使用されます。

• [Prepare for Removal]：格納ラックからドライブを取り外す準備をします。

[Prepare for Removal] 機能では、ドライブに取り外す準備が完了しているというフラグ付けも行わ
れるため、ドライブを powersave モードにスピン ダウンすることとは異なります。このため、ド
ライブを取り外す準備をすることを選択した場合は、[Powersave] ではなく、[Ready to Remove] 
がドライブのデバイス ツリーの下に表示されます。

バッテリ バックアップ ユニット情報の表示

SAS コントローラにバッテリ バックアップ ユニット（BBU）がある場合、情報を表示して設定を変更

できます。

ステップ 1 WebBIOS CU のメイン ウィンドウで、[Controller Properties] をクリックします。最初の [Controller 
Information] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Next] をクリックして 2 番目の [Controller Properties] ウィンドウを表示します。

2 番目の [Controller Properties] ウィンドウが表示されます。[Battery Backup] フィールドは BBU が存

在するかどうかを示します。

ステップ 3 [Battery Backup] フィールドの [Present] をクリックします。

[Battery Module] ウィンドウが表示されます。このウィンドウには次の情報が含まれます。

• バッテリ情報 

• デザイン情報

• 容量情報

• Auto Learn プロパティおよび設定

[Battery Module] のプロパティの大半は表示専用で、明確です。

ウィンドウの右下隅に [Auto Learn] オプションがあります。学習サイクルは、バッテリの状態を決定

するためにコントローラが定期的に実行するバッテリ調整操作です。学習遅延間隔（自動学習サイクル

間の時間）および自動学習モードは変更できます。

（注） 学習遅延間隔および自動学習モードはデフォルト設定にしておくことをお勧めします。
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RAID の管理
ここでは、ストレージ設定のメンテナンスおよび管理について説明します。

仮想ドライブの拡張

仮想ドライブのサイズを増やし、ドライブ グループの残存容量を占有することができます。また、仮

想ドライブにドライブを追加し、容量を増やすことができます。

ステップ 1 メイン WebBIOS CU ウィンドウの右側のペインで仮想ドライブ アイコンをクリックし、[Virtual 
Drive] ウィンドウにアクセスします。[Virtual Drive] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Expand] オプション ボタンを選択し、[Go] をクリックします。[Expand Virtual Drive] ウィンドウが

表示されます。

ステップ 3 使用する仮想ドライブの使用可能容量のパーセンテージを入力します。

たとえば、100 GB の容量が使用可能で、仮想ドライブのサイズを 30 GB 増やしたい場合は 30 % を選

択します。

ステップ 4 [Calculate] をクリックし、拡張後の仮想ドライブの容量を決定します。

ステップ 5 [OK] をクリックします。選択した使用容量のパーセンテージまで仮想ドライブが拡張されます。

アレイ ヘルスのモニタリング

フォールトトレラント仮想ドライブの整合性検査を定期的に実行する必要があります。整合性検査で

は、冗長データが正しく、RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、および RAID 60 ドラ

イブ グループを使用できることを確認します。

ステップ 1 WebBIOS CU のメイン ウィンドウで仮想ドライブを選択します。

ステップ 2 [Virtual Drives] をクリックします。

ステップ 3 [Virtual Drive] ウィンドウが表示されたら、[CC] オプション ボタンをクリックし、[Go] をクリックし

ます。

整合性検査が開始します。

（注） WebBIOS CU が冗長ドライブ グループでデータとパリティ値の間の差を検出した場合、データが正確

であると見なし、パリティ値を自動的に修正します。データが破損していると思われる場合は、整合性

検査を実行する前に、データを必ずバックアップしてください。

リカバリ

MegaRAID Recovery は、スナップショットとしても呼ばれており、データを回復する簡素化された方

法およびブート ボリュームの自動保護を提供します。リカバリ機能を使用して、ボリュームのスナッ

プショットを取得し、ボリュームまたはファイルを復元することができます。スナップショット機能に
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より、ボリュームに対するデータ変更をキャプチャし、データが誤って、または悪意を持って削除され

た場合は、ビューからデータを復元するか、以前のポイントインタイム（PiT）でのスナップショット

にロールバックできます。MegaRAID Recovery は、ボリュームごとに PiT の最大 8 つのスナップ

ショットをサポートします。

各リカバリ PiT ボリューム スナップショットは、PiT が作成された後に行われた変更のみをトラック

するため、通常、オリジナル ボリューム サイズの割合です。PiT のディスク容量はスナップショット 
リポジトリ仮想ドライブ内に予約されており、PiT は新しいデータがボリュームに書き込まれたときに

小さい増分で拡張されます。各ボリュームの複数の PiT はオンラインを保持でき、スペース効率の高い

形式で頻繁にスナップショットを保存できるようにします。

注意 オペレーティング システム（OS）を含む仮想ドライブをスナップショット リポジトリとして選択

しないでください。オペレーティング システムを更新すると、オペレーティング システムのクラッ

シュにより仮想ドライブ上のデータが破損する場合があります。

次に、リカバリ機能を使用する 3 つの主なシナリオを示します。

1. 欠落または削除されたファイルを復元します（ビューから復元します）。

a. ファイルが欠落しているまたは削除されていることを検出します。

b. 欠落しているファイルが見つかるまで、各 PiT からファイル コンテンツのスナップショット 
ビューを確認します（スナップショットの「マウント」とも呼ばれます）。

スナップショット ビューには、スナップショットが行われたポイントインタイムのコンテン

ツが含まれます。

c. 欠落したファイルを、スナップショット ビューからスナップショットのソースであったオン

ライン ストレージ ボリュームにドラッグ アンド ドロップします。

2. ボリューム内に破損したオペレーティング システムがある場合は、前の状態にロールバックしま

す。

a. システムをリブートし、WebBIOS を実行します。

b. 破損したまたは悪意のあるファイルが含まれていない、ロールバックする最新のスナップ

ショットを選択します。ロールバックする最新の PiT スナップショットを選択します。

c. システムをリブートします。

システムは、選択した PiT スナップショットに基づいて、前の状態に自動的にロールバックし

ます。

3. IT センターでのアプリケーションのアップデート /アップグレード中の拡張ダウンタイムのリスク

を低減します。

a. アプリケーションがオフラインのときに、アプリケーション ボリュームのスナップショット

を取得します。

b. 各パッチを個別にインストールし、引き起こされた可能性のある新しい障害をテストします。

c. 各パッチをテストした後でスナップショットを取得し、クリーンであることを判断します。

d. 障害が引き起こされた場合、前のインストールにロールバックし、欠陥のあるパッチのインス

トールをバイパスします。

（注） ボリュームが引き続き破損している場合、次に最新の PiT スナップショットから最も古いものまで、引

き続き選択します。
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WebBIOS でリカバリ拡張ソフトウェアをイネーブルにできます。リカバリをイネーブルにした後、1 
つはスナップショット ベースまたはソースとして、もう 1 つはスナップショット リポジトリとして、2 
つの仮想ドライブを作成します。スナップショット ベースの仮想ドライブには、リポジトリ仮想ドラ

イブに保存されているデータが含まれます。

仮想ドライブの削除

新しい仮想ドライブの容量を再使用したい場合は、コントローラ上の仮想ドライブを削除できます。

WebBIOS CU は、設定する領域が存在する設定可能なドライブ グループのリストを提供します。複数

の仮想ドライブが単一のドライブ グループに定義されている場合、ドライブ グループ全体を削除せず

に仮想ドライブを削除できます。

注意 仮想ドライブを削除する前に、保持するデータをバックアップします。

ステップ 1 メイン WebBIOS CU ウィンドウの右側のペインの仮想ドライブ アイコンをクリックし、[Virtual 
Drive] ウィンドウにアクセスします。[Virtual Drive] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Operations] 領域で [Delete] オプション ボタンをクリックし、[Go] をクリックします。

ステップ 3 メッセージが表示されたら、仮想ドライブを削除することを確認します。

新しいサーバへのアレイの移行

外部設定は、サーバに取り付けた一連のドライブにすでに存在するストレージ設定です。あるサーバか

ら別のサーバに既存のアレイを移行するには、サーバ交換の場合のように、新しいサーバにはアレイが

最初に作成されたときと同じコントローラ タイプが必要です。

また、たとえばケーブルの引き抜きまたはドライブの取り外しにより、1 つまたは複数のドライブが設

定から削除された場合、これらのドライブ上の設定は RAID コントローラにより外部設定と見なされ

ます。

BIOS CU により、外部設定を RAID コントローラにインポートする、またはこれらのドライブを使用

して新しい設定を作成できるように設定をクリアすることができます。

（注） 新しい設定を作成すると、WebBIOS CU には未設定のドライブのみが表示されます。外部設定を含む、

既存の設定があるドライブは表示されません。既存の設定でドライブを使用するには、まずこれらのド

ライブ上の設定をクリアする必要があります。

WebBIOS CU が外部設定を検出すると、[Foreign Configuration] ウィンドウが表示されます。

ステップ 1 [Foreign Configuration] ウィンドウで、[Select Configuration] ドロップダウン リストをクリックし、

設定を表示します。

ドロップダウン リストの GUID（グローバル固有識別子）エントリは OEM 名であり、あるインストー

ルと別のインストールでは異なります。

ステップ 2 設定を選択するか、[All Configurations] を選択します。

ステップ 3 外部設定をプレビューまたはクリアするには、次のいずれかを実行します。
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• [Preview] をクリックし、外部設定をプレビューします。[Foreign Configuration Preview] ウィン

ドウが表示されます。

• [Clear] をクリックし、外部設定をクリアして別の仮想ドライブでドライブを再使用します。

[Cancel] をクリックした場合、外部設定のインポートまたはプレビューをキャンセルします。

右側のペインに外部設定の仮想ドライブ プロパティが表示されます。左側のペインに外部設定のドラ

イブが表示されます。

ステップ 4 [Import] をクリックし、この外部設定をインポートしてこのコントローラで使用します。

[Cancel] をクリックして [Foreign Configuration] ウィンドウに戻ります。

ケーブルを引き抜くおよびドライブの取り外すシナリオでの外部設定

たとえば、ケーブルの引き抜きまたはドライブの取り外しにより、1 つまたは複数のドライブが設定か

ら削除された場合、これらのドライブ上の設定は RAID コントローラにより外部設定と見なされます。

[Foreign Configuration Preview] ウィンドウを使用してそれぞれの場合の外部設定をインポートまたは

クリアします。インポート手順およびクリア手順については、「新しいサーバへのアレイの移行」

（P.5-18）を参照してください。

（注） 次のいずれかのシナリオで外部設定をインポートする場合、インポート操作を実行する前に、格納ラッ

クにすべてのドライブが存在する必要があります。

次のシナリオは、ケーブルを引き抜くまたはドライブを取り外すと起こることがあります。

• シナリオ 1：設定内のすべてのドライブが取り外され、再び挿入された場合、コントローラはドラ

イブに外部設定があると見なします。

外部設定をインポートまたはクリアします。[Import] を選択した場合、冗長仮想ドライブで自動再

ビルドが行われます。

（注） 仮想ドライブのデータ整合性を保証するため、再ビルドが完了したらすぐに整合性検査を開始します。

• シナリオ 2：設定内の一部のドライブが取り外され、再び挿入された場合、コントローラはドライ

ブに外部設定があると見なします。

外部設定をインポートまたはクリアします。[Import] を選択した場合、冗長仮想ドライブで自動再

ビルドが行われます。

（注） 仮想ドライブのデータ整合性を保証するため、再ビルドが完了したらすぐに整合性検査を開始します。

• シナリオ 3：仮想ドライブ内のすべてのドライブが取り外されたが、タイミングがさまざまであ

り、再び挿入された場合、コントローラはドライブに外部設定があると見なします。

外部設定をインポートまたはクリアします。[Import] を選択した場合、仮想ドライブがオフライン

になる前に引き抜かれたすべてのドライブがインポートされ、自動的に再ビルドされます。自動再

ビルドは冗長仮想ドライブで行われます。

• シナリオ 4：非冗長仮想ドライブ内のドライブが取り外された場合、コントローラはドライブに外

部設定があると見なします。
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外部設定をインポートまたはクリアします。ドライブを再ビルドする冗長データが存在しないた

め、インポート操作後には再ビルドは行われません。

統合 RAID から MegaRAID への外部設定のインポート 

LSI 統合 RAID ソリューションは設定オプションを簡素化し、ホスト コントローラでのファームウェ

ア サポートを提供します。LSI では、統合ミラーリング（IM）および統合ストリッピング（IS）の 2 
種類の統合 RAID（IR）を提供しています。

IM または IS RAID 設定は IR システムから MegaRAID システムにインポートできます。MegaRAID 
システムは IR 設定を外部設定として扱います。IR 設定はインポートまたはクリアできます。

（注） 統合 RAID の詳細については、第 4 章「LSI SAS2 統合 RAID コントローラの設定」を参照してくださ

い。

トラブルシューティング情報

IR 仮想ドライブでは、ドライブの最後のメタデータに 64 MB または 512 MB を使用できます。この

データは LSI データ形式（LDF）です。MegaRAID 仮想ドライブでは、ディスク データ形式（DDF）
のドライブの最後のメタデータ用に 512 MB があります。

IR 仮想ドライブを MegaRAID にインポートするには、IR 仮想ドライブのメタデータに 512 MB が必

要です。これは、MegaRAID 仮想ドライブのメタデータと同じ量です。MegaRAID にインポートを試

みたときに IR 仮想ドライブに 64 MB しかない場合、インポートは失敗します。これは、データの残り

の 448 MB が上書きされ、データが失われるためです。

IR 仮想ドライブで、ドライブの最後のメタデータが 64 MB しかない場合は、仮想ドライブを 
MegaRAID にインポートしないでください。仮想ドライブ タイプをアップグレードするには、バック

アップ /復元など別の方法を使用する必要があります。

IR 仮想ドライブを MegaRAID システムにインポートするには、[Foreign Configuration Preview] ウィ

ンドウを使用して外部設定をインポートまたはクリアします。インポート手順およびクリア手順につい

ては、「新しいサーバへのアレイの移行」（P.5-18） を参照してください。

仮想ドライブの RAID レベルの移行

システム内のデータ量およびドライブ数が増えた場合は、RAID レベルの移行を使用して仮想ドライブ

をある RAID レベルから別の RAID レベルに変更できます。システムを電源オフにする、またはリ

ブートする必要はありません。仮想ドライブを移行するとき、同じドライブ数を保持することも、ドラ

イブを追加することもできます。WebBIOS CU を使用して既存の仮想ドライブの RAID レベルを移行

できます。

（注） RAID レベルの移行はいつでも適用できますが、リブートがない場合に適用することをお勧めします。

ほとんどのオペレーティング システムは、ブート中に I/O 操作を順番に（一度に 1 つ）発行します。

RAID レベル移行の実行中は、ブートが 15 分を超える場合があります。

移行は次の RAID レベルで許可されています。

• RAID 0 から RAID 1 へ

• RAID 0 から RAID 5 へ
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• RAID 0 から RAID 6 へ

• RAID 1 から RAID 0 へ

• RAID 1 から RAID 5 へ

• RAID 1 から RAID 6 へ

• RAID 5 から RAID 0 へ

• RAID 5 から RAID 6 へ

• RAID 6 から RAID 0 へ

• RAID 6 から RAID 5 へ

表 5-2 に、仮想ドライブの RAID レベルの変更時に必要な追加のドライブ数を示します。

注意 仮想ドライブの RAID レベルを変更する前に、保持するデータをバックアップします。

ステップ 1 WebBIOS CU のメイン ウィンドウで仮想ドライブを選択します。

ステップ 2 [Virtual Drives] をクリックします。[Virtual Drive] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [AdvOpers] オプション ボタンをクリックします。[Advanced Operations] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Change RAID Level] または [Change RAID Level and Add Drive] のいずれかを選択します。

• [Change RAID Level] を選択した場合は、ドロップダウン リストから RAID レベルを変更します。

• [Change RAID Level and Add Drive] を選択した場合は、ドロップダウン リストから RAID レベル

を変更し、1 つまたは複数のドライブを選択してリストから追加します。

使用可能な RAID レベルは、仮想ドライブの現在の RAID レベルと使用可能なドライブ数に基づいて

制限されます。

ステップ 5 [Go] をクリックします。

ステップ 6 メッセージが表示されたら、仮想ドライブの RAID レベルを移行することを確認します。

再構築操作が仮想ドライブ上で開始します。WebBIOS CU で他のタスクを実行する前に、再構築が完

了するまで待つ必要があります。

表 5-2 RAID レベル移行に必要な追加のドライブ

移行元の RAID レベルと移行先

の RAID レベル

ドライブ グループ内の元のドラ

イブ数 必要な追加ドライブ

RAID 0 から RAID 1 へ RAID 0：1 ドライブ 1

RAID 0 から RAID 5 へ RAID 0：1 ドライブ 2

RAID 0 から RAID 6 へ RAID 0：1 ドライブ 3

RAID 1 から RAID 5 へ RAID 1：2 ドライブ 1

RAID 1 から RAID 6 へ RAID 1：2 ドライブ 1
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サーバに搭載されているコントローラの確認 
C シリーズ シャーシには、RAID コントローラ カード専用の SAS ライザー スロットがあります。ま

た、シャーシ内に、適切な LSI コントローラを使用する際に使用できるオプションの RAID バッテリ 
バックアップ ユニット用取り付けポイントがあります。

すべてのモデルにサポートされている RAID コントローラは、「UCS サーバ内の RAID コントローラ」

（P.3-10）に記載されています。

サーバで使用されているオプションについての記録がない場合は、システムのブートアップ時に画面上

に表示されるメッセージから読み取ることができます。

冗長ブートの一部として、搭載されているカード モデル情報が表示されます。また、それらのカード

の構成ユーティリティを起動するため、Ctrl を押した状態で H を押すように求めるプロンプトが表示

されます。リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアを実行しているサーバの場合は、「リリー

ス 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアでの Quiet Boot のディセーブル化」（P.5-22）も参照してく

ださい。

リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアでの Quiet Boot のディ
セーブル化

リリース 1.2(1) 以降の CIMC ファームウェアおよび BIOS を実行している場合は、Quiet Boot 機能が

削除されているため、必要ありません。リリース 1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアおよび 
BIOS を実行している場合、次の手順で Quiet Boot をディセーブルにすることができます。

ステップ 1 サーバを起動し、F2 の押下を求めるプロンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら F2 キーを押し、BIOS Setup ユーティリティを起動します。

ステップ 3 BIOS セットアップ ユーティリティのメイン ページで、[Quiet Boot] を [Disabled] に設定します。

この操作により、ブートアップ時にシスコのロゴ ウィンドウではなく、デフォルトではないメッセー

ジ、プロンプト、および POST メッセージが表示されるようになります。

ステップ 4 F10 を押して変更内容を保存し、ユーティリティを終了します。

オプションの ROM ベース コントローラ ユーティリティの起動 
ハード ドライブの RAID 設定を変更するには、ホスト OS 上にインストールしたホストベースのユー

ティリティを使用するか、サーバにインストールされている LSI オプションの ROM ベース ユーティ

リティを使用します。

Quiet Boot をディセーブルにした状態でサーバを起動すると、コントローラに関する情報が表示されま

す。コントローラに対応するオプションの ROM ベース ユーティリティを起動するためのキーの組み

合わせを示すプロンプトも表示されます。

ステップ 1 冗長ブート時にコントローラに関するプロンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 2 LSI コントローラ ユーティリティの場合は、Ctrl+H を押します。
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（注） また、シスコでは C シリーズ サーバ用の Cisco Server Configuration Utility を開発しています。これ

はドライブの一部の RAID 設定のセットアップに役立ちます。このユーティリティは、新しいサーバ

とともに CD で出荷されます。Cisco.com から ISO をダウンロードすることもできます。このユー

ティリティのユーザ マニュアルについては、次の URL を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/ucsscu/user/guide/20/SCUUG20.html

LSI MegaRAID カードのビープ コード 
表 5-3 には、LSI MegaRAID カードのビープ コードがまとめられています。これらのビープ コード

は、RAID アレイのアクティビティと最適な状態からの変化を示します。LSI MegaRAID カードと LSI 
ユーティリティの詳細な資料については、ご使用のカードの LSI マニュアルを参照してください。

RAID コントローラ交換後の RAID 設定の復元

RAID コントローラを交換すると、コントローラに保存されている RAID 設定が失われます。次の手順

を使用して、新しい RAID コントローラに RAID 設定を復元します。

ステップ 1 RAID コントローラを交換します。特定の手順については、サーバのマニュアルを参照してください。

ステップ 2 シャーシ全体の交換を行っている場合は、すべてのドライブを前のシャーシと同じ順序で新しいドライ

ブ ベイに取り付けます。

ステップ 3 Quiet Boot がイネーブルになっている場合は、システム BIOS でディセーブルにします。「リリース 
1.2(1) よりも前の CIMC ファームウェアでの Quiet Boot のディセーブル化」（P.5-22） を参照してくだ

さい。

ステップ 4 サーバをリブートし、F を押すメッセージが表示されるのを待ちます。

ステップ 5 次のメッセージが画面に表示されたら、F を押します。

Foreign configuration(s) found on adapter.
Press any key to continue or ‘C’ load the configuration utility,
or ‘F’ to import foreign configuration(s) and continue.

表 5-3 LSI MegaRAID カードのビープ コードのまとめ

ビープ コード LSI ファームウェアの状態 原因（RAID レベルによって異なる）

3 秒オン、1 秒オフ SPEAKER_OFFLINE_ENTRY • RAID 0：1 つまたは複数のドライブがオフラ

イン。

• RAID 1：2 つのドライブがオフライン。

• RAID 5：2 つ以上のドライブがオフライン。

• RAID 6：3 つ以上のドライブがオフライン。

1 秒オン、1 秒オフ SPEAKER_DEGRADED_ENTRY • RAID 1：ミラー ドライブに障害あり。

• RAID 5：1 つのドライブに障害あり。

• RAID 6：1 つまたは 2 つのドライブに障害あ

り。

1 秒オン、3 秒オフ SPEAKER_HOTSPARE_ENTRY ホット スペア ドライブで再構成プロセスが完了

し、配列されました。
5-23
Cisco UCS サーバ RAID ガイド

OL-26591-01-J

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/ucsscu/user/guide/20/SCUUG20.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/ucsscu/user/guide/20/SCUUG20.html


  

第 5 章      LSI MegaRAID SAS コントローラのタスク

  サーバに搭載されているコントローラの確認
ステップ 6 次のメッセージが画面に表示されたら、（C 以外の）任意のキーを押します。

All of the disks from your previous configuration are gone. If this is 
an unexpected message, then please power of your system and check your cables
to ensure all disks are present.
Press any key to continue, or ‘C’ to load the configuration utility.

ステップ 7 後続するウィンドウで、RAID 設定が正常にインポートされたことを確認します。

• 次のメッセージが表示されたら、設定は正常にインポートされています。ストレージ デバイスに 
LSI 仮想ドライブも表示されます。

N Virtual Drive(s) found on host adapter.

• 次のメッセージが表示されたら、設定はインポートされていません。プロンプトが表示されたとき

に F を押すのが遅かった場合、この状態になることがあります。この場合、サーバをリブートし

て、F を押すように求めるプロンプトが表示されたらインポート操作を再実行します。

0 Virtual Drive(s) found on host adapter.
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C H A P T E R 6

組み込み ICH10R SATA コントローラの設定

この章では、LSI Software RAID Setup Utility を使用してオンボード Intel ICH10R RAID コントロー

ラを設定する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「BIOS での統合型 Intel ICH10R RAID コントローラのイネーブル化」（P.6-1）

• 「LSI Software RAID Setup Utility の起動」（P.6-1）

• 「オンボード Intel ICH10R RAID コントローラの設定」（P.6-2）

BIOS での統合型 Intel ICH10R RAID コントローラのイ
ネーブル化

（注） 統合型 ICH10R RAID コントローラは、Cisco UCS C200 サーバと C210 サーバのすべての世代および

バージョンにおいて、VMWare ESX/ESXi Server ソフトウェアと併用することはできません。

ステップ 1 サーバを起動し、プロンプトに従って F2 を押して、BIOS セットアップ ユーティリティを起動します。

ステップ 2 [Advanced] タブを選択してから、[Mass Storage Controllers Configuration] を選択します。

ステップ 3 [Onboard SATA Controller] を [Enabled] に設定します。

ステップ 4 [SATA Mode] を [SW RAID] に設定します。

ステップ 5 F10 を押して変更内容を保存し、ユーティリティを終了します。

LSI Software RAID Setup Utility の起動

オンボード Intel ICH10R コントローラの管理に使用される LSI Software RAID Setup Utility を起動す

るには、次の手順を実行します。

ステップ 1 冗長ブート時に Ctrl+M を押して、LSI Software RAID Setup Utility を実行します。

図 6-1 に示されているように、セットアップ ユーティリティのメイン ウィンドウが表示されます。
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図 6-1 セットアップ ユーティリティのメイン ウィンドウ 

オンボード Intel ICH10R RAID コントローラの設定

ステップ 1 次のいずれかのオプションを選択して、設定を開始します。

• [New Configuration]。「新しい RAID 設定の作成」（P.6-3）または「RAID 設定の表示または変更」

（P.6-4）に進みます。

[New Configuration] 設定では、ドライブの既存の設定をクリアしたり、新しい RAID 設定を設定
したりできます。

注意 [New Configuration] を選択した場合、[Yes] を選択して次に進むと、既存のすべてのアレイおよび

論理ドライブが新しい設定に置き換えられます。既存のデータを維持する必要がある場合は、

[View/Add Configuration] を代わりに使用します。

• [View/Add Configuration]。「RAID 設定の表示または変更」（P.6-4）に進みます。

[View/Add Configuration] 設定では、ドライブの既存の設定を変更したり、RAID 設定を変更した
りできます。
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新しい RAID 設定の作成

ステップ 1 [Configure] を選択し、Enter を押します。

ステップ 2 [New Configuration] を選択し、[Yes] を選択します。

注意 [New Configuration] を選択し、[Yes] を選択して次に進むと、既存のすべてのアレイおよび論理ド

ライブが新しい設定に置き換えられます。既存のデータを維持する必要がある場合は、[View/Add 
Configuration] を代わりに使用します。

[New Configuration — ARRAY SELECTION MENU] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 矢印キーを使用してドライブを選択し、Space を押して各ドライブを新しいアレイに追加します。

（注） ドライブを選択すると、ステータスが [READY] から [ONLIN A[array number]-[drive number]] に変

化します。たとえば、ONLIN A00-01 は、アレイ 0、ディスク 1 を意味します。

（注） 選択を解除するには、もう一度 Space を押します。

[Physical Drive Information] ウィンドウを表示するには、F2 を押します。

[Virtual Drive(s) Configured] ウィンドウを表示するには、F3 を押します。

ステップ 4 次のいずれかを実行して、単一の RAID アレイまたは複数の RAID アレイを設定します。

• 単一の RAID アレイを設定するには、最初のアレイ用のドライブをすべて選択し、Enter を押し、

ステップ 5 に進みます。

• 複数のアレイを設定するには、次の作業を実行します。

– 最初のアレイ用のドライブをすべて選択し、Enter を押します。

– 各アレイに対して作業を繰り返します。すべてのアレイに対してドライブの選択が完了した

ら、ステップ 5 に進みます。

ステップ 5 F10 を押して、アレイに対する RAID レベルの選択を開始します。

[Select Configurable Array (s)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 Space を押してアレイ（たとえば SPAN-1）を選択します。

ステップ 7 F10 を押します。

[Virtual Drive(s) Configured] ウィンドウ、[Virtual Drive #] ウィンドウ、および [Raid Level] ウィンド

ウが表示されます。

ステップ 8 RAID レベルを選択し、Enter を押します。

（注） 表示される使用可能な RAID レベルの数は、指定したハード ディスクの数によって異なります。

[New Configuration — ARRAY SELECTION MENU] ウィンドウが表示されます。

（注） RAID レベル以外の設定は変更しないでください。

ステップ 9 各アレイに対する RAID レベルの設定を続行する場合は、ステップ 5 ～ステップ 8 を繰り返します。
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ステップ 10 Enter を押して、[New Configuration] 設定による設定を完了します。

ステップ 11 「Save Configuration」というメッセージが表示されます。

ステップ 12 Enter を押します。

ステップ 13 アレイの設定が終了し、「Configuration Is Saved Press Any Key To Continue」というメッセージが表示

されます。

ステップ 14 任意のキーを押して、LSI Software RAID Setup Utility を終了します。

RAID 設定の表示または変更

ステップ 1 [Configure] を選択し、Enter を押します。

ステップ 2 [View/Add Configuration] を選択し、[Yes] を選択します。

（注） 既存のストレージ設定は、新たに変更した設定をこのプロセスの最後で保存した場合に限り消去されま

す。変更した設定を保存しなかった場合、セットアップ ユーティリティは前の設定を復元します。

[View/Add Configuration — ARRAY SELECTION MENU] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 矢印キーを使用してドライブを選択し、Space を押します。

（注） ドライブを選択すると、ステータスが [READY] から [ONLIN A[array number]-[drive number]] に変

化します。たとえば、ONLIN A00-01 は、アレイ 0、ディスク 1 を意味します。

（注） 選択を解除するには、もう一度 Space を押します。

[Physical Drive Information] ウィンドウを表示するには、F2 を押します。

[Virtual Drive(s) Configured] ウィンドウを表示するには、F3 を押します。

ステップ 4 F10 を押して、アレイに対する RAID レベルの選択を開始します。

[Select Configurable Array (s)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 Space を押してアレイ（たとえば SPAN-1）を選択します。

ステップ 6 F10 を押します。

[Virtual Drive(s) Configured] ウィンドウ、[Virtual Drive #] ウィンドウ、および [Raid Level] ウィンド

ウが表示されます。

ステップ 7 次のいずれかのオプションを選択します。

（注） 表示される使用可能な RAID レベルの数は、指定したハード ディスクの数によって異なります。

（注） RAID レベル以外の設定は変更しないでください。

• RAID レベルを変更する場合は、Enter を押します。

• RAID レベルを現状のままにする場合は、ステップ 9 に進みます。
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ステップ 8 各アレイに対する RAID レベルの設定を続行する場合は、ステップ 4 ～ステップ 7 を繰り返します。

ステップ 9 Enter を押して、[View/Add Configuration] 設定による設定を完了します。

ステップ 10 「Save Configuration」というメッセージが表示されます。

ステップ 11 Enter を押します。

ステップ 12 アレイの設定が終了し、「Configuration Is Saved Press Any Key To Continue」というメッセージが表示

されます。

ステップ 13 任意のキーを押して、LSI Software RAID Setup Utility を終了します。
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